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社会内処遇の研究

一一保bS扱勲の多位化と対象H.の法的地位を中心に

序

qr-次Lu-粋人戦綾のRlm 政顎の世相的動向をみた時､そこでは､施設内処遇にその荻.1.-I

がZlかれてきたと .,'ってよL すなわち､臼由刑は､何よりも受刑月の改正､矯正に役に

たち.社会糾 さに寄与するものと考えられてきたのである｡しかし､その後､犯罪Bの改

再姓'tの手段としての自由刑には阻好があることがt'j党されるようになり､いまや施設内

処遇から社会内処遇へと犯ブ川 処遇の･T()'.Lを転換すべきであるとする思潮が ･般杓になり

つつあると言われている■l｡1990畔に､第8州吋遵犯非防止会議において､｢阿避非

拘!･R括■虐政)1呼FqM(tJnjtedNadonSStandard〉LinimumRulesforNol1-

CusLCdialMeasures)｣が抹択されたのは､このような思潮をムわす象徴的な出来邪で

あったように思われる｡

l 舶 内処遇に対する批判机 欧米ほどには強力に腰仙されてこなかったとはいえ､日本

においても､自rtlJPJの悪意性rj体についての認識はほぼ共通のものになっている だ｡犯罪
』,紬 社会復舶 阿るためには､I,,mの社会化を郎 のみでは即 があ｡､船 内焔 の刑

思潮であるといって間違いないであろう.

しかし､現在のE7本の社会内処遇は､それに対する期待に結えうるだけの 卜分な人的､

物的汽源ないし方法論を探れしているだろうか｡また､社会内処遇の鮭全な発展のための

iE的地盤は叫えられているだろうか｡日本の社会内処遇の現収をFf祝した堀合､むしろ､

決戦は山頼みされているように.Liiまわれる｡

まず､社会内処遇の効果をあけるための前捉条件である粗械払怨が ト分に健Q.されてい

るか貞かが問われなければならない｡

瑚行保歳扱者制射ま､わずかな7･辞とわずかな促讃観察官定Ljdをもって允足せざるを

l



不IfJかった｡そのため､蛾後における社会内処遇の展開を振り返ってみると､比較的L;近

まで､その屯山ま､いかに休題奴鮒 Jのアイデンティティを錬立するかに控かれてきたよ

うに思われる｡そして･この日的を速成するために､様々な処遇施策が巌閲されてきた｡

にもかかわらず､これらの施策は必ずしも当初の目的を達成できたとくまいいがたい｡今日

の保護税察官は依熱として過剰の利和 担Btを強いられており､法の予定した役割を架た

せないでいるのである.

一方･探題n]のiT源にも･問頓がないわけではない｡高掛 ヒの問臥 ｢地域性｣､ ｢民

間惟｣の低下のrZiJ滋などが指摘されている｡

しかし･社会内処遇の抱えている粥風 土,その溌瀬の樹風 こととまらない｡保護税即 す

象Bの個性､ニーズの変化机 社会内払jaE二的建な題題を振起しているのである｡終戦転

後払 口の前の困窮した対故老の差し当たってのr順 を解決し､それに対して､qZ捕手段

を与えることで析一杯だったと占われる ｡しかし､今日の対象者の閉居性をみれば､い

わゆる ｢処遇園軌 の内解が過かに多段なものになっている.すなわち､生活館の聞出を

抱えている対象舶 噸 然として存在する一九 成人･少年を問わず､秦物閑適の問頓を抱

えている11象&カS相当な割合を占めており･巌力団開床者も･少なからず保護税娯対象者

の中に含まれているのである｡

以上のようなIgJ捌 犬祝に対して､Blh:の社会内処遇は有効な打開策を持っているだろう

か｡また､この打開如 )舶 壬のあり方に同風よないだろうか.処遇Ef温佃 に対応すべく

翻 されてきた施策のET=る関心は､探題観察官の増E]や探題扱鮒 の勉遇への崩榛的参

加であった｡しかし､保戯 - 不足の問題は､今日の保道鰍 が抱えている問題の一つ

にすぎない｡それとならんで･今n多様化している対象Rのニーズに答えることができる

ような多様な処遇施熊が要諦されているのである｡

ところで､注臼すべきは･近年､社会何処卦 こおいて新しい動向が見られることである｡

すなわち､対象h･の個性､ニーズに合わせて､処遇の浪淡､処遇の内容等を矧 こする切々

な処遇施取が骨噛してきたのである｡これら新しい処遇鹿矧ま､伝剛 な処遇施策のJF足

を補う部分がある反乱 新たな課唖を振起している｡すなわち､これらの処遇施策の多く

臥 府鮒 処遇をJf向するものであるが､坤に臥 対象古の自由制限の度合を高めるもの

2



も含まれているB従って､処遇の楢樹 ヒに作って､対象者の人倫放題の悦点から留意すべ

き鳩血も増えてきたのである｡これらの処遇施策のどの部分を肯定し､との部分を倒題批

すべきかを険ILLfすること机 社会内処遇の今後の発展のために不吋欠の作文のように思わ

れる｡

l 比較洲 視点から考察してみても､日和 榊 会内処遇が多くのぶ選を抱えていることが

分かる｡J=述の 咽 適非拘芸で措凝血駄科 fRDrjJは､非拘宍措Eを一周促進することに関

する)JE本札抑 理及び非拘禁措掛こ(ほ れた古に対する戯低隈の洲 保障を殺めている｡

同規則に照らして日Jkの礼会内処遇机 ､かな状況にあるかを換alJL由きなくてはならない

ように思われる｡

このように､今｢Jのn如 )社会仙 遇は､位々な- ないし間取点を抱えているように

思われるo社会内処遇を舶 させていくてめには､それらを恥 たする必要があるが､その

前提として､佃が問題なのかを明碇にしなければならない｡そこで､以下､第一軌こおい

ては､まず､卯 Iの社会内地遇の側比r･･ミJa･rtb棚 何なるものか､今日の社会内地卦こと

って差し当たって対処しなければならない緊要なⅠ-3奄柳 抄 を検証する｡

そして･第二掛こおいて･荊一部で触 した過熱こついて検討を加え､その脈 蛸 を探

る.



JEl入谷瀬 IFIJ小皮茄Jf蒜 [934版]295月 (11t成8年)

3glr,晃･犯罪者の社会内mja7月 (平成3年)

一犯罪者輔 更生法の立法日程が早められたため､初年度T滞 留戒は斬斥制を緒まえる時間的余裕がな

く･9カ月分li45千万円･峨月定数も1f人(･らいで出盛せざるを手等なかった.蛍井故介 ･｢社会内処遇
i:ついて- 33年間のパロール制度を止して｣氾雅と非行53号5月 相 和57年)

また､昭辛24缶の佼護fE好走片は377人であった机 うち､地方妻月余所見の保R板繋tTが84人
で､保ぷ税額所に付属の保護税察丁は293人であった｡更生保護四十年史347E (平戒元年)
B.給水昭 一劫r侃d投射こbLする分利札軌 El本の恥 Eと促射 i3巷69-70月 (昭和58年)



第一部 社会内処遇の現状と問題点

第一事 日本の社会内処遇の歴史的展開

今日の日加 )社会内処遇の中根をなすのは言うまでもなく保護税察紬 である｡そして､

新 鎌避奴馴 腔 が､戦後アメリカの強い約 の下で帝人されたものであることも周知の

ことである｡しかし･潔行保護恥 拙 臥 軌批 33ける社銅 での犯非者対応靴 全く

uJD凱 て槻 することもできない｡峨前の- から何を鮭承し､何を捷斥したかを見る

l ことは､今日の社会内処遇の間- を分析し､将舶 るべき- 方向をみつける上でも必

r嬰不可欠であるように思われる｡

以下､噸筋戦後の成人犯罪批 対する胎 内での対応加 齢帖 中心に槻 し､また､

棚 鵬 と舶 な鵬速をもつ脈 脈 と仮･Lh- 度の展- ついても考射 ることとする｡

第-節 執行オ予

親御 7,の展開の歴如 ･糊 に- ては,日本の刑佃 の母法であった大陸法の国と

関 ･細 則のPT遜鼠 矧 こ- 自由刑の- 如 探究から始ま｡､次靴 白州 瀬の

何か ､さらにfま､-tl州 の執行- :による心- 蜘 UJをもって犯非者の白ノ傾 /柁

図るbE芯へと変化してきたとu･われる 日｡

また､戦乱 塘 犯非細 執行楢牝 は細 扱如 伽 なかったが･執棚 絹 ､起訴

猶予臥 出肘 に肘 る民- ､掛 ては耶 - よる舶 - 次批 充実されるように

なり､これが戦後の保凄伽 の- の上- ｡に- したことも見断 ことができない｡

この軸 で･執Jril約 0- は､起- 予や仮釈放の- とあわせて､犯罪靴 対する府

接的な社会触 - の促猷 机 ても､縦 枇 大きなI&SgをBif=したと言える｡

~ 旧刑法の必別主題

5



nAの近代的刑甘法の応を切ったのは明削 JH=公布され 剛 五和こ施行された18

刑iEである机 そこでは執行猶F･という制度が,&けちれていなかった.旧刑法は.当時の

ヨーロッパの刑法嘩題を反映したものであるが･それは対地噂制への反動として刑は 定

絹 を強く打ち出し･ ｢'8校王jSJ､ ｢貞L一主hJをZlいたものであった｡従って､旧刑

法では､犯罪角型が細分化され､法定PIJO山もせまく･戚fJJ官の&屯の余地がJE格に限定

された｡刑罰芸くま､応報t-Tl･威巻上TJこ支配されていた｡旧刑弘はJrが認められる以

上かならす処罰するという必罰1-歳をnいたのである rC｡

少q=も実刑を免れTJ:かったbJR刑弘は1 I-止A清のものを絶対的鵬 托能力&とし(第

79条)､ L 歳以上I,1歳ぷ苗のP;を相対的無題托能ノJRとし (g580条). I六歳以

I~伯 太演者については ｢本刑 I-一等ヲ減ス｣とした (m81粂)に止まったのである.

lnF川法と同時に公布されたrut3rl法も･息縦 走主我を定める ことによって､手緩

的に犯罪必罰主題をVT促しようとした｡

柳 川こおいては､ru刑法公布以前の明治五年に公布された監獄刑や､旧刑法の公仰こ伴

って改正された明治十四年の監舶 Jには､数行的恩忠が含まれており 日､そこに定めら

れた敬治切処遇には､牧TT上崩の色彩力し 樹儲かったが ･U､当時の財政珊H･t.や過剰拘

怨罫の嘩由で十分実行されす､むしろ犬侍の行刑においては戚屯軌 忠邦的処遇が行われ

たと-･?われてLる≡- また･素行上丘を唱えた繁治喝も､その収希対射ま刑法の粒起し

た不Ei罪の古のほか･廿用役のd絹 による名であって､刑罰に代わるものではなく､それ

を補充するものにすぎなかった｡

このように､旧刑法時代は､明治=-十八年に的行猶予が帝人されるまでは､父休払 辛

抱臥 及び行刑のいずれの分野でもlti恥に表がjL配的であったと言えよう｡

二 組行楢7･の導入と允脱

執行獅 ま̀･明漁三卜八年に至ってようやく｢刑ノ執… 予二閑スル件｣ (明治ニト八

鴨 仰 七十号)という狙行法の形で制定された｡明治ニト五年の刑法改正案には､穂別
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抑 鵬 に ｢刑の執行猶予及び免除｣がぷけちれていた机 法案全体として議会を通るこ

とができず､刑の執行猶予のことき刑糊 芯上もっと望ましい制度を選延させることはで

きないとして･まず甲行法として制定される運びとなったのである 幻｡

l 明治三十五和 'Pla･改正鮎 ､ (1).-'n=,T凱 上のJPJ'=処されたことのない胤 (2)

縦 糊 以上の刑と処されたことがあってもその執行を終り又は執行の免除を得た日より

作 以IhEこ湖 勾以上の刑に処されたことのない約 ㌔ 一年以下の禁猟又は ｢六月以下ノ懲

軌 の言い渡しを受ける時､伯状によりJT･llL五年以下の州 内その執行を猶 声するこ

とができるとした (苅31粂)｡つまりここでは短期自由刑の回避が明白に意回されたの

である町｡

しれ ･柵 =一卜八畔の単行法では･ ｢/VILIFノ懲役Jは削除され､執行猶予は ･iF

以下の湖 刑に限られた｡明治~卜八句切 払は､Lまじめて執行楢Y･を帝人した意味では両

脚 Jな法経てあり､また･刑の言渡後の楢f･鮎 gd)f=点 よ.■では今日からみてもiEElすべ

きものがあるが･湖 に諮る非が懲役に比べて伽 lて少ないことから､附 猶予を細 に

限定したことでその適用範囲がおのずからせまくなり､また､短期紬 刑の相 を何題す

るという政府のねらった刑TP政策上のト川的 この榊 では退城できなかった t･-｡

明治四岬 の新刑法は､明治=-←八坤の)的 法よ｡も明治=一卜五年の刑法改正中米より

も大きく前進した｡すなわち､ (1)刑肌こ関するRIIFが二年以下の懲役または祭舶とな

り､前科に牌するI摘 要作も単行法とt>案の 卜年から七年へと趨HTされ､よって執行猶予

の削 軸 がかなり広がった｡ (2)猶 Y･の糊恥 ･単行法および帽 の二年以上五年以

下が一年以上五相 ドとな｡･その榊 が広げられた｡当時学界や娼会でこのような前進

を受け入れた主たる理由は､執行猶予が的 刑の弊害の同道の胤 的 ものであるという詑

議にあったというJnZ｡

昭和卜五年の州法改正仮案は､さらに 一歩進めて､ (1)執行猶予の棚 の要作につい

て､三年以下の懲役または- とし (郡96粂那ユ項)､よって従細 別 抑ルても執行

那 圏外にあった敏乳 放火執 こついても脈 榔予ができるようにし､さらに僻 め輩件

をなくした｡ (2)秩- 陀 懲役･I+J棚 のみならず､罰金 (96粂2Gi)､舶 または
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紳 (96条3項)にまで砿げ､ (3)よ｡虫垂なの臥 自由刑の弊吉の消拓吋回避にみ

ならず･楢-fされた者の社会内での軌跡 こも朗心を示して･ ｢懲役または祭軌 こ付刑の粗

相 予を白波堀合に於て必要ありと認めるときは兵の猶予納閣内本人を保題扱矧 こ付しま

たは本人に善行保証を命ずることを符執行猶7･の言渡を為した竹後に於て必要ありと認め

むるとき亦rnJじ→と産め (節98魚)､(4)刑の執行猶予を受けた都ま､那 本人のfZ

格に関する法令の適用に付ては刑に処されたことなきものとみなすとし描 102粂)､

自由桝 )執行の弊ri'のみならず､白的刑そのものに伴う弊藷の何題も意図した｡

l 級 上述鵬 の (1)の州 に附 る斐触 伽 - 年榊 耶一二- による鵬 二

五条の改正で淡現した｡さらに剛 ｣ 八法榔 -)L五号によって､前に細 以LのfPJfこ処

されたことがあっても､その執行を楢T,された指が一年以下の- またはも輔 の言渡を受

け･伯状に矧 こ偶諒すべきものがある堀ftLこEま,-度日の執行猶T･を認めると)tEこ,それ

-".-_--:I:一二{L --L~' ~ -= -",tt - ~-: ' -: ---

このような執行猶予のn本における兄屈線輪をiiると･執行猶fは､短期自由刑の蛇

の回避という当初のL帆 から出発して､徐々にJ･川 刑そのものの仰 の回避をめざして拡

大されてきた｡さらに､このような刑佃的特別T･防効果に止まらず､より磁極的に､脚

礼行され得るという心確的鮒 Jを棚 LLて耶 T.Rの社会内でのn力野生を促進することに

屯朗 i移ってきているとも言われている u｡そして､執行即 が探讃観察とが範び付い

た時･より駄睦的な社会内処遇方法に､"J･1他 衣が関心を示してきたことは言うまでもな
い｡

三 執行猶71の潔状

実刑に対するは抑的蛮勢及び執行猶 T･に対する横睦的評価は且刑糊 に現われている.

昭耶 5年以降の懲棚 の執行猶予平は､51･5パーセントから60パーセントの糊を

椎孔 てお｡､.P･成7作の執行猶予中は60 7パーセントとなってお｡､軟銅刑の執行

那 軸 昭和30年以降78パーセントから90/i-セント附 の糊を推移してお｡､平
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成7年の軌棚 T･+は93･6パーセントとなっているt,･｡非鰍こついてみても､平成6

年臥 罪の2割以上･強盗罪の15パーセントか執行- こ̀なっている ･Ld｡採点投射こ

付される人川こついてみると､平成7年における的度の軌棚 下人B3万5,955人の

うち､促道断 に付された紬 4･084人 (細 の執- +人月の1I ･4パーセント)

であ｡･また､再如 )乳価 予人月は742人 (必ず供iI鵬 が付される)となっている｡
肺 m ･の帥 紅 ついて31ると･平成7年の- 細 目 ･5パーセントとなってお｡､

脚 伽 の95･5パーセントは- こよるものである｡保&扱鮒 き執行iir･者の棚

による恥か紬 25･6パ-セントとなっているb｡ちなみに･尿道触 付き執行楢T･B

が探講扱糊 間中再犯を起こし､かつ新たな他分を受けた古の比率 (再犯*)をみると.

平成7iFの戸畑 やは33･5/- セントと別 ､鮒 を′Jl･している･DT｡



第二帯 仮釈放

仮釈政の日的､機能に関する考え方は色//ある机 主に次のようなものがあるとFiわれ

る…U｡ (i)仮釈放を一つの褒Rと考え､それを与えるかどうかは､受刑者の刑頗所内

l での行脚 何による｡ (2)仮鮒 を紬 刑の相 の回避批 考え･従って､必ずしも保

道政掛こ結び付けることに盛点を躍かない｡ (3)仮釈放を社会防織ないし犯ヨ相 の改発

史生を図る7--校と考え､従って､CW 税勲を屯扱する｡(4)は (2)(3)を畝進させ
て､すべての受刑名に仮釈放を認める｡

(1)から (3)までの機能はいずれも縫棚 に所定することができず､むしろ仮釈放

はそれを併有しているものと思われる机 雌史的批点からみた時は､やはり (1)から(3)

へと進捗し･そして､ (4)が最新先矧 こあると,)われる -A'｡日加 )仮釈放の制度及び

運用の展開も･少なくとも理念としては･舶 的にこの方向をたどってきたと思われる｡

蛸 上では･暇前においても､仮釈放はやなる思輿ではなく､受刑古の権利だと上頗する

伽 的な見解力犠 ったLW｡しかし､杜会内払遇に屯点を田く仮釈放が制度上及び巡用上

本格的に推進されたのは､やはり保護観察が帝人された戦後においてであり､そして､そ

の努力は今口も鋭いているように思われる｡

一 戦前の仮釈放

前述の如く､旧刑法以前の明治五年の監掛 Jは､イギリスの行刑を?んで改超主義にq_

った理想的なものであった｡その中に累進制の内容が盛り込まれており､第一等に進んで

其の刑期が半分過ぎたRは､裁判官の許可を受けて放免される糊 をもつ (怒脚 八fi別

とされたJEV｡しかし､明治五年の監獄別は当時の肘政朝 守が確山で実瞭上実施されるこ

とがなかった雌｡

旧桝法は､仮出獄を蜘定した｡取五卜=一射まr馴 籾 芦二処セラレタル細 別ヲ朗 !シ
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僚改ノ状アル時^Jt刑期四分ノ三ヲ- スルノ後行政ノ処分ヲ以テ像二畑 ヲ許スコトヲ

符 無期徒刑ノEZ)ハ十五年ヲ経過スルノ後- シ -｣と定めている○仮は を許された名

は､鼓刑の期間中学寮監鰍こ付されるとされた (附則第四〇粂)｡

明治四十年のJ臓 ま､剛 獄の壁作を､欄 刑については刑期の三分の一､無期刑につ
いては卜年を経過した後に許しうると鮒 すると同時に､誓紙 祝を廃止した｡仮出はの

資作を馴 ルた瑚山は･刑の執行猶TJを収川したのと向じ動機だった LW｡つま｡､これ

によって拘･(}tこ伴うm ･をLuJRELようとしたのである｡また､在監者の増加に伴う経世増

加への対処という舶 あったであろう｡甘- 掛こついては､刑法は庚止した机 監獄法

に､仮出獄されたGE=対して､ 日 )正文に鈍さ善行を保つこと､ (2)苦娯官削 )即

を受けること (但し腎鮒 器は監獄の- を聞き他にその排 を委任することが触 る)､

(3)住居を転移し又は柑 以上旅行する的- 倍音の許可を柑ること 悌 67条)とい

う条件が定められていたから･出獄者の監督は依然苦熱こよって行われていた P｡

刑法が仮出獄の要件を思いきって櫨和したにも拘わらず･戦前の運用はかな川 柳 だ

聯 していたところにあると思われる｡昭和6iF･の ←仮釈- 拒規軌 は､仮釈放棚 に

か ては､受刑紬 犯棚 係､身ヒ胤乳 快舶 鮎 の他の州 を稔合鴨 杏すべきとし､

転相 を処遇伽 として棚 つけることを就みたが､それは一柳 なもので､仮釈放が特

に鵬 可絶舶 粕 としたということはなかったと言われている - o戦争棚 仮釈放串

が増加したのは･甲楯刑甥作文のために仮釈放が利用されたことによる -｡

二 仮釈放の戦後の発展と環状

仮紬 が転舶 迎えたのは､やは｡戦後犯･7f･- 相 生法が制定されてからである｡同

軸 ､仮釈舶 r桝 の措乱 として位- け (法巧三尊).それがもつ犯罪宵の鮒 更

生のための忠誠を制度 川 臥 したのである｡また､仮釈放に保盛観細 目 ことによっ

て社会内処批 正点を紅く性舶 絹びてきた｡そして､今口､仮釈放の原則化珊 えられ
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るようになっている｡仮釈放は､現/F.は､少なくとも埋念の上では､施設内処遇と社会内

処遇との遜坊を図り､犯罪者のiE生を糊する制度として位臣付けられると言ってよい.仮

釈放に伴う他の機能はいずれも副次的なものとJSえられている 血 ｡

戦後の仮釈放の道営を見ると､おおむねこの理念をめざして兇展してきたと思われる｡

制酸発足の当時は戦後の混乱期であって､犯罪及び収容者が激増し､一方戦災による施設

の挫IRも必ずしも十分でなかったため､収舘人口の減少を図るという変則的な仮釈放の運

用を余低なくされたがd ､この時期でも.例えば.新制度に捗った年の10月に中央更

生保&委tj会から仮釈放手絡に朗する通過が允せられ､qR釈放の嘩念により､本人の意思

と計匝Jをqr祝しつつ応当EJ紹過時点から段別的に仮釈放の審理を行う休制が放かれたこと

が注EHこ肺する-L300すなわち､仮釈放の出筋節は認めないものの､執行すべき刑期がl

q:以Lの却こついては､必ず本人に仮釈放のHl願又は放腰の忠恩を表示させ､応判160

u前までに他方委員会に通過させ､その通過があると速やかに仮釈放の審理を行うことと

した｡しかし､昭和28年の通過 ｢仮釈放の吋触手椀の改止について｣苛によって､本人

の応用.の碇濃と応ttiEl時点での審理を廃lLL､施娘の良が適切と認める時期に仮釈放を要

ui.-,lL､これに基づいて寮確を行うことになった 'Z''｡今日の仮釈放の泰確も堪本的に施設

の良のEtJGt紬Sあった時に行い､地方垂月会の職権による怒理 (犯7,法29粂2項)はほと

んどJ行われていない｡この点は､仮釈放における一つの開腹点とも言える｡

しかし､他方で､怯正鵜関と探讃横関の協力.迎状によって仮釈放の適切かつ積極的運

用をrRBZLようとする努ノ】はその後も矧 ナらJlてきた｡昭和49年9月28日付けの焔正

局長､探題局良通過 ｢仮釈放準備満点の実施について｣が兜せられ､これによって､地方

委日会所属の保&捜索官は,席題収容省が応りi臼を托過した時点から佼釈放恵理上参考と

なる史料の収iFL 作成を行い得るようになり､すなわち､施設の艮からの仮釈放申詔があ

る前から仮釈放審理の唯備手続を開始できるようになったのである｡これら坤騰された見

料は､将火の仮釈放審理に供されるのみならず､地点による補正処遇や保讃観療所による

碍蝿羽撃の実施にも諮用され､補正と保護との右横的な連射 こよる受刑者の社会復帰の促

進に役に立っているu
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ql釈放中仙alた制度は､当的lまその対象を少年刑持所作監お及び少年院在院名に限定し

た机 その役.政釈放の崩特化の方針が′示されるとともに､実施対象を.t'.抄 年に限らない

とすると材暗に,37香開始時期を応IJiFlの経過前にした｡現在は少年投については､昭和

60年iI月から,刑務所については､平成2年4月から､それぞれ全国すべての崖題にお

いて'̂-JEされるようになっているP ｡ただ､保3校奈留の鼓が縛めて少ないこともあっ

て､収容占今別こ対して矢指するには繁っていない｡

昭抑56年10FIからは ｢施設Si在によるql釈放串侍aIAなど実施要領｣が実施され､

地1)去円会の保護捜堺官を直接施設に艶圧させることによって､上述の仮釈放準備37点を

-Rq効■轄的にJlTおうとした｡これにより,施段古紙 Tfは､施設凪jBP当音との常時接触､

本人との耐妾､本人の親族や保讃･Jは のLl'fl妾thJほなどを通じて､仮釈放審議に必要な施虚

内行状､本人の允fI､Jtf占麿､及び将,kの生f如t臥 人Git後の環境などに関する情報を効

果的に把鮎できるのみならず､さらに､これらのt'lJ鰍 こ弘づき､能動的に施設処遇首及び

碍特訓糾ニーうたる保澄扱察所との遵P;を過して仮釈放をP.3指させるd占要議を扶除､改善さ

せることができる｡それを通じて､仮釈放のjarl化､揃傾化に前傾的に寄与するところに

この制度の大きな意識があるように思われる｡JM●､施設齢/正常は､仮釈放準備瀦益に当

たるほか､受刑Rの新入時や釈放時の激fiへの協ノJや､施.没内払遇会議への参列､家政や

他の伽係占との面接などにも従弔している｡兇lEは､比較的に大鹿棋な刑務所10庁で共

bEされているがr)､その一月の拡大が望まれる

仮釈放が施設内処遇と社会内処遇との連携を関る ｢更正の楢だ｣としての性格を持つこ

と吐､ ｢領地弟や｣にもよく碍われている｡昭4]49年4月に ｢仮釈放及び保護税祭等に

叫する粒別Jが定められたが､その31条に､仮釈放の決r定に当たって考丘する事項とし

て｢本人の力耳､生活歴､矯正施設内における'ti占状況､将来のq=テ占計南､頼住後の環境

等を稔缶的に考鬼｣すると鬼定した｡このうち､J6.人のffFや沌It鹿設内の生活状祝に関

するn科乱 用If満 点から提供を受け､将来のJt娼計画やpJ住後の環境に関する貞科臥

良き税額所による司噂aI聖の結果によって明らかにされるという P ｡見境詔翌の括架は
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庶釈放の32用に当たって極めて屯祝され､州 も地1､良であって､保護軽水所長が受け入れ

やjiの瓜兄を付した者については､地方委目会による仮棚 の訪可はもとより､巧正施設

による血釈放の申崩もなされることはないようである JE'.

以Lのqi釈放に関する議連策の展園から明らかなように､仮R放臥 戦前の施設秩序の

推i与凋■又は受刑者の行状に対する&弟という作格から､bta内払遇と社会内処遇を結び

付け､父は社会内処遇を行うための桔tlという陀仏に食わってきた｡また､その社会内処

遇のj&作のfl断においては､受刑名に朗する訪要首を受Jb的にd?挽するのではなく､むし

ろ､社会内処遇を杓う句閑が､笥捗的なf:TJ､噂aI聖や施設内礼遇への参加等を通じて､能動

的に行うようになってきた｡

ところが､このような変化があったにも拘わらず､似釈放事比､昭和24年の80 .2

′1-セントをLJ-ク'Vとして低下し統け､昭q759年には50.8パーセントとようやく

過-l慨 を維持するAiL仮数乍をndikした｡これはr'･J的糊の受刑打の減少佃よりもはるかに人

であったJL'｡その上たる原因は､受刑占のrrの食化にあるだろう｡つまり､栄良剤等薬

物犯､何人&､旗ノJEEJ関旅者､B級収帝占のt.Vl戎坤が抑えてきたのであるrLy｡

しかし､もし処遇阿注解という矧 tlで仮釈放せず､Xは沸糊に近い時点で仮釈放すると､

かえって､億も保ng枕索を必要とする省が保l隻扱解を受けないXはほとんど受けないとい

うJf･柄が'とじる｡また､50%という奴字は､それ日仏をとってみても､ ｢仮釈放原則化｣

という日付からあまりにもかけはなれている'.｡そこで､促aA石と矯正局との協議の轄

rA.昭kJ59年3H15日付けの保丘局良迫逆 ｢qx.Ih獄のji正かつ破鐘的な運用の推進に

ついて｣か発せられ､従Rの仮出獄の粥睦的連用を改め､仮出獄の岩下の上昇と仮出獄期

qの相応の伸長を図ろうとした｡また､同施確以前の昭和53年から実施された足柄受刑

古に2け る中間地遇も､通達の竜寅吉によれは､見舶刑受刑者の仮釈放の磁極的運用を意

向したものである 一̀･｡これらの鹿瀬のht果､昭和59年以降､仮出獄串は大体55Ji-セ

ント台ないし57パーセント台で推移してきており､刑の執行串が90パーセント以上の

仮巧放六の朗合も40/i-セントから平城7年には30パーセントに低下した ~<｡
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仮釈放の暇rl;1戦後の展開から明らかなように､少なくとも坤念⊥は仮釈放の単なる思想

であるという理解から犯罪8-の改L,B史生を俄掩的に図る描Fとして位琵付けられ､そして､
社会内M にそのIL点がeZかれるようになってきた｡しかし､戦後様々な努力が行われた

にもかかわらず､仮釈放の運用は､ ｢仮釈放節則化Jの理念からは依然としてかなりかけ

■れているのか現状である｡仮釈虚を 一脈 占作化するためには､保農奴寮の充実化が要訪

されるのである｡



第三節 保fltL書

祈 ･滋､第二蜂で述べたように､執行机戸と仮釈放にERJする刑甘皮茶的理念は､単なる

自由刑の界請の回適や施設内規律秩序の軽指に止まらず､社会内との連携を維持しつつ犯

叩石が努める社会鮎樽を促進するところにそのITF/-tか推移してきた｡この理念をさらに進

めれば､氾3f甥の社会内での改ま更Jl_をより前抄的にBTる施策が要請される｡この意味で､

軌行者[･と仮釈放は､側面から保護税吏壬制度を℡㌫したのである｡

A帯では.犯罪桝二村する社会内でのEtf及び技Jlに朋する心持qJな対応茶が､戦前及

び載後にわたっていかに炭開されたかを抜放することを通じて､その中にある現行鎚遠投

解制健がいかなる准本的嘩念､処遇に欄する1,t心Lr1枚FllJ､口JFの助臼の特色､制度自身に

関する)古本的桝地点を有しているかを明らかにしようとするものである｡

さて､卿 J探題税額制度は.成人に別しては､仙II払方に対する保護放棄､執行楢f名

に).tする保遜椴松､及び船人補導院からの政jtl院爪に対する保戚挽紫の三種類があるが､

いずれも俄後噂人されたものである｡ただ､峨前においても､仮釈放及び触行猶予を受け

た犯プr桝ま全く野放しされていたわけではなく､川又はrx:fiiJの時点淡のT:による何らかの

彬でのもtlと捷過を受けていた｡これらの社会F̂Jでの丸応茶の巾で､あるものは形を消し､

あるものは別行制皮に継承された｡以Fで､これらの対応託の展偶を坂概することによっ

て､税'fT保Jt板塀制酸の基本的性格の 一端をみることにする｡ (婦人抽斗院の仮退院者に

対する保.4扱鞍については本芸文では触れない)｡

一 枚鰍こおける犯罪者に対する社会内での対応品

(-) f宅(監扱

1 耕虻の内容

法相上に槻足された有権的対応策の一つに書瑞賢没制度があった｡旧刑法は､二絶類の
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書鮒こよる監視を定めている｡その 一つ馴寸JxJ刑としての満期出払Rに付する監視 (10

貴い5)であり､いま一つは､仮出獄右に付する特別監視 (40粂3事コ)である｡

臣掛こは､さらに､法定的監奴とTB't的監姓があった.前古は､TrT罪の刑に虹せられた

4給に刑柳終{後､その短期の三分の一の細岡 (37条)､死刑又は無期刑の期溝免除を

持た41命にはL1年間 (39条)､必す附加されるものであり､役石は､刑法各本条に規定

がある堀缶に限って､軽罪の鰍こ対して 暮-1-託で附加するもの (38亀)である｡

E投に付された名は､そのJgl間中､以下の真作を&'･fLなければならない (附則27粂)｡

- 如月二度*蕪所に出東し､監視の点に認印を受けること.

_酒質益井の席又は群発の堀所に出席.巷会しないこと｡

作hq移転する掛ま屯索所にFP誘し､訂hJをNること.

四 ｢紙に｣横行することを許さず､1L二むfqない,州1がある的は､その弔由を慧察所に火

lfル‥.乍L･JをT.きること｡

監掛こ付せられた斤が税別をq'り､ ｢俊政の状｣がある柑ま､繁察官よりその可‡,Rをと

申し､ ｢内税司法両卿ノ命｣を受けて仮に監奴を免ずることができ (附則36粂)､逆に､

lR別に迎反した時は､ ｢附加刑ノ執行ヲ逝ルル洲｣として 卜五日以上/くカ月以下の.Ti柴湖
に凪するとした (155条)ら

監奴の方法については､ ｢監視ノ期限TLqハ常松fl史時宜二関り共架宅二島険スルコトア

ルnJシJと定めている (附則28条).

これに対し､仮山荘者に対する特別監視の場合には､その38守すべき条件が､毎月一皮

の1鞍7!への拙頑､鹿行が往復1日以内に限られること､とJE格になっている (附則44

兵 ).また､仮出獄細陶満了後も､監視に付すべきql合は､その虹分に付する (附則46

真2項)としている｡安宅に毎換できることは監視のtB合と間柱である (附則45粂)｡

なお,監現､特別監視に付せられる名が､LFkq･及び引取人がない略は､その期限内監萩

中の桝BjL=留tして ｢工エヲ為サシメ､又ハ地役二択ス｣とした (附則32条､47真)｡
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2 #畷監税の(a)監点

前 -に､ ｢監視｣に押して､次の点L:同税があるとされた｡ ｢監捜｣は､刑余者にヌJT

る一位の促安処分とこってもよいLu｡Fl由刑に附加してqされるのだから､自由刑を回

点するための拾■でないことは言うまでもない.そればかりれ ｢特別監捜｣とも還って､

太作並tiに対して新たな自由刑が予定されていた.明治34年刑法改正案に対するa島尻

持切壬L1会での政何重口の説明によれば､当時､監視役刑に並LkLたために刑に処された
名は.fuiI一万什以上を政え､一位の窃盗に次4-罪用だったという PL"｡このように､屯

罪(･防のための監視が新たな犯罪を作り出したのである｡

苅 一に.rFL七枚｣と ｢特別監扱｣を問わず､犯プr̂の改.･B廼'fLの観点から問題があった｡

甲祝も特別監祝も､今口の保讃観察と槻心的に)やなる点は,その対象となる者の改昔望′L

をあまりを膿していない点である｡

このfL't,l樋山は､叫前においても指摘されていた｡例えば､正木伸上は次のように述べて

hられる｡r(腎炎監視のために)改善させられたる釈放拓が却って日放自発に陥り､或

いは就職の速を堀がれ及モ家庭との関係を絶つに十るの成れなしとしない｡所謂警察監僧

はJ少なくとも仮Lu瓜と相矛盾する性fIであるということは ･鮫にA誉められるところとなっ

た かような点より､今日の刑事政笛に於いては仮LIl瓜8-(こ対しては半ろ保遜較寮を為す

に如かずとと殺されるようになった｣川｡

gi士に､犯罪名の人権保障上も間複があった｡当時､栗だfE祝の存廃を巡って､捜鼓清

の々任碇を槻拠とした存定論があった `̀ ことからも推論できるように､芳寮監親には家

宅に対する盤枚等を利用した､不当TJ:捜金箔助を誘因する危険性も潜んでいたのである｡

このような甘壊芹祝の弊書が重視されて､明治40年の刑法は､ 一般にす察監視を廉止

した｡ところが.監獄法約六 ト七条は､仮出獄古の遵守すべき可咽 の 一つとして､ ｢雪祭

官署ノEtiヲ受クルコト 但亨察官署ハ監抜ノ意見ヲ吃キ他二炎監℡ヲ重任スルコトヲ

紺｣と定めている｡従って､仮釈放者の監骨は依然宮掛 こよって行われていたのである｡
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r他ニJは 竹ヲ重任スル｣ことを音素に求めてもそれが実Jqできないのが普通であった 一~｡

℡♯五枚が完全に廉｣は れるのは､職級の犯T･法の成心.を待たなければならなかった｡

(-.) 思想犯鉛&扱療法

犯罪n'に対する社会内での今一つの対応芯にいわゆる思想犯に対する仮題捜察講座があ

った.この制度は､昭和11年の思想犯鑑丘投水止によって等入されたものであるが.こ

れによって成人に関する促JI観察御慶がはじめて制度化されたのである｡

FJ法による保&捜索は､治安維持it(大1114年)の罪を犯した古で､卓棚 方､刑の

･汁行折(,､aZtlJ･誠､刑の執行終了があった18介に,斑点軌頼蕃血会の決議によって科され

(1灸)､tJi議対象占のみ犯防止のために.その思想及び'IT劫を扱*するもの (2粂)で

あった｡そして､保Jl軌寮を科された石を､ (日 比A隻扱察lfの保護司の放熱 こ付するこ

と､ (2)保AQ削こ引渡すこと､ (3)探題川仏 ･,-f陀 ･救会 .病院その他適当な者に委

託することとした (3粂)｡遵守･M lとしては.拭け ･交友または迫lnTに対する制限､そ

の他適'ljな射†を付すとされた (4真)｡鎚A扱解の糊付は 2年とされたが､2年ごとの
史新がddめられたうえ､吏新の蜘数には制限がなかった (5粂)｡

rL帖 は､それより先の昭和2年の刑法改LT7;Oi'7I.'L案以降の刑法L&止の帝誠のうちに成熟

した保df脱毛iの規定のfH-を採用しながら 4､ 日 )保讃椴松の決起を探題観察者盛会

の決誠で'rrうこと､ (2)適用対象を執行柄r･れ 政山以名のみならず､起訴猶予凱 清

瀬釈放かこも瓜 1たこと､ (3)期間を不定糾なものにしたこと, (4)遵守事項を､居

は､交友､通(3の制限の他､適当な射 乍を命じうるとしたこと､ (5)発作違反を犯して

も､托行猶予が取り消されないこと､(6)思想及び行曲を挽頼するとしたこと､等の点

i:おいてt>正を加えて､治安経持法の罪を犯した特定の犯罪古に限って､院議放棄制度を

成文化したものである｡

肖法の制走を受けて､全国にはじめて22カ所の促jl扱珠所が虚鼓され (昭和 11年)､

そのもとにtlf任探題司と弔託民選司が許かれ､思想以dr･71体が司法人臣の指定を受けて保

&較額の委託を受けることとなった4'｡
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このように､思想犯保護扱解法は成人に対する伽虐較紫制度を､はじめて法律 L成文化
した点で､愈題のあるものであったが､治安維持法と結び付いたものであったために､戦

後治卓絶紬法とともに廉止されることとなった t-.

成人に別して始めて導入された保3枚寮が､思想史という特定の対象に対するものとし

て英傑したことは､ ｢保讃軽索制度発達史上､決して7ラスとはならなかった｣としう指

溝軸は芸､L;であろう｡内法に対する批判が戦後の犯罪方予防史生法の制定に当っても､

その実卿こr多少の抵抗となってあらわれた｣と:!われている tk｡平野博士は､執行猶

予&保諸政解が導入された当初､通用件数が伸び悩んでいた溌射こついて､これは日本の

比丘税額が書較正投や思想犯保讃軽索といった ｢暗い｣歴史をもった rノ下車な尽｣に生ま

れたからだと指摘されている也 ｡

(=_) F司法伏.LEtt小文

これまでの検討から明らかなように､軌-I;jiこおいては､成人犯ブr井に対する社会内での

h'促的対11ct茄として､苦渋監視と思想犯快諾税燦が/((iLたわけであるが,前者は犯罪h･

の監仰こ仙和したものであり､後省は,lil怨犯といった特定の対象捌こ限られたものであっ

た｡従って､今Flの保推挽淡のように､ ･般犯非糾こ対して社会内で磁極的援誠を図る布

施的な他即 妄想はifJfLなかったのである｡しかし､それとは別して､作意的な形で､犯

人の社会復柵を援護する努力はかなり崩抽的に行われていた｡それは､当初は､民riUの有

志rtjtによって始められたが､次卿こその肘11政市[:の意滋が政府にも認められるようにな

ら,また､政府の呼びかけに､民間側が倍特約に呼応するという形で展開された｡この点

で･畦役成.1.した探題捜索制度の軌鞍的准皆はすでに職FLIIJにhL､て形成されていたと言っ

てよいd-.その点味で､今日の保諾概潔制度は札苅から展開された官民臨+態勢を抜き

にしては.kl九ないのである｡

1 免囚促Jl

域人に対するteF瑚人L:よる保盛は､ ｢免別保JJといわれる出払割二村する保護から始

まった･明治14年の監加 は ､満期釈放名が rqルへキ所ナキ｣鴇合 (30粂)､旧刑
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法臥 仮出払名が ｢tEb:ナク,引取人ナキ｣噂合 (附則47条)､ ｢別Iil留F｣するとして

いた.しかし･1時の子州 地点は肘机'棚 政に旦えられていたところ､子川和 とも肘政的tl

卿こ古しんでいたためJDS､その田だ人数が増える ~とともに､明治22咋監名相IJの改正

によって切IyJL田算制度は鍵LLされることになった｡そこで､内積省はllJ,鉄石の保歳を地方

簸府のn坪から民間に移すh針を打ち出した｡

むろん･それ以前から, ｢静岡出払人探題会礼J:宇民間有志家による釈放者保跳 殻が

凍政存在していた｡これらの施設の払 'I_占は､おおむね､社会.I事三食､宗親閲除名だった

というJP｡ただ･明治20年代に設Rされた保点施設は限られており､別Jji常道は実際の

きF村上は.まだ残っていたようである｡

そうした中で､保護Bl仏の設臣を大きく促進したのは恩赦である｡すなわち､叩怖 30

年･失脚3太后大尉こ当たり､火Jq以な思収がfiわれるとrL7J時に皇室から述府県(こ救折の

村内常会がF略された｡その臥 床ilUl仏の政は年を遇って伸び､明治37年にはその数

が42となったq｡

明治40年､刑法の公糾こ併せて ｢免囚保議･Jは 実励卓取扱手続｣が政k:Fによって定め

られ､矧7g伽過つIR-に対して始めて lJj円のY･辞机引Lされ､翌年から奨励金が交付され

た｡大正元牡には明治大や･大井の思収が行われ､司法捌ま特に仏教各宗派に協力を呼びか

けた｡これら一連の動きに作って､保&川休の政は急増し､明治45ir中央108であっ

たEZl休が人正10年には671に適した.これら免囚保護小玉の創設及び推進において､

相 や叙位臥 仏教諸宗派及びそのmlP,過が原動力となっていたとEjLわれる ･EA｡

また､Jbr十=一年にmJ･Jl訴訟法が施'fiされるにつれて､呼ら起訴猶T,&を収容する保題

同体も設立されるようになり､弔文のY,称も ｢免凶侃n*｣から ｢釈放&併瓜 猶T･&保遜｣

へ蜜わった｡

全Eilo保護団体の指乱 助成を図るべく､大正2年､監獄協会は rLP央採点会｣を設立

し,この ｢中央保盛会｣は馴 三設立された財団法人 ｢輔成会｣に引き群が^た｡

また､これらの保謹EB仙ま､必ずしも施設を戯けて釈放省を収容するものとは限らず,
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相 方を訪問して柑鼠 抜助する後年のいわゆる 咽 察採点｣を行うものも少くなかった

T=1

2 少年探題

大正11咋に制定されたIR少年法は､探題処分の一つとして､ ｢帆劇詞体への晩托｣を

定めていた｡これと並んで､ ｢少年保遭PJの扱群｣も定めた｡後者臥 n本初の保盛観癖

と占ってよい｡少咋保護司には噂任保遜nlと附託保遜司があり､後捌ま民他人であった｡

そして噂任侠遜司は1に少年卵 価 内の某掛こ従WL･実際の処遇はほとんど嘱託少年保

遭司に委ねられていた｡

このように･lEl少年法の処分形態の中にも･民簡保讃団体の施設を利用したものと､民

間情人を利用した収容をL●Fわないものの両方があったわけだ机 前述した成人の釈放者保

&､猶予者保適の保讃団体の収容 Ii約 枚癖と只なる点は､少年に対する ｢保讃甜体への

喝託｣と ｢少年快感司の観察｣は少年蕃帆布の凍判を鼠 かつ､円の訓引こおいて行われ

たところにある｡

少年法公布当時､既に免囚探題協会や釈放&保議団休が存在していたが､司法抑まこれ

らと適う新しい保dJだB]体を利mLようとして､矧即こ協力を呼びかけた t"I｡これに応じ

て､東京に大広11年に肘珊法人刷 増 収がU暇 されたのを始め､少年保逆団体の数は急

速に伸びて行った｡これらの少年保灘 帖 の椴の迎鵜を図るために､大正12年に少年伽

諾協会が設立され､昭qJ3年には財団法人E]本少年保護協会と改名された｡

このほか･思想犯の保&を行う保虐拭体の全問qi)(こ指乳 行成にLBたる財用法人昭雄会

も存在していた｡

3 司法保割 ほ の統一化と制度化

釈放者保乱 少tF一保温 思想犯保護三分野の月減 的統一と連携酬 ヒを求めて､それぞれ

の分野の全国的舟神速絡縦線である輔成会､Rノb:Ji)年快諾協会､昭雄会の協同玉髄で､昭

HT12年5nlこ､始めて全U本司法伽超,SR大会がF別 は れ､馴 :-8Jlには,保獅 体の

適格駒 lを図るべき横閑として朋 木司法傑馴 某連盟 (会長はpl法人別 が結成された｡
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以1の三分野のうち､少年保過や似恕犯探題は､法flI上制度化され､回の痩任において

行われていたのに対し･釈放人 相 川 床超は噂ら民馴 i志を-実行王仏とする任別 l実で
あり､財田法人棚状会が全川柳 こその行成拍掛こ当たっていたとはいえ､その財源は限ら

れていた｡従って､同の損率育成､弘制化をq!_む声が強くなり､ ヒ述全円,6司法保削 喋

大会では､司法tfの諮鰍 こ芥える形で､一般犯人に対する保題観察実施のため､その官庁

を設けること･国において.司法保謝B体を統制助成すること､iZ]法郎凄委Ll制度を虚ける

こと等を要請した｡

･司法保遜委員は､施設収味を作わないで､.訪問等を通じて行う取掛こ･Llたる̂･を指すが､
これは前述のようにすでに多くの保過団体に如 ､て行われていたものであり､これを法制

化すべきと半額したのである｡

しかし､時局は戦時財政芯地の折に当たっていたため､司法省は,保讃挽察導入につい

ては当而見送り､点し当たり探題一g菜の監廿助成と､司法保護香E]の法制化を行うことに

した｡

これにより､昭耳目4年に制定されたのか1,1法探題111文法及び同施行舶 IJである｡rp7法

は､保讃対象を､起訴猶予者･執行猶予者､仮出獄古,刑終ア石､保讃処分対象者等七成

瀬として､これに対して･収容保息 -･時探題,及び扱娯保題の三種罰の保題を行うとし

た｡挽挺保虚は馴 lJtして司法保Ji委日が行い､収察伽盛及び -時探題は司法保讃何体が

行うものとした せ｡

これにより､成人の楢川 ･釈放占･の保過も -応制度化された机 国の月任のJliで臥

芙励金を出し得るとしたにJEまった｡ただ･ul法保讃委Eは ､司法大臣により選托委嘱さ

れ 司法大臣の定める保護区に配己される国の横国として規定され､跡 こ団の制度として

の今日の保遜司制度の原形が造られた.また､各地方紙判所管轍区ことに司法保紹委員会

が官か九･検･JI正がその会長に充てられることになった jtn｡昭和 14年末の司法保護委

t]の定数は2万790人､彼らによる扱寮保議人月は計12,786人だった｡

要するL=､戦前に臥 思想犯保諸税寮を除き､成人に対する一般的な有権的保ug扱鮒 J

射ま細 しなかったが､即 甘人による任意の保譜はかなり巌腰 的に､右鰍杓に行われてい
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た.そして.それが戦後団のぷ任において行われる伽議扱穀及びie'F侃qBの両方の組府的

.89をJ71意したのである｡

保き軽索の粥後における発展

(-)現行保.6校察制度の成立

l 犯罪六千防虫生法の制定と組鞍越生のき片

RJ!提軒は､ます犯罪者予防更生法 (昭和2･川IiLiP142fl)によって､仮釈放者に
対して付くことになった｡

当初､犯罪&JT,防虫生法は､司法供述Fy文法の改正111某として始められ､そこには仮釈

放と執行捕f･の向方に伴う保Ai銃寮が盛り込まれたが､国会審議の持､新たに執行猶iS名

に併Ll観照を付することは､従来よりも不利良をlJえるものであること､刑法改正にはな

お位相でなければならないことを樫山に奴対され dJ.､執千丁析千石に対する探題扱寮の二

法は'R瑚できなかった｡

また.F･J弘大に官由探遜捕で進められた改正作又は､IIl蜘F7J法保由4pl収 法､少年法及び

軌l脱法の二法を同時に改正するT,定だったが､GliQの梢′)ミにより､少年法の改正が急

がれ､rlJ法伽適切農法と少年法の改正が切り出して行われることとなった i■｡

9!生保&の糾鰍こ脱しても､当初の法射よ少年､成人の施戯外処遇と施設内地遇を包括

的に統制する中央機関と地方機関を創設するというl叫 L的縦結法の形をとろうとしたが､

その構想もかなり揺り､された規模でしか実瑚できなかった - ｡

こうした曲折はあったものの､犯予法によって.以 トのように､史生採&に関する組鞍

が五均されることになった｡

(1)まず､史上保護行政に関する中央点輔として､法捌 寸の外FlJとして中央更生促j委
fL̂ が点正され､保護捜索の運営､仮釈放制度の耶稚､恩赦制度の管理がその任務とされ

た･印五月会のサ誘局が今E]の保讃局に屈する人方の･lL拐を的djしていたが ･'､昭和2
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7年の'fT庶政糾こよって､中央更生保讃委臼会は中央虫JJ=保&蔦^会と保護局とに改組さ

れた.

(2)奴人.少年別に各高等裁判所管轄区域ttiに地方史Jt:捉iI委El会が虚匡され､保a税

が所の一fl同監t7を行うほか､伝茨故の許可を行った｡これにより､h前司法人臣による仮

釈放の許可を改めたのである｡後に成人､少年の区別がなくされ､地方委E]会は 一本化さ

れた.

(3)やはり城人､少年モ削こ各他方薙鞘帝の席tt他に､促道政較所が空かれ､保讃扱紫の

IL-行に1たった.少年促JE政療耐 ま従兵の少年寓T4所の設笛､人員を挺哀し､成人圧差扱

蕪帝は､各地方検察庁にあった司法伏遥垂日会を噸収した｡.Jj臥 保虐玖珠所は地方委f)

会の■1職 分甘41甜たったが､後に独立横蛸と改められ､また､故人､少年の別も他方委L]

会とTll様一本化された｡一本化の増山は定日不足にあった 一 ｡犯 T･法は､GHQの指示に

より立地 のn樫が.ll-められ､初年度T･n矧'tはFTl帥Jを捕まえる時faJ的余裕がなかったた

め､9カメ】分 l催5T万円､相月定数もlT人足らTで出兜せざるを'Nなかったのである

一一｡後に山｣の増が何度か行われたが､保過払究代 務の故人を考えれば､いまだはなは

だイく卜分なものである｡

(4)恥前の城詰少咋探題F-1と司法探巡委uは保｡壁171 'Pに統 -､放縦され､保遜放娯宮

と並んで保pg牧水の実行機関たる地位を得た｡tlHJ)､GHQ側は､Jj封AJ人の司法保讃委H

を保遭奴鞍の押当名とすべきでないとする意向が強かった ''tが､後に□本鰍 こ圭謡を受

け入れたと.iわれているr't｡

(5)犯7T･法施'TTの翌昭和25年に､史't緊急伏&iLが公血され､司法保農事裏法が庚止

された｡H法は､溝期釈放者や､起訴猶予名､執行措予名等､五郎腰の名に対し採点を行

うはか､喋d投穀中の者に対しても救護､抜題を行うものである｡当初､司法省から提出

された司法保.81は 法の改正案には､仮釈放&を司法探題用仏に委託することができる旨

の鞄定及び司法供&坪体が受け入れる3紺 がある旨の穐定が設けられていたが､ GH(過

礼 枯設収容に関する規定を犯予法に盛り込むことに軽色を示したために､妥協点として､
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応,/aの胤&の規定が設けられ､これを引き払(･かたちで､後の堅JL緊急保諸法に､救道の

委託に舛する規定が設けられたという 7㌔

保讃川仏は懸理され､昭和25年に収容施設を備えて.dd可をT.1た由は史生保讃会は14

3､連格助成に当たる更生保讃会は 17であった｡戦後 しばらく､対象者の生活洋が挽い

たため､更'L保議会への鴇要も多く､その政も -時期増えたが､経済成長につれて､その

再要が低下し､また､男生保議会の摂津は草本的にはその収容人数の文机にリンクされて

いるため､施設の改虞がさらに蓬しく､一用の慾循環を余腿なくされている て●｡国から

の種//の援助や､財政面での援遇などの措置がとられているものの､施設の&･朽化､財政

箆のral掛ま依然大きいようである｡

2 執'li-那-I,&に対する侃讃観察制酸の帝人

執行猶7,着に対する保虐政軽は､昭和28年とJr'J29年の二段階のiY_法を必要とした｡

昭和26年の法制蕃lJji会肘jI法部会の ｢成人に対する刑の執行猶f･に伴う保讃観察制度要

項｣は､特に以下の点ではEIすべき内帝を含んでいる｡

(1)刑法25条を適当に積和するとEL.川判こ､刑の執行を硝T'するに当たり保戚観察

に付し糾るn.iJ腔を収用すること｡

(2)Ci戚観察に付する当たっては､A.･その ･般遵守Tl糊 は､法相で 一定し､特別遵守

illqiは､本人の性格､環境A.Sに別して裁判rVrが法紬の定める枠内で決定するものとするこ

と.

(3)保戚放棄の実施は東生保讃至り会の系統の機関に拍当させること｡

(4)仮設観察の実掛 こ当たる省は､保虐悦実相 と休題司とすること｡

(5)保讃捜舞を付した刑の執行猶予の堀合は､その猶7,の取消･JJ由に遵守句境を遵守

しない場合を附加し､同や由を理由とする取消は､叔判所が保諸税嬢を行う者の申し出に

)Jづく検察官の訴求により､関係名の愚兄をIEJL､て決定するものとすること｡

これを重めして昭和28年に国会に投出された ｢刑法等の一部を改正する法律｣案は､

(i)執行猶予の冶用範帽を､前科 こ関する間隔要件を巳年経過から五年経過に短指し､
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また､Blに執行猶予中の者に対する再度の執行im,もば.,めることによって拡げ､ (2)初

即 の他行桝川 に対しては及晃的に､内腔のhJfr納T･捌二村しては必要的に保農奴穀に

付するとした｡

しかし､拘会比 和度目の執行猶予に保丘扱珠を付する点について､良き扱蕪の実施寺

井が充分でないことや､執行猶予者を一般犯罪石と 一拍してt!予法に投定するのは為当で

ない等のLf由で､附専決』を付して､この点をnlJ降して､向丘の執行猶予に付する保3抜

糸のみが採択された｡

男咋行われた再度の刑法改正によって､初射 Iの絶'fT猶T･lこ対する裁Ji的仮題捜索が実

用すると同時に､新たに保.&捜索(こつき仮粁除制度が盈けら̂ た｡

用刑法改正と並行して､純'rr猶予石鎚讃税額iL.が制定されたが､ ･椴遵寸中頃が仮釈放

紬ぷ松林のそれより穏和され､また､特別3g'tLpill心がiEめられなかった等の点で､犯T,
iLのii:めた探bE観軽と只なった｡

山 のit掛こよって､一応鬼子Jの法仏制ができ上がったのである｡

()JVri保d蜂挽解の展人的性格

慨前職後にわたる犯非番に対する社会内での対仏術の吸奴を池して､jR行保諸政穀の)1

本的性格について何が言えるだろうか｡

判 に･仮題批寮の)1本的理念は､犯罪者T,yi坦q一弘及び執行猶予古探題悦解法の日的

喚起が叫明しているように､犯罪者の改ま及び更生を助けることによって､個人及び公Jt

の馴上の増進に･#与するところにある｡犯罪名の改芹更竹を助ける点で｡-えは､戦前のE

i:珊 人を+体とする任意による採点.P長も､壌本的には犯非満を抜点する理念の下で行

われたものと･HBILわれる｡この理念を探題挽紫という制政によってLgの副壬において実現し

ようとしたところに大きな前進があったと.てえる｡

また･この点で､Jq行保d投薬制度は形式的には欧米で充足したプロベーションとバロ

ールDf鉦を帝人したものであるが､東生保講の歴史はその時点から的まったものてはない

ことをtB靖することも重要である.戦後､姐jAの ｢幼児｣を実止しようとして展開された
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講Jlの試みが必ずしも所期の成果を得られなかったにもかかわらず､祉会復帰の理念が放

水J灘適171の中では収蔵くあり抜け得るの臥 Cu 扱解が史生民&の良い伝統をもつ民間
阜吉家である保d司が三役となって行われてきたことにもその 刊 があるように思われる｡

和一に･保d 税額には雪百と抜きの二つの佃EB)がある｡すなわち､改善更生のE7杓は､

暮守弔qIに対する指等草骨及び靖専長講によって行われるとされている (屯予法34発1

胤 札保法2其).現行制度は､明らかに捕棚 &に銀点を臣いたものである JrB｡戦前

の書鞍E奴は､E冊の方法として.苦察糾こよる生検をはめていた｡それは社会投錨より

社会防卸こ(点をZEいたものであることは明らかである｡これに対して､現行法は.聖冊

の方法について､仮託泣壌L:付された占とjtzHこ接七を保ち､つねにその行状を見守るこ

と､j&切かつ必嬰な指示をLllえることを定めるに止まっている (犯1･法35真)｡

祈二に､榔 J制度専人までの経緯からみて明らかなように､暇後の望Jil探題関連の封II

臥 よ寸奴t;の人権1･qll過を鶴く.8試しながら制定されたものである｡対政吉の自由制限の皮

缶からみても､例えば執行析7TJに伴う探題扱蝶の糊令は特別jBI:J･･Jl項が認められておらず､

特別部:川棚 が認められる他の保&拙解の場合でも､例えば州上制限等が認められていな

い｡

耶凹に､帆Vlの更生傑超とのもっとも)(きな速いの一つは､親行探題脱穀制度に科学的

糊 がJD'Sり込まれた点である｡保護税矧まケ-スワークであると[7われ､そして､このケ

~スワークをJTTうためのケースワーカーである昧Ai扱*臼をSi入したのである｡制度等人

後､かつては･肝力又は権威を背原とする保護扱解臥 白川を鼠剛とするケースワークに

g恨まないとの.A.Ĵーもあったが､今r]では内芹がF～L止しうるとのil群が支配的になっ

ているとEわれているr"｡そして･促&税額がケースワ-クである法的根拠として,梶

ii法の中に次のようなケースワークに四連した馴 脚 光られるとされる -1｡ (1)処遇

的 化の以BrJ(犯予法2条)､ (2)クライエント自己決定の朗 'J佃 法34真1項)､

(3)秘密保持の原則 順 法59条､保&司法9条2q)､ (4)処遇の必要相当性の原

刺(l可it2泉)～ (5)ワーカー執瑚生の別 q(舶 19二義2項)､ (6)ワーカー怒切 ･

at実伽 )剛 IJ(仮釈放及び保護較掛こ関する脚JJ2条以下)｡
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しかし､他Ji･法附ま､必ずしもケースワークの専門家ではない傑讃司も処遇の主体で

あると定めている (犯予法39粂)｡そこで､軌空輸察宮と保讃司との開陳が問題となる

わけである机 この点について､法糾ま､ ｢保避司は､保讃奴察官で充分でないところを

補う｣ (犯予法20粂)と定めている｡

ところが･前述のような制蛙発hi時のlJTI'Vもあって､保題耽察官の人数が極端に不放し､

処遇の実隙がほとんど併dB司によって行われていることは､雌木的にJy口にも変わってい

ない｡保讃故穀と探題Rltの順路をいかに調整すべきか､すなわち､処遇体制のあるべき

掛か'かなるものか･これは社会内処遇のもっとも重要な認滋の一つとされてきた｡

二 探題穀凍逆用の現状

1 まず､保過払凍対象& (少年を含む)の状況からみると､探題税嬢の新規受理人fl

は.剛 ]50年以枠増加の傾向を示し､昭和58咋には10万人を突破した机 その後昭

和61年､平成JG年､平成2年を除いて減少に転じ､平成7年は7万1,851人となっ

ている壬7I｡

平成7年の斬収受雅人tJを供述観察の柏餅洲こ見ると､保.&触媒処分少年が5万1,0

75人 (71 1パーセント)でもっとも多く､以下､仮出獄舟が1万2,138人 (1

6･9/i-セント)､保諾放射寸き執行楢7,E･カー4,856人 (6.8パーセント)､少年

仮退院省が3,782人 (5.3/ト セント)となっている｡

探題捜索新税受理人口が史的には減少の帆訓こあるとしても､保題挽頼対象者の問塩性､

特性についてみた場合､今日の社会内処遇が奄扱できるような状況にあるとは言いがたい｡

例えば､平成8年の犯即 Zlをみれば- ､平成7年12月31日現在における保遜附 く

対象者 (短期保aE斬 f及び女通短期保遭悦察少年を除く)のうち､党醒刑事犯対象E･duL

は､仮出獄者では21･9′ト セント､保避悦妹付執行猶予者では22パーセントを-17め

ており､シンナー等濫用対象行は､少年院仮過般Eでは3414パーセント､保識鮫妹処

分少年でくま16･9パーセントを占めており､払止族対象満は､Ii)咋仮退院省では24.
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9/(-セント､尿道枕疾処分少年では1415Jl-セントを占めている｡

これらの対象^は､通常｢姓追固ま｣といわれるものである.例えば､典物弔犯は再犯

rがか ､のみならず､ ｢jL力団閉除名との接触のあることが多い｣と昌われており､また､

暮上丘少q-･も r}力観戦に組み込まれていく危換性がある｣と指摘されている 世｡

2 次に.従BL扱穀を行う伸の現状についてみよう.

細 れ紫朗は､平成7年現在､全回で本庁50rl=､支辞3庁､駐在官7P捷所27カ所が

泣けられているW｡保3扱察処遇は､原則として保8枚もftlと促通F71との協*態勢によ

って子rわれている.

かこ丘蔽解帝に配芋されている保遠投察官の定月は892人である｡昭和2⊥l年制度発足

時には促.I税額宵定員故が293人であった'LJLAから､これと比較すると確かに人偏に増

えたと.1えよう｡しかし､保護載軽骨の人目は必ずしも朋淋こ伸びているとは言えないよ

うである｡昭和25年､26年､28年には酔かに,rf名前径の糊口があり､昭和29年

の仇fr研T･&保dB扱宅等法の施行時には559人に迫したが､それ以降､百fT以上の増E3を

みたのは､浅才i杜全党委日長刺殺や作の翌il･(昭和36隼)だけである L山｡そして､昭

和40イl代紋1'･からはおおむね毎年数名程度の相月しか火悦していない｡

近年､保bg蝕頼付l人あたりの･LIL牛凸押杜は約150作であるとu>われている ti'K｡池

怖､岬勉的なケースロードは､30作ないし50日であるとされているから､保護扱娯留

の稚Ltの●州心的は地めて過剰である.このような現状では､保&挽嬢宮の仕切は､TP作

のインテークと侃遇ロト の割り当て､保Rl'Jから'#せられた轍PTの験,,寸､何か弔故があっ

た時のTtLj､探題司の一般的指導というようなことに止まり､しかも､このうちどれか 一

つを充分に行うことさえ容易でないのであるq｡

従って､保J扱寮の実作のほとんどを搾っているのは仮題司といってよい｡保讃司の定

款臥 昭和25年に保&司法で5万2,500人を超えないものと定められ､以来､現在

までモわっていないが､保讃司の英人川ま､昭和60年以幹､4万8.000人台まで推

祐し､n友7咋用瓜 4万8,776人となっている 1㌧

喝後の社会内処遇の展開において､保護司の果たしてきた役鰍ま縛めて大きい｡しかし､

叫 司のY紬 におし､ても問鹿がないわけではない｡上述の敷地からもわかるように､尿謹
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nlも定Uを允分社陳できていないのである｡また､掛tJ証での侃讃司挨補吊の発振が閃淀

であることや仰､地域間の人口疎密の題.及び保か･]の能力の差から'tじる保護司のTTL

作nfllのアンJtランスの同額などが指摘されているP｡また､保dr･7の応鈴化のために､
柑 扱軒対象六のjAf故を占める市少年とのな阻疎通における閉篭や､研修効果における

申界等がfB捕されているJE'｡

柾って､侃&司は.依然として社会内払jBのF.力的fZ激ではあるが､招々の点て限界が

あることも少X'である｡

3 6掛こ､保農政蕪の実施結果についてみる.平成7irに良き玖珠を終7'した名につ

いて､その終77JfE17別梓成比をみると､保dER察処分少q-では解除がもとも拓く(74.

9Jt-セント)､少年似退院古､仮出払t;及び保iI税額執行肺r･占では､いずれも期間溝

rによる柊√がもっとも㍍い くそれぞれ62.2パーセント､9I.3パーセント､68.

1/i-セント) LZ

耽i什J柚による終√状況(二ついてみると､伽Jt姐JJl少年では供述姐分取ii与が10.8パ

ーセント､少il仮退院古では､戻し収態が15.4パーセント､ 鮎山ufTでは仮出獄取消

が7.2パーセント､探題扱鮒すき執'fj楢1･占では､純'f/捕 7;収紺iが29.4パーセント

となっている和｡

牧子(梢T･ポの収消が30Ji-セント近いのは決して倣い故地ではないだろう｡仮出獄の

恥Ijが7.2Jl-セントと比較的に使いが､これは仮山獄の胤相が一般的に短いことによ

ち.

保JS抜毛(期間中に､再度の犯罪､非行を起こし､かつ､新たな処分を受けた者の比率(再

4!サ)についてみると､平成7年選在再犯串がもっとも結いのは伏&較察執行猶予者の3

3･5′1-セントであり､佼出店者の1.2Jt-セントがもっとも低い [～

牡行輔11のi剛和と仮出獄の期間の相違を考えれば､保護税鮒 は 執行猶予者に対する保

色艶鞍の効架が比較的低いとは言えないし､また､Ci.,t･.従者に対する保農奴軽の効果が比

較的恥 ､とも..えないように思われる｡しかし. ｢内犯やが30パーセントを超えるので

臥 俣JS現嘆池遇の効果は必ずしも芳ばしいものとは‥えない｣と d指摘されているこ

ともサ'Rである｡また､仮出獄者の1.2/く-セントのiTi犯や臥 rR暇は再犯を橿こした
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机 ただ新たな抑P赴/̂)を受けていない古を含んでいない点も留意すべきである｡



第四節 まとめ

第-筋から第二節まで明治以来日本の社会内処遇がいかに発展してきたか､そして､成

仏 いかなる現状にあるかについて考察してきた｡

社会内処遇の理念の展開から明らかなように､現在の社会内処遇は､到 PJ.5-に与えられ

る単なる思想ではなく､また白LhJ川の弊告の阿過という消極的特別71防劾架のみを追及す

るものでもない.礼会内処遇は､月払設内処遇と脆んで犯罪&･の礼全役帰を阿る厳極的なJPJ

'tl政策の 環として(1tEZ付けられている｡

いかし､今日ロムの社会内処遇は､それに柑朋 されている役割に応えるためには､対処

しなければならない多くの建喝を抱えているように思われる｡

まず､社会内処遇の効果をあげるための前提真作である処遇染恥の倒延が指摘されてい

る｡すなわち､保題統察筒は絶対的敗のJf;足から過刺なfJl件fl抱を強いられており､保讃

司に関しても様々な限堺が指摘されている｡そして､姓遇fl源の間雌に関して､探題悦採

官と保讃司との役211分担をいかに満整すべきかが戦後社会内処遇の展bftlの中でもっとも空

軍な演題の 一つとされてきた｡

次に､上述の児超が依然火解決のまま､今口､航 重税療対象斤のdMから新たな錐題を提

多紋付にいかに対応すべきかが問われている｡

このようにして､今Elの社会内処遇は､処遇の鞍源と､この処遇のi3源と対象とを結び

つける処遇方法の二つの面において､ともに対応を求められているように思われる｡

それでは､いかにこれらの同風 こ対処すべきであろうれ そして､その対応の過程でい

かなる問顎が生じうるだろうか｡

比較的最近､社会内処遇の分野で､国際的に江口される出来叫があった｡すなわち､1

990年ハバナで㈹かれた節8回国連犯非防止会.JIで､ ｢同連非拘,fJ昭 た混乱娃準匁捌

(UnitedNationsStandMinimum RulesforNon-custodialMeasures)｣が採択さ

れたのである｡ IP胤 川は､社会内処遇の促進にfRJする}紬 的詣原理を加･R剛 こ勧告したも
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のである｡従って､同規則自身､及び同規則の反映した現代の社会内処遇に関する国際的

Jl向を考察することは･日本の社会内処遇の性格及び同夜点の 一等を明らかにし､そして､

これらの間滋への解決流をさ(･る_Lで役に立つと思われる｡



･･人祐実･刑事点乃aIJt【q54頃】207月 (ヤ戎8年)
d･'芹3(=町野粥=･蒜卓彦 ･冊法号の歩み 72gilll下 目 983年)
I.汚78法T7!107真は次のように定めている､r】く r枚4I史書ノ捜査ヲ披 リタル時ハ左の手縫ヲ為ス可
シ A井卜思tlシケル事件二付テハ予iFFI事に予書を求ム可シ ー 唯P ト里村シタ'ン弔件こけテハ共
p_JtBニ従ヒチfヲ度メ丈ハ暮チニft7F凄析 二又ikaス可シ 二 速f井 卜思料シタ'ン事件二付テハ莞
ヰ垂Bt二色別 Iヲ汝之ヲitf井耗半紙 頓 首二言洩ス可シ 円 究Fi人ノ9分桝 ノq鼠又ハgifニ因 り兵
r将ニJIセサTLnト鑑Bシタス,事件こけテハ之ヲ甘ttL句爾汝売tY-法政ス可シ 坂戸+件Trト+ラス又ハ
空所予JIス可匂ラサル書卜息ホシクTL･ti八竜済ノ手蛾ヲAス可カラス｣.
p明治五年のtiJI化し小CiJi長民らが美EFのdE萌を屯書して焚けた感銘からEI定 したものといbtLる.
E即 JのP tt:Ji次のようによかれている. 〔■ トハ何ソJF人ヲLL句シテ之ヲ怒戎セシム甥 iLITl;iA八
人ヲCJスJL所以-シテ人ヲ扱きス-,舌二束ス人ヲ書虐スTT･群･LA-シテ人ヲ古布スTL吉二井ス句ヲ用1ハ己
ムヲ帝-',二出ノ国 ノ為二古ヲ帝ク斤I久ナ')書司Jtテ此8ヲ外シ好いヲ38スヘシ｣.
pI!コ注入に持協会JI･日･F正せff刑史斗 (下)804J7(ぞE'日 8年)
小明治も年のEi耶ii､当J*の尉文事竹を3tFH二人*イからIEkI■をせけ.発布わTか款が月で実畠中
止¢Z色にあった.

rP.えEL､喝だ汁 九年.二1年に兵JHt及び大政吋でrii次いでいわゆる茄f!■BEをj芸用した｡日石五世
1_I:史Ll(下)578Fl(r!和 18缶)
dLへ七 ･RI.T法とP.事良策 (.1JT垂) 122- 125斤 (CZ'J49年)
■れI六は書&屯会aで､EE籍人臣耕d毛Tf氏は次のように古井している. rJlUノ布ヰヲ見テ見マス
▲./_gl分u狩人ノ鼓力多クアリマスTt,tl､)t申武キマシテハ事口之ヲE戒二杓33ス t･ヨrJモ ー旦題判ヲき
まシテモ八色fIハ■ T･シ､免除敦スト云フ方力遵力二人｡益ナ IJトJa77補力Jtモ争イノテアリマス､殊ニハ
丈bテ比朽仰凡ノEハ之ヲ監正二拘宗ヲ免シマシテeu J■ノn的ヲ連スルト云ウコ トカQlル穫ウアリマス
…｣●

●l耶 _真 判ノ軌tT必 T･ハ叔羊蹄 二於テNLやノJIk二円リII＼JtfLヲ以テ刑ノZT萩 卜同時二判決ヲItLテ

テ刑ノ税fi射T･ノ決定ヲ為スヘシ此堀合二於テハ礼ノ決h:ftj:ニモル血判ノ粗行ヲ拝止ス刑ノ鈍行ニ&手シ
タル斤こけテハ粍ノ他行ヲ榊予セス｡

Jr"正人尭･爪抽 (ほ8)126月

t"正人九 ･ILitJ如 (止8)126E

IBJ入谷父 .舶抑注 目 )190-191月

IT一氾Jtnh l.P成8年版] 127月

dt刀ト435月

lJ均し128Jt

p和上205日

■l平野■一･屯罪J;姓名鼓の嫡間も 【増耳板】85艮lllT.化i相57年)
p平軒& - 崩如.i(18)86月
一正火Jt･択･抄政熊汎占439貞以f.(1938年) fl上は､伝択故巾甜fkをZZめるべきと主意し
ミサ.モ^は.良R放比恩典として与えられるものではなく,受刑LSがRJ)改■の男ノ)によってきち取るも
BT･でか勺.そのeここで､受刑引二転｣R放&可の発hを促する牡かJを■1えられるべきだという鍾旨のものであ
ち.

.小JlrW ･自由刑の展Et167貞 (密輸39Lf)

tb~栓抜=町軒q=蒜書葎･前弟 (ほ2)を事?.

-･川 上brバローJt･のjF村と書時F}:こついてJgtエJL熊659El(昭打43年)
~州 AAi･前抑ii(21)169頁
I明む41年の仮釈放人口比1,615人 (吸釈放や31-セント)たったが､昭和10年に圧択故事
t･やっと10′ト セント台に真J,,､_畑 10/ト セントtiで姓坪Lr_机 屯良太朋の事何により40パーセ
いt?riibさがった.昭F775;いこうからをfgl嘩q)に3tFgさLJLのは,聖和6年の仮択放書吸確の暮1定
i:よるもので車る.小川太九 ･前菜注 (23)670Jl.I-六t･㍍38L (江20) P451等を事習｡
b小1-.七九･r紬.書(23)661Ei
廿小l:一大出･軒紬.言(21)266亘
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p鞍点内研 の伽 の織鮭をt針 る立qIも･いrLLもこのL!旨lニよるものと思われる.方申忠夫 rk
相 の郡 と制度上の閉れ ロ･tのlt正と軸 31恥 ト(- 56年)｡冶柵 什r社会槻 月について
- 33絹 の/(ロー1L制女を通してJ妃!Iと和 i53号8E71.1下 (昭和57年)7.

-醐 正之 ｢庇民放のき丘化とER使化L=ついて｣皿7,とJE行78号27月 (1988)

p岩細 介 rモ生保謹白年の推移と叫王への要望Jq正協会醐 年記念ぷ文典的一巻443月 (剛
83年)

dJfli拝凄介 ･前朴t(28)5EI

J'Z西岡正之 .前期汚 (29)31日

-一犯雅自省 LTF成8咋版Ii87月
Lb同上218月

fr西周正之 ･r-JTJ粒は (29)28Ei

ml田岡正之 前榊は (29)29Ei

pこれは.那加 講を摺和するための変則的な逆相だったLb-がある｡
t'岩井敬介･荊船は (30)445だ

,弟不暗一山r保淵 掛 こ如ナる分納 乱 Ef･Kの蛾正と保- 3巷531コ以F昭 和56年)
有田正造 r仮R故の現状と間軌 刑虎94巻5号25n-1久下 (昭和58年)
J～大谷実 ･折紙注 目 )291円

-1西田正,t･前裾注 (29)42Jl

〆史市自利 平成8咋尤引189月
J◆d小川太如 ･前掲荘 (2日 125頁

F～朋 刑法冶稚 f23柑 (判た2年)･桝 朗 相 弟 血は､rERJ､之丈再犯ヲ叩 スJLA
ノ肌 テアツテ)棚 レ ア鳩 二相 二利 け 妃人ヲ笠スルトLiフコトハトウシチモ7甥 二適当シタ規定卜
云71ミニハ事リマセ7..Jと述べた.

lT.正木売 ･前婦は (20)443ElLユF.

"男々大1-鳩 41枚#J刑gI政9qZ一柳 =巻213｡ 日 972年)

Mこの間の別 紙 即して･小川- I- 注 (21日 4和 以下｡- 苧 ･r朋 犯休題桝 法の
鮎 倒分析｣法帖 #44酌 ､6E3(昭糾 8年)･剛 4即 f}(昭和47年)､同保推挽啓の理削
4恥 F(蜘 44*)･須々木上-｢保- 軌 刑佃 恥- 耶三巻21川 (1972年川 下を榊 ｡
-'菊的幸一･前船a[注 (48)95Fi

'W同LtE:肘 る批判に印して,萄田 ･刑硝 文法 (48)､同前約 江 (48)､Eiウ木 ･前掛 土 (4
8日別まれ 熊倉武 刑法近代思想の展開 日 952fF)等を押 .
dl{jEE章一.前掲さは (48)94月
代小目太血 .前端注 (21日 80月

巾平野i-･郎 耶王(18)41F7

-■8井卓介･前掛壬(30)452月

JP弼 正之 ｢8Aにおける更生俣&a)歩み｣日･tの耕王と麻肺 3巻4月 (剛 56割
一明治20年ころに臥 - 有の二3TJを占めていたという･甜 故介 ･前掛主(30).前姫注 (36)424月

r珊 if之･前耗注 (55)5貫

-1等井を介･前施注 (30)426月
IH網 正之 ･前兆注 (55)5月

一菅井敢介･前掲は (30)42相

｡守髄 彦 少年の非f-Tと- - 1>年捌 畑歴史と現状 10は (1977年)
tQ守屋克彦 .前舶 (6i)118月以下｡

-軸 捻合研獅 研- 材 il生保I-# [耶ロ54附則 19i7
h'J.JH太蝕 前抱注 (21日 62B

鯛 正之 ･前伯は (55日 2f1
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一州 l太如･軒苑は(21)161頁
Nf締戟介･前紬は (30)437JT

一岩井故介･?7対it(28)5F

一一若井慈介.前掲It(28)2n

r'保男司の*掃､任用､兼任等はR!予法Bt行翌年の昭和25年(=施行された促3司法に定められた｡

山大四号 r俣讃司敷皮について｣雅とJ111番4-,132iI(昭和49年)
爪西岡正之･前知は (55)13月
'b古手三助｢史生保&の歩みを省みる｣旦夏生供講義史20B (昭和34年)

巾IP項部舜児 ｢更生保諾会運用の実態JEIJtの絹正と侃&窮3巻278月以 卜(昭8]56年)
d執朕法は､犯7T･法が保並税蕪の方法について､｢指叫監旬と補導法度｣と定めているのに対し､-_
5の17辞を逆にして定めている.これは立法者の考え/)-の過少であると吾える｡平野鵜一 絹正保護法52
日(昭和38年)｡

d卵 乏静男 ｢行使的ケースワークJiの回軌 氾9Iと)日子2O守l86rii･1下 (昭和49年)｡

r一岩井畝介 ･社会内地道■Jr134F以下 (平成4年).

巾着ノート晃･犯罪名の社会内軌道275月 (平成3年 )｡u井歓介 ･前拍it(77)116Jg｡
巾把#白書 【平成8咋駁】193Ei

.周上199貞

El本作丸分の罪名又は非行名に東尾刑JW 法温良が含まれるT､文展刑の遵法岨Ff7､所持､放渡が本
年A.分の対象者の帝国､勤鰍こ閑迎していると認められる市､t息刑使用の措矢による後退権が危倒される
Bを含む｡r保護挽察規里別姓jb要ilの制定について｣ (L成2.3.22民税荊108号院議局長連通 )
一 保3位察双聖別n遇要領の連用上に留息すべき書項につlて ｢平成2.3.22保授第 108号 択
iL司R群it長舶 )

d)免罪自適 【平成8年】198月

.I-年盛会r史堅保g執BFのあゆみと今後の規 ｣ジュー)スト568壬174-75Zt(I974年)
-iL日収 ･前端注 【78)288EI

p脚 B掛こ従弔する保成規畷官に放れLf､200件も超えているようである.tgJl悼 7｢保護司
制茨について｣日JFの舛丘と保&窮3番259月 (昭細56年)

q削F敬介･前抽注 (77)ユ08E (平成4年)

pR!罪白書 【平成8年】196n

巾原一馬｢保鯉司及び保dd他紙J史生保よと犯罪予防41号52fi(昭和5川一)

p'尽日京子 ･前柵江 (86)261貫
岩井敏介･酌範は (77)110ii
n垣JH京子･がJ-細注 (88)257J1

世紀7I日暮 〔平成8]204月

~司上205L3

~用上205JZ

p人fi実･前銘注 目 )323日
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第二事 社会内処遇に関するEl鞍的動向

拝■

･ I990年､キューバのハバナで開鑑された第8回回避g17E防止会Jで､ ｢国連非

持hL13訂Jl低堆呼吸別Jft:niledi-adonsStaz)dar°M血止mumRulesE10rドon-

cust∝halヽ1easures)(以下 ｢基準租刑｣と略称)が投択された｡施設内処遇において

r田連接拘,rj占軌道位低革準規則｣が果たしてきた人きな役ilにiEみれば､社会内処遇に

か lてもlLif現別が制定されたことの.%義は小さくないと思われる.

井拘,I.tLhjaの促進に甜するtd連の活掛よ早い時期にさかのぼる 山｡)i準規則の制定の

必要椎に朋しても団地犯罪防止会議で議論されていたが JE'､ (1)拘謀代桝 t.&掛ま拘t.ち

制度に比べて､矧Iut適の制度にまでは発城していないこと､ (2)各国における社会的､

経済的､文化的発作や､社会内処遇が犯罪者処jB制艇の中で紫たしている役割に著しい差

発があること11､ (3)拘頚代替措正は､杓課制度に比較するとEl山拘鹿の度合が少な

く､その分侶低).t畔規則の舶範性をITi祝する;L鳩から勺るとIR別作成の嫌先度が低いこと

等の嬰関が作糾して､合意を得るにjiらなかったといわれる J｡

･JT.凶伯が似ているヨーロッパ地域では､拘,T芸者処遇に止まらず､非拘禁処遇の

分野でも様々なLd特社準の制定と勧告がなされ -､非拘袋凪遇の推進が図られた｡例え

は､1970年にヨーロッパ理弔全閣僚委El会によって旺択された ｢魚作付判決を受けた

古又は仮釈放名に対する監宙及び保護の処分の実損tの構成｣と鶴する決d蛙､30の勧

告から成る評切なもので､プロベーション､パロールといったいわば伝接的な非拘禁処遇

について､その ･眉の充実化を回って次のような骨fのtb祭を行っている｡ (1)軽々の

条作付他分を発展させること､急用制限を放鍵又は領袖すること､判決前句査制度を活用

すること､詞血によるプライバシーの位rLTや収処された情報の不当使用を防止すること､

(2)仮釈放のJbt蟹在監期間等を再検｡け ること､無Jn刑受刑石の仮釈放可能性を認める
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二と･仮釈放準鯖を実施すること･発作の個別化･弾力化を回ること及び真作が人間の串

Btを鮭促したものでなければならないこと･ (3)取消要件を再検討すること､ (4日 ,I

M燕E3の充実化と民間等患家の活用をB]ること ｡

さらに1976作に閣僚要目会によって採択された ｢R由刑に代替する刑可処分｣と超

する決議では､現存する代僻手段を允展させると同時に､新しい代即相 を開発する必要

があるとの草本刷川を示して､ (1)現存代fHIL派 を発展させるために､居住施設を所m

する新しいプロベーションのh法の採用を研究すること､罰金刑の広汎な活用と適切な執

行方法を鎗保すること､穴格剥奪及び没収を独立の代替処分とするuJ能性を検討すること､

を払苦し､ (2)新しい処分としては･柑二･刑の免除･刑の忠告延胤 社会準仕､半拘

(.!制度の帝人余地を検討するように勧告し､さらに､代替的制裁を文施する加局に必要な

人的物的や源を投入することなどを勧告した す'｡

このように､非拘ぷ処遇の分野では､ヨーロノ′1確り捻 は､拘連を-少リードして､そ

の推進に取り込み･また･その加盟国は非拘禁処遇の運用において多くの突放を儀み亜ね

てきたのである (本中節=輝 を春野)｡

= 国連レベルでの非拘Jt!処遇に対するBg心を､阿迎犯罪防止会1瓜との関係でみると､

樹こ第5回 (1975年･ジュネーブ)会読からその輔向が強くなったと言える 丘暮｡那

5LnJ会議の}-S務局のワーキングぺ-ノー では､劉別井の改善と社会復帰を目的とする施設

内での処遇の効架に対するは粒的見解が随所に'-r'された り｡講6回会A.A(1980年､ア

ラスカ)で臥 喝 TFの非施設化及び残余の受刑Gに及はすその影書｣という議顎の下で

紬 刑に対する比が -が頒中的に展開され､ r拘頚刑に代替する方a･J ･u,という決議力1

枚択された｡訴7回会J (I985年､ミラノ)では甥正保題が独立した誠掛二はならな

b･)た机 第5誠喝｢刑竹司法に陶する国連埠別の制定と実軌 の下で焔正保護の聞損を

封誠し､そのit調は)1本的に第6回会議とIDJじものであった ヰtt｡そして､同会議は ｢刑

桝 人[-の減少､拘JkJ細Jの代怜方法及び犯非パの社会適応｣と過した淡過 - を採択して､

拘柵 の利用を回避すべく非拘禁措置を桁睡的に利用することを各凶政府に勧告した｡弟
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8酵 講は ｢相即 J､他の刑可処分及び拘第刑に対する代替処分に関する刑弔司法政策｣

という泣虫を設け､この関連で､延年税別を含んだ非拘宗処遇に糾する幅広い問題を-Ad

した.このあいだ･諦7臥 苓8回会議の咋鰍 こ向けて･回連は各回に対して非拘禁措jE

のヨ咽根深についてI一服 を提供するよう要訪し､そのbJ古をまとめた刊鋳樹頼告がそれそ

tla)本会よに提出されたD.｡

円 1986年10月､国連経済理■J稔 は､IJl持稔Liに対し､ ｢拘,titの代替措定に付さ

rlた人に対する般低取の保議と代や措書の蝿jF的指針に舶する定位基帝税別案｣を作成し

て.1988年粥艦の節 10阿犯罪防止鞄切妻E)会に捷.糾することを求め､国連刑申司法

缶は.申持切度の作成を回避アジア持戚犯罪防止研究所 (アジ研)に依崩した rl｡アジ

伊では､r犯耶省の非施設処遇｣をテーマとした1987年春の郡75回Eg貯研修の掛 こ､

そのグループワークショップとして､劫fT及び肝捗日が井施ぷ処遇に関する国連虚仮堪呼

柳】の頃楽の竹Fをとりまとめ､各国のlJFJJLほ の点iiを聴いた⊥政.TT版を作成し､198

8年3Fn=､ ｢犯.評者のjF施設処遇にBgする伺迎Li低Ji咋規則米の作成についてのアジア

人や汀他助11F'Tは 念は｣を開催し､ここで作成された凹地J止低)&畔規則案を国連刑事司法

鮎に捉糾した■■l｡

この'Rが耶8回図迎会誠の巧二言義戦にLigする地域rtq叩O-luI'全且削こ捷Luされ､一部手出しさ

れたものの､案文作成にBGするアジ研の労ノ)が拓く..平解され､以後､この必準規則につい

て臥 ｢かよルールズ｣という副筏を付けて呼ばれることが決plされた｡その後,ヨーロ

ッパ地域卑佑会dなどで､人権保障の規定を 一層充父すべきとの意見が強まり､原案は嘗

Tの捗止を受けたが､)基本的には､原案通り誘8TL･1円述会.Aで捉訳されることとなった L''｡

阿美)的 講措Z最低基準吸別は､上述のような､世界各回の社会的､軽済的､文化的真

作の旨しい相通から牛ずる制定上の同性を来り超えて､正式に投訳されたことは､非拘宗

tjaの世界的レベルでの促進にとって意益が大きいように思われる｡勿芸､拘宍処遇以上

にキ拘宗凪36朝丘に関しては各国の相逆が大きいことから､笹隼脚 fJの内容も比較的抽象

的なものが多い机 他方で､これが固持的に弟還されたものであるだけに､回内の非拘農

njSを牧村する掛 二王要な牟考規範になるように思われる.
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1.1下は､川遵会Jの閑適文乱 及び誘7回第8ln一会ulの凶削 哨 k∂の貿掛 こ応じて各国

から糾 されたJ的t･さ措Eの運用状況に関する頼焦･li顎を議村に､団遵桝 税別制定の汚

良.州 吸別の作臥 非拘禁持たの世界的な運用状況及び閉篭点を牧丘することとする｡
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第一節 国連基準規則の制定背*

_ 施設内処遇の評価

非拘ぷ措鐙に対する幽遠の臥 じ心 ､埼止思想の変化と姥桜に関迎 している｡ ｢国連

鼓拘演者処遇最低基準朗 FJJを採択した第-回国選会議以来､矯正処遇の問題は国連

会議の中心的論題であったo同展嘩馴 JJもその ｢処遇方針｣としての側面が強,-謁され

ていた1.㌧ しかし､第5rn]会議 (1975咋)から､施設内処遇に対する岡適の姿

%T二は変化が見られる｡これは当時欧米を中心に生まれた 咽 正ペシミズムJの思潮

を反映したものであろう… ｡苅6回会l講ではこの思潮が一層強まり､会議のワーキ

ングペーパーは､処遇の効果に疑rldは 掛 プかけたリブトン (D.LIPtOn)やマ-ティ

ンソン (RNartmsoll)の研究等を･jIき合いに出しつつ､全世界的に ｢矯正への挑

軌 を受けていると指摘 したF20｡また､ ｢披拘奈古処遇最低基準規則｣の掲げる処

遇の日糾ま､犯罪&が法律に従って自立的な生活を常むことができるよう礼全役似さ

せることであるが､自由刑はめったにその日的を退成しておらず､むしろしばしば犯

罪の問凪を増強させると断言したW .そして､その解決策として､第6回会議の誠

電場瓜の非施設化および残余の受刑者に及ぼすその影響｣に示される通 り､恥 Jl司

法のあらゆる搾隅で拘,fl考の代替処分を講じるべきとしたのである丘22｡

しかし､会議文占をよく読めば､国連のFPJfb施設の機能に対する姿勢は､上述B&題

の唱 余｣の言炎から避放される ｢選択的舶放｣理論とは一線を画しているように見

える｡すなわち､拘禁刑はなるべく凶避すべきであるが､ ｢一部の者を閉じ込めて し

まえば､社会が安全だというのは､勘追いだ｣と指摘している托2･｡そして､その批

判の多くは伝統的に指摘されてきた自由刑の弊割 こ集中している｡つまり､閉鎖され

た環境のrPで自由社会で生活するための自由の訓練を行うのは自己矛盾であ り､自由

杜如 必要な茸任感､火同体への迎鰐感､リーダーシップ､決断力は施設内では貞定

され､自信､プライド､釧造作は刑頗所を縦験することによって萎臥 追臥 細気)I

に変わってしまうというのであるDそればかりではなく､初犯､軽微犯は･.-相 犯､職

紬 と混合収容されることによって､ ｢刑務所文化｣を習得し､犯罪性をJdすことに

なるBまた､刑務所の過剰拘禁状態はそもそも困難な施設内処遇を一周難 しくさせる｡
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さらに､受刑者という格印は釈放後の祉全役婦を掛 プることになるtI.｡

このような批判は施設内処遇を行うための頗しい条件を指摘 したものであって､そ

こから甫かれる結論は､拘禁刑はなるべく回避すべきだが､それを適用する場合には､

むしろ受n帽 の生活をなるべき社会一般人の生活に近づけるべく様々fJ:旭設的努力を

行うべきということであろう｡;汚6回会誠のワーキングベーパーも､施設内処遇の限

界を指摘しながらも･施設管理にもいては･威ノJ的方法による保安側酎 こ韮点を置 く

のではなく､受刑者のス トレスを肺 門すべ く･受刑者と施設スタッフF.和との緊張関係

を酬 させ､外部交通を促 し､普通の家庭生活′{タンを取 り入れた段階的プログラム

を活用すべきとした｡これは受刑Rの人榔蒋屯からの璽ふ乍であると同時に､刑政所巌

勅などの阿選という施設秩序の維肘 こも役に立つ｡自立及び責任は､｢拒まれること｣

によっては助長されす､ ｢刑凝所症状｣を鬼服させるためには､受JM ･(こ日常生活の

中で-定の選択肢を与えること､カウンセ リングや自助グループに参加させることに

よって臼己決定の能力を維持させることがLli嬰であるとした ｡また､釈放後の就職

が自立的rF一括を営むために必要不可欠であるため･学科訓練､職弟訓練の機会を提供

すべきであり､作業岱金利を奨励すべきとしたuS｡

また､治療的処掛 こついては･倫理上の問臥 行動科学の現段帽の発展水準､受刑

紬 治療的処遇の前提条件である動撫づけの嬢しき､および施設拘禁から必然的に生

じる､処遇の基本的前提射 牛確保の渡 しさのために､様々な問蛮力鳩 るとし､情神医

兼品を用いた処遇の場合は､厳格な医学ア ドJ{1スや､受JM者の虫の同意

(informedconsent)を前提として､名木的人権を等屯しつつ､行うべきとした
I)

鵜 ､ ｢残余の受刑者｣に対 しては･隔離や､断片的な改善処遇の試みではなく､

社会内の生活に求められる社会機能の学習に班股的な環境を提供することが蛸 であ

ら.棚 が少なくとも目下維持されなければならないなら､その効能の測定は､どこ

まで馴 1着を都会に近づけたかを尺度にしなければならない｡^Wを社会役伽 )必輩

的 捕 犯危桃 を理由に順 所にm じ込めることは逆効果であるとした｡灼熱 こよ

って､社会を犯罪者から<)･るという上張は､この億の防止効采の短期性及び釈放者の
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高まった危険性を見逃しているとしたr!丁｡

こうしてみると･施設内処遇への批判は､王に ｢治療モデル｣や不定糊刑に対する

ものであり･披拘禁代替持田をできるだけ柄mして､ ｢残余の受刑.5･はとじ込める｣

ことを主張するものではない｡■P実､ワーキングベイパーEl身 ｢残余｣受刑者の用語

に摸並であるべきとしている｡つまりこの概念はあいまいであり､かえって犯罪者に

レッテルを貼ることになる｡それを ｢危険犯｣と定義するなら､ ｢危険のfTJ軸は常に

危険である｣うえ､危険犯ときれる･削二はしばしは予防を目的とした刑の長期化の危

険が伴う｡それを ｢処遇囚稚な受刑瀬｣と定義しても､それは施投側が定点するもの

であり,施設管理上の ｢困難｣と釈放後社会内での ｢困発｣とは必ずしも同じもので

はない｡このような用語上のあいまいさはともかく､現存例頻所に収容されている受

刑膚の現状を特に世界的規雌でみた塊合､上述いずれの越準からしても ｢残余｣者で

ない者が多く､このような現状で r残余｣占~の処遇を諭するの臥 受刑者全体に対す

る保安強化がされる慮れがあり､よってもともと受刑削こ提供可能なまたは捉眺すべ

き各種処遇プログラムの発展をyJfブる結兜になりかねないとした｡したがって､非鬼

没化によってめざすべき将来のシナリオを基礎に議論するより､むしろ現状に迎づい

て議論すべきであり､たとえ､将果的に非施激化の成功によって､施設内の危険犯､

匁抑 圧者･または長搬受刑者の比率が増えたとしても､前述のような施設内処遇に

碍する鯉投的努力は必要であるとした!tE.

要するに､国連の姿勢の根底にあるのは､披拘禁者の人間としての特歪であり､こ

の基本原理から､被拘繋者の権利の保障と､受刑者の社会復婦のための処遇の原則が

導かれるAn｡そして､受刑者の処遇は､社会復帰後述法的かつ自立ntJな生活を送る

意馳 能力をもつようにさせることを日椿として､その日削 ､を前め､ht任感を向上

させるものでなければならないもの山 と捉えている｡非拘禁措置の促進はこのよう

な施遜内処遇の目的からすれば原BP_的には当然の帰結と言えよう｡ただ､いずれにせ

よ､前述の鵬 内処遇に対する批判が国迎の関心を非拘禁処遇へ大きく傾斜させたこ

とは事実であるように思われる｡
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一 自由刑の抑Jl'.効果

上述のような犯罪古改善効果におけるEl曲別の限外に対する拍淋 こ比べれば､こ

zl壬IEのは達文.llで自由刑の一般予防効果を正面から投 じた割合故少ない｡ しかし､

このような効Itにも偵疑的である姿勢は文nの佑所に見られる｡第8回国連会議に捷

出されたヘルシンキ犯罪防止研究所の報告拘 (以下 rHEUNT搬告Iy｣と略す)では､

スウェーデンのSヽeri教授の行った､北欧諸tJL ドイツ､イギリスにおける各席刑

事#Aの判糊状況を比較 した研究が紹介された'" ｡同教授は､自由刑､監督を伴う

耶恥ilA､刑了TF7f缶及F)食の利用状況を各国の犯罪串と鵬遵づけてaI点を行ったが､

その毛利:よれば､同も'Lが似ている北欧d&r月の間ですら､罷刑F)TfIIが首しく実なる｡

したがって､n魚技は ｢只なる刑一g制戒の利用は犯罪串と捕鯨ない｡制裁の厳しい遜

柑 E!罪やの痛い団と低い国の両方に見られる｡処刑水中以外のファクターが犯罪水

帝のr_要ん欄 であることは明らかである｣とil,<冶つけた Jl｡同報告Ltをまとめたビ

ショップ (Bishop) も､自由刑の抑止劾架をまったく所定する趣旨でないとしなが

らも､礁剤と低犯非串との間には申純な相関開削 まないことを強.潤した.D｡窮7回

会議の決誠 ｢刑戚所人nの減少､自由刑の代作下段及犯.77甥 のITf社会化｣も､勧告に

先;/.って示すJJ,本紀誠において､ ｢多くのGIr兜の示すところによると､多 くの同では､

受刑Hの姐的JMllと刑期の長期化は､犯非の抑山に 卜分な劾児をもたらさない｡抑止

吐むしろ牧草の故実性と迅速性によって過成される｣とした J̀.｡

.過剰指冶

句5Tn】･6回会iAは鹿設処遇そのものに多くQkれたのに対し､その以降の会議は次

萌に刑務帝人fJのLH加及施設の過剰拘京間魅を姓立して扱うようになった｡ ｢鼓拘讃
細 別 は Jl咋朋 rJJの実施状況についての議場のPPiによって､過剰拘票の同額が

的 的L=かなり深刻であることが判明 したからである.'｡過剰拘禁の間掛 ま前述の

的 刑の祁 順 を 一層惑化させる｡つまり､施設別 ･を懸化させることによって受刑

的 ^tk細 をさらに帽建ならしめ､また､拘ILtに伴うサ省を東銀するための社会役

47Dグラムの文鳥を 一層足しくさせるのである｡また､3A判拘宗を解消するための
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継 の増築･前掛 ま巧正コストを 一層ふくらませる｡こうした現状をふまえて･過剰

朽宗の悶掛ま多くの凹L:とって焦眉の確実問屯である｡従って･Tl7阿会BAは, ｢多

くのほで見られる刑鐙市人口の増大と刑招所過剰指宗はr汝拘flr'>名処遇最低基準規則j

の肘 をl服 ならしめる要関である｣として･芥川に ｢刑功所人口の減少にlG立ちう

る川 できる非拘･r,tr手段に村する研究を強化すべき｣u との抱きを行った｡第8tn]

会iIのQ.■会でも,拘朱に関して現在丘も深剣な同tはiA判拘Ltの間色であり･第8

国会Jltこおいてこの開祖を最大限取り扱うべきとの愈見て一致した■II｡

四 培冶

国連の外相,rRta笹に対する掛 目ま自由刑の悶適作の諾J3から出発したものであると

.ってよい｡自由刑に対するその基本的姿軌 ま､Fllb刑は拘剃 こ必然的に伴う諮葬背

のために受刑̂ の手l会役相に寄与するには阻作があり､また､受刑者の人権保障の上

でも的定を抱えている｡過剰拘禁の問題はこのような凶虻を一周沃刻なものにさせて

トる｡前AEによる朴会防衛には短期的勃発しかなく､また､脱皮細rturIコに犯罪者の危

強化が岬加することに鑑みれば､むしろ弊Ir汀のほうが人きい｡さらに､厳罰による抑

止効果はなく､むしろ迅速かつ鮮実な枚や､処刑がそのような幼架をJOl的できる｡応

稚､汁会の旭別丑nlでは所定できないが､かつての死刑､身体刑を臼ltl刑が代替した

ように､文化の発展に作って､自由刑に代モ幸する他の処分に同様な機能を持たせうる｡

従って､このような自由刑は､忍終手段として､他の代鰭措空が利用JF可能な場合の

みに利和すべきであるし､刑期はできるかきり短揺すべきである｡たとえ自由刑を科

す旬命であっても､遵法的日立的社会生泊を営むに必要なT:段の学習､着任感の凄成

+Jとの社会孜対努力は継続すべきであり､かつ､経由からの●!一期釈放を促進すべきで

ある.範後に.このような受刑者の人称､池34の効果､運営の効率の問題を追越 した

'絹 の原母は､受刑名の人間としてのせJCをさ亜することである｡このような意味で､

約･rl持証の促進は､人間のせ度を応応理念にすえた今Eほ での刑罰改革に田する国

主の一連の繋ノ)の-Zgを練成するものであり､また､その努力の錦絵である1Jと位

lつけることができると思われる｡
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また.11jの自由刑の問魅に対するl畑 の弧仁一を歴史的推移の軌 忘から見た叫缶､

自由刑に回付の升割 こ対する恥 じ･はその-'糊 の活掛 こまで遡ることができ､近年特に

推紳 税松で深刻になっている過剰拘TJでの問題や､埼止処遇への偵擬的曲卸 ま､川遠

州 5LuJ会誌から特に非拘右で措臣の閉域に地点を当てるようになった促進要素にすき

まいと思われる｡従って･非指溝措辞の間屯は決して ｢新しい｣間埋ではなく､むし

ろ､ぷい歴史を付するものである｡このぼ史は幽遠会践以前にもそのl･1;j史をもってい

ら.1872年Dンドンで附かれた萌-bJ固持刑歳会議は､その節10..ほ において､

(短期自Eb刑と罰金の不納を自由剥書を†1わない強制労●をもって代巧できるか｣と

鯛 捷起した｡1899年に開かれたqi･阿 ｢間隙刑TP法は会｣では､桁期日rfl刑に

対する代馴相 の開発を各政府に呼びかける決議を採択 した｡Lfl際会誠のみならず､

欧米諸国のr川1刑,特に矧 幹的 由JPJの代印柿酢への探求も19世紀)JUlからすでに始

まったものであり･欧州では刑の純子1州 J'･､炎火では保虚観察を中心にそれぞれ展朋

された･また･7L 次Ltr界大戦後は､ヨーロッパJT邪念が自由刑に代付する刑可処分

川 するいくつもの重要な決idを出している｡このように､歴史的にみれば､非拘_r.:

詩■の展Rは ･iLLして過剰杓栄の閉息やi=iEペシミズムのtt℡のみによって動機づけ

ちれたものでないことがわかる｡

以上のように非拘禁措ftの問題を位選付けることは､過剰拘禁間増に悩まされてい

モいEPや･社会役場の理念が欧米ほどには31号をうけていない団でも.非拘T,:措Zlを

促王する患展があることを物語る○顎8rul会Jの地域間専門真倉JLの決JLL,におい

てもr自由刑の判17]を別 ､取にとどめるための各純方法などは､過剰拘謀の問題から

的 して､それ自体が右するjB切性によって評価されるべき｣とした｡このような拍

弛 ､特に日本の非拘茨は逆の間窓を考える上では.B芯を有するものであると思われ

る｡
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第二節 EB連非拘葉措tt低美事規則の基本的特故

事節では､ rtl遵会PA文題及び基準杓別の制定をめ(･つて展開されたは.iIPに.qらし合

わせて､_lSrr-卿 qのいくつかの特故を抽出することとする1.｡

基年別11m･条が明らかにしているように､ rこの最低井草税別は､非拘票措己の

一岬を促進する井本的な諸原Jg及び代替括■に付されている右に対する毛色保持基準

を捷供するものである｣｡すなわち､碁や細則は､jF拘宗措■の促進と犯罪者の捷刊

の･7.坪という二つの基本的伸面を持ち合わせている｡以 下は,それぞれの側面に掬す

る井草段別のアプローチの特故を考頼する.

-1を拘:,:捕符の促進
jt拘別吉符の促進に関する井草税別のアプローチについて､以下の二つの符号をあ

ーずることができる｡すなわち､ (1)包砧的アプローチの捉rf1.､ (2)非拘禁桔臣の

多様化､処遇の個別化の捉鵬､ (3)公発の拳btJの捉qL がそれである｡

(･)J=dL帥)アプローチ (globaleappr∝h)

桝 馴 IJは､規則の生木原理を定めた功1糾こ土日､て非拘,fJti路紀の適用範囲 (娩別

t革2節)について,以下のように定めている｡

日日 ト的糾順 の対象となるのたし 息癖､JA判Xは刑の執千日こ付されているあらゆ
る石とし (いずれも触川では ｢犯罪者｣と呼称するとしている｡規則2.1),刑可

司法科度は､戚判前から刑の申告後の処分に至るまで広範閲の非拘劉相 を提供する

ことL:努め (朋 .12･3)､かつ､新たな非拘t;淵 定をLFl允 (税印12.4)すべきとし

ている.

(2)また､法的保梓及び法の規定に鑑はしない範剛こおいて､可能な限り正式手続

漫び納 所による裁判を回避しながら犯罪者を地域社会において処遇することに虎dt

-なければならないとしている (規則2.5)｡

(3)さらに､井拘芸措手の使用は,非刑罰化及び非犯罪化へのJbきの一缶を構成す

るものであって､これを妨げたり､遅らせたりするものであってはならないとしてい

ら(頬側2･7)-1･
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このように､)基準規則は,自由刑の代替処分(alternarlVeStOlrnprlSOnment)

という範やを超えて､公判手拡以前のダイバージョン､保釈等勾留の執行の回避Lurt匪

及び自由刑の執行段階での非施設化韻等を崎広く包括している｡こうしてみれば､jJ;

革掛川臥 単に自由刑の適用縮小に止まらず､刑･1m 法制度全体の合理化を鵜野に入

れたともの言えよう (規則第1申第 1節 1.5)｡

1 日ItI刑の問題を刑や司法システム全体の聞滋として捉える姿勤 ま､耶6回国連犯

刑与止会議の-P点局のワ-キングベーパーによく壌われている良一2｡すなわち､矯正

は刑弔司法システムの-~つのサブシステムであり､矯正の直面 している問題の原因は

堵正自体にのみならず､刑ヨr司法システムないし社会側にもあり､従って､問題の解

決策も刑部司法全体及び社会側の犯非への対F純 に求めるべきというのである｡この

ような鹿本認識の とに立って､自由刑の代償処分の戯庵的利用を､非犯罪化､非刑罰

化と合わせて包括的アプローチとして推進 して行かなければならないとしたけ山｡節

7回象dlではその決議において､ ｢いかなる堪缶でも､ 臼由刑の代懲処分の利用は非

犯罪化･非刑罰化への努力を妨げ又は遅延させるものであってはならない｣とした

国連のこのような姿勢は･"al【ernatlVeSrOlmPrisonmet-の概念の使い方に

おけるヨーロツ′1地域文吉と相違からもうかがうことができる｡すなわち､HEUNl

JI餓 告においては､l司概念について､ ｢馴 肺 段階に如 ､て適用する自由IPJL=対す

る代替刑朗払分｣庄Cと理解されているのに対 して､国連文Bでの同概念は裁判所段

的 みならす､公判前段階における未決拘禁に対する代劉 柁 及び他のダイバージョ

ン措臥 公判後の自由刑執行段掛 こおける各種釈放措紐を広くカバー している｡

HEUNl報告剃 ま,このような概念定掛 こついて他疑的である牡&｡つまり､検察

官による起訴猶予などのダイバージョンは､そもそも起訴 しても自由JPlが科される見

込みか少ない軽微な犯罪について行うから､それが自由刑の代削相 になりうるかは

軸 であ｡､未決拘禁をruJ退する保釈などは紬 宵 ･敏党人に対して行う意味で有罪

古に札 て行う代削 縄 とは閲髄の質を掛 こしてお ｡､また､執行段階で行う附 柑

吐紬 刑の穏和桔位であって､代酎 相 ではないからであるとする｡
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rimPrisonmeJltJを自由刑と理解するなら､鮭かにこのような疑問が生する｡従

って､国連文aiでの阿汝念はむしろ ｢拘tJ<.Jに代f亨するは託と解したほうがより岩切

か‡しれない｡

しかし.【71jtがは良急の射定を以上のように設定するのは､むしろ牧羊的理由によ

ると思われる｡つまり､その主たる叩心は肘 JI施設の過刊拘巣状茨にあり､その34朝

再訪のt_貞節相の一つが未決拘禁者の増大び人決拘.r.モ搬冊の艮細化にあるからである

1'.従って.刑中島虚の状況を改菖するためには､捜tt､起訴段階でダイバージ≡

ン詩Fを島化し､勾留への代替措臣を促進し､勾留の期個を由給するのがきわめて盛

車r=との判断に叶ったと思われる.4｡

羽8rnl会Jにおいては ｢altematives10imprisonmenlJを ｢r10I1-

Coustodialmeasures｣に空き換えるべきとし 1㌧ ｢jF拘,lXl告だ最低.蛙準税別｣

も｢non-coustodialmeasures｣の概念を用いた｡

2-万､苅8回Eia遵犯罪防止会韻の耶2由1迩 ｢拘,TTl川､他の刑1I処分及び拘弟刑に

対する代 判々とほ にl娼する刑,井司法政茶｣との閃迎で､尽低描申励JlrJのほか､ ｢刑部司

法の射･Tと削刑政策の改IuW｣という決,遇も況択された一 ｡ここでも､刑部司法選常

という出梢的アプローチをもって､自由刑のJ!u畑をいかに解決するかが議論されたが､

その1こな!.h点はTnJffJ政茶の改革であった｡ここでは､上述"alrernatlVeStO

imprlSOnmenL"の概念に対して今一つ追うfll皮から長引.'i]が捉起された｡すなわち､

HR:hTl稚;I.Iでも.回避文Bでも次;削こ｢代や｣という放念を掛 al祝するようになっ

た佃.すなわち､これはあくまでも自由刑本11的な発想であって.jF拘笹処分を自

綿 に対する付従的な処分としかみなさないことにつながる｡むしろ､非拘禁処分は

月順蜂幕の中で放せした地相を蕃符すべきであり､実定法も､JL刑rR茂もこのような

絹 で労力しなければならないとしたのである｡

弟8･L叫軌*防止会J地域間準備会議では､多くのLJlでは､自由刑の代や処分がある

(:もかかわらず､戒判官は適用に消極的であったり､また為用する鞘合でも､自由刑

を代行するのではなく,他の代替処分を代昏するにすぎず､よって､司法ネットの拡

如 七二る確奴が指摘され､このような戚判官の紬 をいかに制限して､公平なJ刑
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i:桝 するかにil品の多くの部分がはがれた-L'｡一方､IIEUNly,勺βでは､はね告

pの作成に先('って･Jは 回答名等を災めた執り'iセミナーが 1987年 9別こ園か

T/=巧のJJaの状況が紹介され紬 ､ァメ')カ命衆tSlミネソタ州の罷刑指針に大きな

A･C･が旺まったことを指摘 し･そして､ ｢先例'R虜におけるばらつきを回避する観点

bL与､杓T,渦 度と非拘宏制裁を犯罪と犯罪者に結び付ける明杜で只休的な基準を試み

るべきであり･その障他の法域の主刑指針の稚魚を与野すべき｣という頼告題の轄孟

細 Ll=Lb･むろん･ここで展開された ｢公正モT-ル｣は､刑罰の抑止効果を前提

こした､罪罰均ai釜とは慈味合しが異なり､叔印tlの戚誌を制限することによって､

井拘:油 分を故実にjB用し･自由刑の34用を妊rATに&少 しようとするものであるJ ｡

鼠述の決議 ｢刑'IP司法の運営及びt刑政策のtl_繋｣では､上述の各種会Jで示され

た思&を反映している｡この決誠も､刑IJIT;･JiL今般を'd捕 したものであり､ダイバー

ジョン馴こ朋する粒定は､巷準規則と共通する急項が多いが.公判段階での裁判官の

朗 に朋しては..Ji将棋EfrJ以上に鹿しい制約を設けているI''｡

例えば､ (日 ｢公平な処遇の保障｣に朋 しては､(a)･t.tfMに必要な伯報を確保す

ること(21d)､(b)刑罰が公平に､有効に及び ･LT作をもって執子]され､矯正保議の

Z用的轍が池川frに十JJ)に捉供されること(3)､

(2)｢比例政放｣に1硝しては､(a)免刑のイこ･r.njをIul遜すべく屯刑馴 帽 明白に

すべきこと(2･d)･(b)戚判官は旦刑の増山を説明する労力を行うこと(4･b)､(C)

一刑実践に対する#価が行われること(41⊂)､(d)pl法の拙攻を保搾すること(5･a)､le7■凧政芯の鍍立及び実施を司法､ 立法及び他の珊連鎖偶の協力で行い､かつ量刑
玉々を･Rを法文は公点されるガイ ドラインに定めること(5･b)､(r)刑罰は行為に対

丁的 会のJFt､披嘗者の利益､社会の防馴 こ必典なFRJEを適えてはならないこと､

Ig)約 tiが- な刑罰を適用できるよう刑罰の糊 を蘇保すること｡その時遵守す

Jtさ指針臥 (i)白Lb淋 ま､非拘,TE制Rが不適切であるとLn,しろ合理的な擬拠があ

A-恥 のatjB用すること､ (ii)異なる脈 の御戒の関で つ を選択する作は､犯罪
的 社紬 祖の可能性､鼓薄着の被った幻溝を那 Eかこ棚 させる必男性､及び社会

紬 の的 をedtすること(5･d)､(h)自帥 は排 手段として利用すべきこと(5･
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eトを終Ldに勧汚している｡

Ir糊剤は､芯刑の間忍に朋してはここまでの許袖な伽定を斧かす.削 こ､ ｢非拘

首領rのZ択は､犯罪の性ff及びtTt･大件･犯那Lの性格及びIn確､刑罰のE的並びに

F'&&の仲判(=ついての･杜定された埠準による評恥 二進つかなければならない｣と

壬めている (朋13･2)1'｡たた､雀準粒Pけ 体をみれば､上述の ｢公iEモデル｣

の思iIのBfを少なからず受けている.I-ことも所定できなしように思われる｡

3 進咋鞭Plの包括的アプローチは､その長所がある反di､プロベーションやバロー

p,等伝挽的に屯んしてきた狭義の処遇の領域が並咋細別に占める比重が相対的に政下

し､また､それぞれのq能メカニズムの只なる拘,rL代位凪分を統 ･的に定めることに

よって､社会復帰の理念が相対的に影を点くした側面叫 も合わせてもっているよう

に患われる｡

(:)ル拘,r/t措ロの多様化､処遇の個別化

1 林咋槻別は､刑の個別化及び処遇の個別化という歓J.'.-1から.公判段階及び処分

の軌Irr段階で選択しうる処分の種兼を睡めて多様なものにし､また､監懲 ･処遇の作

う処分朝野JJこついては､様々な処遇7ログラムを止めた｡減刑段桁で活用 しうる非拘

誌崩世については､次のようなものを例,Jiしている｡

(a)u軌こよる刺殺 (例えば､説諭,JR告､拝告)

(b7割乍付き免jq

tc順路制限

Id順清q)制戒及び金銭的罰則､例えは,3綿 ､【1政コ司金

te鳩収Xは故収命令

rr)払方井向又吐崩&監佑命令

t川 の郎 1紙子

thけDぺ-シヨン又は裁判所による監督

IIIl:全判t命令

fJ拙句センターへの出頭
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lk)勺宅的 :A

川その他のjl拘禁措rE

tmIJ:空也分の適当な租み合わせ

桝ニitHすべきは･罰金･刑の執'TT地声､プロベーション等伝統的な非拘禁処分の

か ･社会trlt命令･出頭センターへの出東･自宅拘禁等比較的に新しい処分類型も

あげていることである･これらの処分を前述ヨーロツJl町 LJ会商竹会Jの決議 ｢自由

.621=代汀する払机 の内啓三小と比較すると･単指,r.ミlsemi-detention)制度のほか､

その内市のすべてが雀卓規則に定められており､さらに､アメリカ台東EA等で行われ

てLる自宅拘崇が新たに加わっている点が注目される｡塵や税別は､非指溝延遇の分

野における伝続的なものから丘薪のものまでほほすべてを取り入れていると言えよう｡

句初は､郡 一に､これらの処分をどういう盛年でj&用するか､顎_に､各回国内の

脚 蛸 制度にt'ういうものを導入すべきかであるが､まず､題用堪呼について､遵

守馴J臥 ｢乱!ヨ川 のニーズ｣､ ｢社会の防鞄｣､ ｢披リ.絹 の利点｣を考慮 しながら

h分を別 け るとし く規則8･1)･また､村村へ帝人するか再かは, ｢各国の政治

臥 托会的及び文化軌は 作並びに､各国刑州 法制度の日的及びEl用の考慮の上｣

脚概則を災施すべきであるとした (仙 川1.3)｡

2次に､判決後の処分として､盛準脚 は 次のようなものを定めている｡

Ia卜的･At休及びハーフウェイハウス

Lb)紘実父は叔f7のための釈放(workoreduCatIOnreleaseorder)

IC)杜 な々形態の仮釈放

Jdl*刑

IeltR

ここでも､伝統的なパE7-ル､恩赦等に加えて､従兵､Ed逮レベルでもヨーロッパ

t恥 ベルでも窮重な凍過の一つとされてきた､ワークリ-リースやハーフウェイハ

ウ梢 の抑 由臥 特休制度等 恥̀を国連縄RJJの形で定め､その意識が大きいように

tbhる.

3Ef･地溝が一半う非拘!経 卦 こおいて臥 糊 朋 lJii､処遇の個別化原則を強調
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レている･

bjbの 一般助雅を定めた第5条 10節においては､処遇の目的について､ ｢持串監

fのE畑 は､再犯を防止し､犯罪へ再び成ることをAl'J､取に食い止めるような方法で

C3FFの仲社会化を援助することである｣ (舶 110･日 と定め､この日的を達成

するためには､ r個々のケースに応じ､もっともjt切な抱等監守と処jA方法が選択さ

れなければならない｡指事E百と処遇方法は､Tt'期的に検討され､必要に応 じて粛啓

されなければならない｣と定めて､地道の個別化BR別を明らかにしてLる｡

二のd羽化原則は､処遇の期間 (第 11蔀).jB守小項 (荊 12節)､処遇の実施

笥搾(萌13貯)､及び懲戒と遵守籾項退反 (郡1.1静)のすべての映定に貢かれて

いる｡すなわち､

(日 払遇の畑=nHこついては､犯罪者の収税がよいときに処分を早期に終結

する槻淀がおかれるべきである｣と定め (椀lMIi.2)､

(2日eq:'J堀 については､ ｢実際的で明好であり､その軟もできるだけ少なくし｣

より捗ITづることができるものとする｣と定め (税別12,4)､

(3)処池の'R経過掛こついては､ ｢犯罪^のニーズに､より劫火的に対応するため

に､ケースワ-ク､焔団療法､居住プログラム.犯37甥 のRi型に応 じた特別処遇等多

白は払jAJ'佃 がUq発されなければならない｣とし (糊別13.日 ､

(4)9.戊と38号Hl項述反については､点呼一軒項遜反の時は､当故非拘剰 琵空の変更

文抜取前ができるが (規則14.日 . ｢非拘,r,u.T軒の失敗は､自動的に拘,宗措賢の

も別こ移行するものと解釈されてはならす｣ (税別 14.3)､ ｢変更又は取掛 こ当

たっては,好取ある織田は､これに代わる3&当な)l拘誌措FZの活用に努めなければな
らない｡拘宗刑の処分は､他に適当な代皆茶がないときにのみJBすことができる｣と

モめている (税別lJ.4)｡

この節分の蝿定は､実照的(=蛙､保き挽寮を対奴とした規定であるが､ここでも､

鴇 杓な7ロぺ-シヨン､バロールが重んしてきたワーカーとクライアントの一対一
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の払jbfJJ法に止まらす､jii団地遇･かHfを作う処遇等新しい方法の串人を強調してい

ろ●

このように,井串相別は.保護扱布地遇に別して､処遇の目的､原別､及び個別的

7ログラム等についてある程度詳栂な規定を設けている｡第5Lg国連犯罪防止会議以

丈のL̂JA文Aを検BEする限り､その多くの部分は､n由刑の何点点の指溝､司法制度

王事の之.真作､JL刑政芯の改善の必要件等マクロ的な間色に生点が書かれていたよラ

思われる.このような篭合的なアプローチはむろん垂卓であるが､反面で､培正保議

の最良的なあり方に河する話芸の比重が相対的に色下せざるを群は い川 ｡それにも

9かわらす､放題の私通の面にもある程度多くのだ息が行き届いたのは基準月別の止

実6足の社会役佃理念に対する執念の瑚われであるように思われるILL'｡

('-I)公衆の手Jm

堵正捉掛二村する地域社会の深い理解と前場V･)な協ノ)は､効果的な犯罪.古の処遇に

不可欠な要MであるLb｡非拘,+,モ措置の為J何故人､及び礼会内払過の実施においては､

地域杵会の押肝､処遇への春hl1が一層屯空であろう｡この(.■.は ､rFI迎会議文Bの中で

も確り返し胤胡されている柁"｡第7回の会Jの弧LJB｢刑戯frr人口の削減､自由刑の

代母方法及び雅邦満の内社会化｣Jf書の中でも､プ川g媒処遇の促進とともに､一般公

衆の理解と地力をF.1ることの並要件が強調されている (4･e)｡

AP･剛 は ､尽ネ原確を定めた575-車で､もっとも東男な原則の一つとして､ ｢こ

の朗は .fN･Jl司法の遷宮､とりわけ犯罪石の姐適において､地域社会の関与を促進

ナること､及び犯罪者の社会に対する.!圧感を促すことを息図している｣と定めてい

ち.

さらに､公魚のき加については､ rこれはJL要なff源であり､かつ､非拘凄措書を

更けてし､るA!罪占とその家族及び地域社会との関係を改並する長も亜要な要義のひと

つ｣てあり(捌 け17.日 ､ ｢公衆の垂加は.社会の-Flとして､自らの地域社会

印 書t=別 け る頚会とみなされなければならないJという准本式弟を示した上､-

e公地 邦拘対話tに従･}するボランティア租粥を控肋するよう文節されるべきであ
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り.公衆如 Iのま芝顎を高めるため､協議会､セミナー等の枯Jbを定期的に開催し､あ

らゆる形態のマスメデJ アを助E]しなければならないとした (刷 り18.1-18.

4). ボランティアについては､その扱用に閑し､｢従小する縞血に対するja性及

:tJl.C.に_&づき､依･TLに選ばれ､採用され｣､特定の役割に相応したaq練を受け.Jt

♯ある■河から凍助､助言を受ける息会を持ち得なければならないとした (頗別19

I).

洲二､その役封に関しては.各々の能力及び犯罪J;の必要に応じてカウンセリング

その他のj&切な捷助をすることによって､氾J絹 とその賓鉄を助まし､地域社会との

向丘品な河床及びより仏範囲の磯雄を発達させるよう努めなければならないとしてい

ら(馴日 9.2)｡

また､ボランティアの表杉等に関しては,沌Jb中の･Ji故､伽絹及び公的諜任に対し､

探検によって保昨され.その砧動に要した実付はfrfBされ､その貞抑 こ対し､公的表

彰が'lrわれなければTJ:らない､とした (掛川19.3)

回避会成文.Lf等では､随所で日本の伽遥F司制度及びその児たしている役割の大きさ

が斉及されている ●I｡

･非拘,t,t捕Ju対象古の権利の保昨

以上のような､)暮拘尉 urtだ促進に関する諮節制 こ並んで､基咋税別は､非拘禁措定

に付される石の株制保障に関する屋任地準も定めてしる｡

(-)妨呼月川IJに占める権利保持の位牡

よ恥確別の作格を明らかにする基準規別項 一集は､ ｢この長政准埠朋 rjLi､非拘,I,'･

冶tの使用を促進する事堤的な諾原理及び拘･rj.t代馴 は に付されている舌に対する長

も紬 考呼を捷供するものである｣と定め､対象石の経利の保辞が非拘禁措管の促進

i:主点進や税別のしまひとつの柱であることを明らかに している｡

ところ机 1990年 2月に開催された耶11回犯罪防止去月会に提出された基準

紬 澄 (以下 ｢アジ研案｣と略称する)をみると､そこで軌 範 一兵に権利保持の文

も始 まれていない… ｡このアジ研案拶正は､～.繋及び採択の過程で固持刑法刑鹿
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財田りPPF)及びヨ-ロツパ地域から出された権利保陣の内容を充IjAi化すべきとの意

見畑を吸収したものである｡

非拘宗処遇の推進と権利の保梓の二つの甚軸から鵜準規則を制定すべきという趣旨

は.基準船llJの制定を要請 した､a.,L7担I国迎犯罪防止会議の決議 ｢刑政所人nの減少､

拘,WJの代摩処分及び犯罪者の再社会化｣m に既に示されていた｡すなわち,同決

洲よその前文において､ ｢非拘禁剃射 ま､犯罪一片の再社会化を助けるための､より人

道的な方法である｣が､ rたとえ､社会内で受ける制裁の場合でも自由の制限及び人

位への提富の可能作は相当大きいものであ りうる｣という並木認識を,示したうえ､｢拘

襲代昏掛圧力唱 入される時は､原則的に､虫に拘掛 川の代懲方法として利用すべきで

あって拘,tJ<8刑に付け加わるものであってはならない｣ (4.d)､ ｢拘紫代馴削巴が活

用される際は､その適用､運用､及び濫作 (処遇)において､ (犯邦薪の権利に対す

ら)法的,司法的保将を適切に考慮しなければならない｣ (4.1)という内容の勧告

を行ったのである｡そこで､この決議に)基づいて､1986年 10月､lq避経済社会

増'17会は､fJ‡務稔長に対 し､ ｢拘,'活の代剛 諾'Eに付された人に対する最低限の保護と

代替店軒の基本的指針に関する虚仮基準削 り案｣を作成 して犯罪防止香田会に提出す

るように要苅したdETl｡

アジ研を中心に制定された基準規則案も､この)1本的方針に基づいて､遊撃規則の

一紙 呼を定める第-串を､r非拘讃処遇の拡大 ｣ (第 1車窮2節)と ｢法的保障｣

(第1や第3節)の二つの部分から柵戒させて､ここに､稔論的な法的保障鹿定を･E

き､そして､公判前､公判､及び公判後の執行役職に関する規定にそれぞれ具体的な

紬 保剛こ関する内容を盛 り込んだ｡ しか し､これに対 しては､法的保障の規定が不

十分との批判が､国際刑法刑務財団(lPPF)を中心に展開されm ､ヨーロッパ地域準

常会でもこれに同調する批判がみられた丘7'｡また､これに先立って､IPPFは､アジ

研による立袈作男と誰行 して1988年 10月オランダのグロニングで開かれた会議

で､｢自由制限を伴う非拘鮒 J裁及び摘花の実施に関する屈低JiE嘩規則｣脚 を作成

し､ヨーロッパ地域確備会でも､盛準朋 岬 作成に当って､IPpFの薬の内容を盛 り

込むべきとの主張が削 -った徒花｡
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IPPFの射ま､その朋 IJの射定を ｢E日脚 偶 を伴うJF拘禁制裁及び描把｣に限定 し､

脚 及び判決後の執行段階における対象省の人権の保題に銀点を合わせて詳細な規定

を設け､いわば ｢非拘禁措既に付された再の権利の劉 牲｣を目指したものであった
ll

そこで･この両案について､種//のE持前凋盤作男が行われ､アジ研案は､rPPF実

に示された人権保障規定の趣旨を取り込むかたちで修正されたが､基本的にはアジ研

案に産づく原案が第 8回回避犯罪防止会談に迎賓された｡IPPF案も対案として捉出

されたが■"､本会議ではアジ研案の痴漢通 り採択された丘71｡

節11回犯ブ引妨止委員会に提出されたアジ研案と最終的に挟択された遇準税別を比

較してみると､前述の第-条の内糾 こ､対象1別こ対する最低基準を別 け る旨がIullわ

ったほれ 第 11き3節に次のような内容が加わっている.

(a棚 拘別 柑 実施適確において個人の諸権利に影守を与えるTJI項について司法機

関又は独立機掛こ対して不服申し立てる牲利を認める (規則3.6)R7'｡(b)国咋的

に承諾されている人権の位'i;に関する刺 臣の申し立てを受け入れ､可能であれば､こ

れを救済するために適当な機関が設けられなければならない (規則3.7)｡(C)非

拘射相 の実施過掛 こおいて･犯罪省の権利は､当初決定をな した権限ある機関によ

って卓為された以上制限されてはならない (規則3.10)｡rd)非拘禁措置の適用

に当っては､犯罪者及びその家族のプライバシ-の権利が尊重されなければならない｡

(e沌罪者の私的記掛 ま､厳格に秘密とされ､第三者に公開されてはならす､記録の

hl覧臥 当削岬 の処分に直棲閑旅するG又は他の正当な汽格のある者に限定される

べきである｡このほかにも､各別にあたる各節に､例えば､遵守額項の賦課の隙､選

別噸並びに自らの丑務及び権利について口頭及び文題で説明を受ける倫利等が加わ

っている｡

以上のような修正があったとはいえ､兼文全体をみる限 り､基準脚 は やはり､｢非

的 舌散の馴 柁 促進する基鮒 諸原則 に並点を懲いたものである｡TPPFの案の

紬 的主張の剛 性はともあれ､そもそも､jiE準規則に詳細な権利保槻 定を鯛 ｡込

むことは､基準規則の射走の広さからも撫PJ!があるように思われる｡
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すなわち､基準規則は､公判前のダイバージョン措置､及び保釈等勾留の代替措臥

公順 階をすべて射定に入れている｡他方･馴 順 降の問選は､訴益法､実体法､行

政漆の全般にかかわる間超であって､一つの堪準朋 rJにこれらの縦利保障に牌するす

べての法理を具体的に定めることは掩めて困難な作業のように思われる｡たとえ､公

机 執行段階に限るにしろ･一書で非拘弟摺懲と言っても､まさに ｢非｣拘柴である

点でのみ共通しており､それぞれの処分の機能のメカニズムや､各国のfFULJI法に位投

付けられる性格も様々であり･対象瀬の擬制傑作との関係で具体的な共通rJi頃を抽出

することは容易でない｡さらに､処遇と権利との関係で見た時でも､二名択一という

閥 ではなく･馴 ｣と処遇とは常に分赦できない形で朋適 し合っており､権利と処遇

の二分品やJi年税BIJの過度の規範化に存在する理論上及び実践上の不当作に対する指

摘旺■(ま､施設内処遇のみならず､非拘演処遇にも当てはまるであろう｡従って､ア

ジ研糸の原形を維持したまま採択されたJit準収n,Jのように､非拘禁拙把の促進を慮調

しながら､それに伴って注意すべき法的保障の問題を､ある程度-1般的な形で定め､

それをどこまで各同国内法に只体化するかは､各回のli体的刑 ･lEこ合わせて行わせる

という方針は妥当だったと思われる｡また､この意味で､基準規則の各規定は､文字

どおり｢虚低基準｣であると言えよう｡

に)法的保持の内容

前述のように･避準腐別は､窮17護｢&本原理｣の第3茄 ｢法的保軌 のところに､

eBIL的な倫利保障の内容を定め､そして･各手続段階に関する胤定に,より具体的な

序鳩内容を盛り込んでいる｡

IgI非E･の人間としての尊厳の苛韮

湘 鹿則臥 ｢非拘禁措置を受けている犯非者の執蔵は､常に噂丑されなければな

らない｣と定め (規則3･9)･ざらに･ ｢非拘禁措田は､犯非者に対する医学臥

心幣 的袖 を伴うものであってはならず･また､犯罪者を身体的又は朗神棚 ･[-Bの

不当な危険にさらすものであってはならない｣と糾 した (規則3.8)a

犯粕 の人f批 しての噂厳を鵬 することは､被拘禁者処遇にBgする団迎削 JJ及び
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ヨーロ.yJtJM は の咋別の根底にある嬢JM IPPであり､ヨーロソJt確･P会の準則は､

こtl.ふさらに廿蛙して､この)1本原理を明qlこ缶Eiしたうえ､i!罪古に身体的又は耕

好力対洋をLjえるJt九のある医学的､心確?的文蚊をT.I.止した｡そして､ヨーロッパ

紬 のこの)1本榊神は､非拘宗処遇に甜する中州 こおいても同校に&明された'P｡

'有拘hL桔■娘政雄車扱別｣の上述の規定は､回避又はヨーロッパBF事Ji会の朝 11のこ

うLf=-■したr'A坤の確われのように患われる.

従って､北拘flt払jAにおける､権利の保持及び凪34の段別も､この典本原理から考

>れることになる｡従って､この後点に立てば､刑執前人Uの減少､軽凸の毎的等と

いった功利的なEl的によって､処遇の形態がこの甘心符甥に反したものとなることは

1められない この点で､甚準税別は､Tf;㌧処分の遵bミ肢の 一つとして､自宅拘讃

(housearrest)を例示しているが､もし､こLtが遜F監視付きのものを含むとすれ

臥 少なくとも規則3･9真との関連で､その出JFが問われることになるように思わ

れるtd ｡

2罪刑法定F_滋､済刑にj引ナる戚itとぷ任等

(1))･叩 削 りは､ ｢非拘禁措置の狩人､定点及び適用は､払肘 こよって規定されな

ければならない｣ (規則3､1)とし､

(2)｢Jト拘･r,ミ措iZの選択は､犯罪の件だ及び_Tt_大作､犯罪者の作柄及び環境､刑罰

のtJ臥 並びに披r7u'E･の臆利についての､碇たされた娃呼による評価に基づかねはな

･1ない｣ (H川IJ3､2)とし､

(3)r刑･J咋 純のあらゆる段階において､司法親閲又は権限ある態立凍剛 こよって

細 れる殺J一槌の子r位は､十分な説剛aCcounly)を保止するものであり､かつ､法

In軸 に合致するものでなければならない｣ (jq別3､3)と定めている｡

棚 純 絹 に甜しては､法定の r非拘,r,tはFEの道長｣と､処遇実施冶掛 こおいて

苑尭すべきとされる ｢居はプログラム､抑 名の類型に応した特別処遇等多様な処jB

Ⅰ凧 (規則13､ 1)との関係が問租となろう｡

JMの軸 とJtnLtの問Jaは､国連犯罪防止会inの文月でも多く論じられているとこ
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ろであるtD･すなわち･前述のような且JFJのばらつきや､肘州 法ネットの拡事の

8佃は.n由刑のlp]遜､刑冶所人nの銘少等の目的の捜点からq!ましくないだけでな

く.不公平な計刑(=よって犯罪者が不当な扱いを受けるというEal也も生じさせると脂

事された｡そして様々な提案が行われたわけであるが､その港JTをなすものは､それ

ぞれの井村･T払分幾Flの刑罰としての価他をはっきりさせ､また､自由刑を遠用する

色相 の&手を耕限 して､一方 した公平なJL刑をrR現しようというものであった｡

よ市税PlのJt刑韮汁は､ある程度抽象的で解釈の余地も人きいように思われるが､

やはり､ -.Gの確定上述の公止モデルの思潮を反映したものと思われる｡たた.基準

?.F雌､臼由rlJ等を含んだJl刑全般の巷埠を淀めるものではなく､頻拍tJt措臣に附す
五㍍ を定めるものであ り､また､非拘諜措■の中でもつとも主力を占めるのは伝統

的な7ロぺ-シヨンであることに鑑みれば､牧刑のJ.t唯に社会復帰の甥念が現われて

いないことは問鵜のように思われる｡

3公判糾汀円と4人のr司意

インフォーマルによる手続処馴 こよって′トじるT･鈍的人権保仲の問徹もワ-キング

ぺ-/一 に踊場されている仰 .)占準規則は､ r犯_JM に一定の品虎を戊す非拘禁措

Zについては､TE式7--較又は公 印の前に､犯別絹 の同点を求めなければならない｣と

寒めている (細 り3.4)｡アジ研繋が ｢すべての非拘T,で措ZZJについて同意を要求

したのに比べて､同意を求める要件が種籾されている｡

4虹為と権利氏砕

(1)法制こよる地遇

的 馴 L駄 文tI的には探題観察処遇を対象とする一般規定を羊く邦10時 (指導

tt)において･ ｢)的 崇措EEが指導監督を什う時臥 その拍jg監tlは､権限ある東

恥 より､法に槻定された明柾な事項に従って実施されfJ:けれはならない｣と定めて

tる佃 bq10.2)｡

この頃刑を持仏化する税定として､例えは､
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(a)W の ｢決められた非拘宗措正の仲骨の中で｣軌道計画を開発すること (規則1

3.i).

lb)決められた非拘宗措定の枠骨の中で35切な指導Et7と処遇の方法を適訳すること
(LT110･3)～

lCl井持刺さ定の実施過掛 こおいて､犯罪&の柾利は､di初決定をなした権限ある哉

IL:よって*ばされた以 上に制限されてはならないこと.i (規則3.10)､
Id7JF拘:,.L措■の期間は､権限ある頓用が法に埠ついて定めた臼を超えてはならな

いこと等を定めている｡

(2) 7ライパシーのdEAJ

プライバシーの侃Jについて､娃準規則は次のように定めている｡

(a)jF的祭摂行のjtF7日こ当っては､犯罪名及びその:丈朕のプライバシーの権利が群立

されなければならない (規則3.ll)､

(bほ3川 の私的.妃奴は､厳格に秘密とされ､耶 :̂ に公開されてはならない｡J己鉦

の押引よ.叫諮り=1-の処分に両棲鎚係する名又は他の正､うなn格のある&･に限定され
なければならない′川 (規則3.12)｡

(3)イ棚 小丘椛

(a)犯罪占は､非拘刺 uiL位の実行において､臼J,)の剛 l=こ彩管を▲テえる､Ji項について､

司法句珊Xは柵取ある独Q,磯牌に対して要求又は不服巾立をする権利を付与されなけ

Tはならない (削 り3.6)､

IbH弼 的に兼はされている人権の位雷に関する十服の呼止を受け入れ､可能であれ

ば これを救読するための､適当な･#閑が設けられなけ九はならない (規則3.7)｡

(i)38守や項及び退反措ZEに関する停刊

Ia71守甘項のA2定の際は.社会のニーズ､犯罪古及び鼓舞古のニーズ及び権利を充

分モーしなければならない (規則 12,日 ､

IbT附 加項違反-Stこよって非拘禁措許の変史と取消を行う時は､ ｢I空限あるJg脚 こ

よって､かつ､宅百官及び犯罪者双方申し立てられたTP実を供ikEこ検討した後に､行

b批 九はならない｣ (規則14_2)､
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Lc1g.711似通bLにより逮捕､勾留する権限は法糾 こ触定されなければならない 順

■1415)～

ldI&拘･'}捕Ztの変史又は取消について､司法句鞘父は権限ある政領練印に不服を申

し立てる捷判をtlえなければならない (税別14.6)｡

(I)法的CL拝における基準頼刑の忠盛

以上のような法的伏臥 こ用する基準棚 叫の内帝方みると､ 一般的な確定が多いこと

に事犬ではあるが･処遇の実施過程に関しては､ある推任具仏的な規定を設けてお り､
紺 Ld内の11度にとっても -定の指針としての隷能を父た しうるように思われる｡

もっとも､これに対しては､その権利保幹税たが不 1分であるとするIPPFに代表

される批判がある｡ しかし､こうした批判の汚欝には､訊分杓にみると､処罰的色彩

稚 く､rlru制限や長持脈課の度合も従弟のk純的なjF拘袋捕Rよりもか ､､新 しい

代純 分の帝人及び道川のrPで'tじた問血意歳があるように思われる仰 ｡このよう
な閥 敬誠の 卜で tl'hされる権利保障論をこのような非的妨給Ftをもたない他剛 こ向

けて巌別しても､あまり11･嶋を印られないように,gわれる｡

ただし､岬迎犯非防IJ二会.崩の文吉を検.正してみる限り､その),巨木畔〃畝潮は､非拘禁

馴lが姐胤k･tI;･)のものであろうと､処臥占向のものであろうと､それを.Pに自由刑の

付的 又はn伽川の代わりに与えられる軌 血として捉えるべきではな く､む しろ､そ

の柵 的な刑リl政策嶺能を認めた上で､そこからやしる犯罪者に対する不利益をも由

れ てJ lt色石の剛 忙 対する保障を充1{させながら.JF拘諜処遇の促進を阿らせよ

うというものである… ｡

実馴こも､qTしい代行処分でなくても､各回から報告される伝統的なプロベーショ

ン ltロ-ルの中には･例えば施設居住を手占印したプログラムや､ ｢中間処遇｣の如

く的 内地遇か社会内虹退かのカテゴリーで攻別できないような新 しい試みが見ら

れ･このような地道形掛 ま､自由制限の点では必ずしも軌 ､ものとは言えない｡前述

毒了的 淑 罪防Jt会Jtの決議で､非指溝処jaの促進とともに､法的絹 の考慮も合

bきて行うべきとした勧告- は､このような多様化する非拘票処遇の実体を考dlL
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･=i,のと思われる｡この意味で･権利保RHこ朋する問題.B議は 滴 の帽の特有のもの

として即 日ナることができないように思われる｡

r井村袋措FLL2低基咋柁別｣は､他の国連削 りとは枝､各回の父117から実際適用で

きるような■P項を抽出して定めたものと思われる｡そうだとすれば､Eil内の社会内払

)i:おける法的扶持の間鞄を考える時､拡呼相 川はTt重な書名規範の 一つとなるよう

に患われる｡



*三節 非拘禁措aEの運用状況

畑 では･功7軌 範8回Eil連犯プ芦防止-A議の川避一g凋局の要L･l･(こ応じて各回から

糾 された非何誌措許の運用状削 こ坪する梅吉･巧" 及びヘルシンキ犯罪机 上研究所

かヨーロッパ地1-iに対して自由刑の代や処分の運用状況につして行った詞査結果報告

暮P符を;ぢ打L=･非拘宗持た (主に裁判段階の処刑 のh7時レベルでの運用状況に

ついて号がすることとする｡考察の対象臥 主に欧米LGfqを中心とし､アジア地域か

ら丘中原を31んでJE軽の対象とする｡

yT拘･r･tflJlのjt択肢は極めて多く･その較命 しうるSJも考JIに入れれば､その数

iさらに杓える｡ したがって･これを鼓政するためには一定の雀耶 こすづして分類し

たliうが洲 的である｡稜々の巷埠がありうるが･耶8回会alの非的宗措削 こ鞘する

州 で設けられたワークシヨ7や前述HEUNI鮒 一坤は･犯罪紬 よぴその生活に対

して別封こよる介入の皮合をものさしにfPl･拝処分を分朗 している○それによると､非

内相 Eに別しては次のように分戟できる｡

(1) P=TTと統制を什う処分- これは｢川 を剥林は しない机 LIc今にFl己の虚思

によって11分のJIif]を支配する任利を制限するものをさす｡これには､プロベイショ

ン､柑会靴 ､威制1J･他などがある｡ff格制限や職X!地位及び他の権利刺噂は､国･i:

介人相 帥 ではない机 一定の社会行為を諾するという滋味でそれがやは り存在し､

‡って､この榊 に属する｡ (2)刑柵 ,A- あらゆる刑･Jt制掛 こ多かれ少なかれ

I的 な榊 ある机 ここでは警告それ日体を内容とする制収を栴す｡刑の執行猶予

などがこの榔 こA<する｡ (3)財産刑一 刑令及び舶棚 折命令がこれに腐する｡た

こえ柏 の罰令が印される場合でも･犯罪古の生絹を妨げる何ら結社をとらないとい

池 で鵬 の介入畦が低い｡ (4)以上各円持古の組み合わせ｡

･lT,このJiJt･で･欧米各回の- - を鮒 し･その次に判畑棚 芯地遇の剃
れ っいて考鞍することにする｡

印 と挨制を伴う非拘,TE措 軒 ･2

17Dペ イション､藍や付きの自由刑の那
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これはJJも伝統的な削 l刑の代帝措控の一つである｡(血統的に､奴州では刑の執行

が a)やをとり､典米では刑の宣告楢+の形をとる(アメリカで.ま州によって異なる)｡

妊▲点は臼山刑がf･定されていること､及び監tfを含む 一定の射午の遵守を必要とす

ることである｡jd用の酎 牛は､一粒If臥 特別T棚 の臥 Ttからみても岩切であること

である･刑期に朋する泊挿要件は剛こよって鞘なる.ドイツは2年以 f･･としてお り､

‖スは1813以下とるが､3年以下とすべきかについて検討中である｡ポーランド

ヱ舶 載が2年11F･過失犯が3年以下となっている.スウェーデンは刑の下限が 一

組 上のq合･持切坪由がある噂合のみ7ロぺノシヲンが認められるとしてLる｡ -

百･10年以 Fとしているrqもある (･11alla)｡また･1981年のノルウェーの刑

法は自由刑の鎖T･に何ら切取も虚けていない｡

もう つ の7-1性的到牛は前科である｡油珊3年ないし5年以内に､3ケ月以上の実

即こ糾したことのあるE･(こ刑の楢7T,を認めない｡しかし､イギリスなどではこのよう

純 良がなく､むしろ､訴追にかかっている犯罪とnlgM のJq在の状況が億刑の階位
も書要な変糸であるとされている｡

一缶の帆 例えばイギリス､アメリカでは､犯非省のlP鳩 も盟作となっている｡ し

札 ､これを懲作とLfJ:い同もあるoただ､捌 ()酬乍としなくても､対象者の同意の

帥捉朗 雛が助川 に機能することは考えにくいから､対象E･のrGJ.敬を屯祝すべき
ここは-jうまでもない｡

鞘 の噺は 粥 2-3年である｡スウェーT-ンは､ 1983年に､朋 lJtして 1

年 2年まで- できると改正 した｡その槻拠は･封†述Lxは舶 裁判由後に集中し

て如 ､岬 州こ再nlがなければその可能性が苦しく強少し､従って淵 源を-年目

こち中すべきとのことである｡

ブコへイションの一般遵守･17項臥 保歳晩- とのコンタクトの触持､住所の安男

隻TJよ- 上削 川 の紐告などであ｡､特別- 順 は､一定榊 での定住､蕊取

祇 赴j47ログラムへの- などである｡舶 … も仏く利用される真作である｡

しO-､欧州では､社会jm -は睦く一鉢の国を除いて･プロペイシヨンの真作として
iF妄り利用されていない｡
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隻作j&&に対する刺殺は､通常裁判所又は監冊撫畑が行う.一弘の団では､自由刑

紳 行される机 他の凹では･誉告､罰念､期FLKJの延Ll制 圧eZがとられる｡イギ.)ス

てはモ件のZi加が斤通取る措空であると報告されている｡

スイスでは､処分決定を待つ臥 Ij4両のみ (特定の18合､2ja間まで延長できる)

EtA桝の命令によって拘禁されうる｡これは､促農牧群青とのコンタクトを怠る壌

合よくとられるガは であり､ 一つの並重な℡'Li,方法でもある.

2 2t会4日上活動､労●義務

社会/.～(上iJ'Jbは汚ヨーロッパの多くのIi】で既に姓&.処分として妊立されている｡

二のh分は.L975年にイギリスではじめて帝人され､1978年にスコットラン

:;Wとき､それ以火､円 ドイツ､フランス､アイルランド､北アイルランド､ボル ト

ガ/H:も帝人された｡デンマーク､オランダ､ノルウェーも父験中だと報告されてい

る｡フィンランドにもFpl様な動きがある一

その上斐内帝は､ ･定の時rAJ数 (連館40-240時間)撫報酬で地域社会の利点

になる刺 Jをすることである｡

社会刷LをJriう糊肌は､イギリスでは12H､フランスでは 18月､オランダでは

6月となっている｡

稚会刷上は通常促Ji枕席機関が行う｡
人草軟のbZでは､社会利 1:は6カ月以下のn山刑の代静物として恵Eilされている｡

幸二会争ltは一部の国では主刑として､他のlqでは自由刑を猶T,する形で科される｡

Rえはオランダの法は､社会奉仕を行うために刑の執行を猶予すると定めている｡そ

Cねらい臥 社会奉仕が他の非拘禁括芦 (mえば罰金)を代缶するのではなく､妄りこ

軸RIの代引 相 として機能することをはかったところにあるとされるが,その効果

叩 ■には軽問があると報告されている｡

RL全港化に罰似する方舟兼虎 絹 正労れ 改善労●などとも呼ばれる)tirE]夷ヨ-

｡川 で判糊されていた処分である｡r日収 ドイツでは､2年以下の自由刑を科しうる

tf(こ21してji用しうる独立刑であった｡曲立刑としてそれは罰金より屯い刑とされ
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ていた｡即Tjl'式において･社会肇仕活動と遭うのは､竹恥ま指定された磁場で行い､

pjltlの阿般辻が監督及び珪講を行う点である｡また､労書は無報酬ではない (国が

事を取りJlるが)｡

H臥.TJl鞭 FIJは､社会革仕も､労助義持も次のような理念に)Sつくと述べる｡つ

まり.分●は■いとして,かつ制度として判別されうる｡社会峯ftを通じて､地域社

会の何胡hi:対する甥解､さらにそれへの冶綿的きh]を促すことができ､これによっ

て.空押古の地域tt会とのコンタクトの促進を8回するものである｡このようなコン

タクト吐社会及び犯罪者の内Rに利益をもたらしうる川 ｡

3tJT坤ye帝占1二村する措tl

声のヨー｡ソバの何では､括綿実帝石又は子iJb舛常Rに対する処遇を自由刑の代

削古書の つ として定めている｡この他遺伝Ht会内でも行いうるが､i.7神病院､施設

細 論城施設での州Fを伴う銭制的なものてもありうる｡スイスでは､刑の号告を猶

予して､不定胸の ｢措控｣E=付する｡岡持控は､も一一紳火照右の処遇と､アルコール中
8占､麻#.lliM の処遇を含む｡要件は､犯罪と舛滞他及びアルコール小母又は麻兵

利和とのnu:明F'lな棚LWF淵旅が認められること､犯非が一定の机大きをもつことであ

る｡F･削¥常&.の処遇に関しては期間的制限がない机 アルコール､苑物処遇は2年

il下とされている｡処遇の必要性は並木的発作であるから､その必要作がなくなり次

?7.njAを中止.すべきとしている｡

スウェーデンの 1988年の新法も類似段淀を設けた｡つまり､犯罪とアルコール､

l加)朋 との間に明白な相関関係がある堀合､処34命令を._-い渡す｡立法に先立っ

て三句胤用&に対する救急的処遇を実験的に行った.本果実mEこけすべき一定の犯罪

古にitL･代りに邦神病院に2カ月入院させ､その後叔放して監℡放題を行い､監管

つ柵 として･病尻での淀細的尿検査を受けることを要求する｡しかし､入院は必要

輔で故なく･他の細 施設又は指定のhosrfamillyでの剛 主もあ｡うる｡このよ

<･対 合臥 まったく新しい措定というよ｡､英米のプロベイシヨンの特別条件とも

5叫 がある｡真作違反が重大な堀金､刑舶 収容につfJ:がる｡

68



g榊沢帝石に対する処遇は伝統的な関心■JIであったが･近Il､麻東及びアルコール

¢有畑 もへのW･亡･がこのような新しい即 .lにつながった｡しかし､HEU川 根告苫

丘.その将来作についてはまだ予貞できfJ:いとし､川遜ワーキングペーパーも･この

よう.Jlは 古に対する強制処遇のかつての苦い拒験からすれば､その前提条件として

せめて犯罪古の田鹿が必要であるとしていたt"｡

1 自宅拘五三(homeprobation,homedetention,homeConfinement)

五年アメリカででJrfわれている方法であるが､巧8回会Jにおいてもオーストラリ

7魚巾からW方法の連用が報告されたr～｡

自宅拘謝二けさ^る犯罪名1ま､自宅から 一定カJ間 (血冊2-3力Fl)外出しないこ

とを求められる｡Fl宅拘,F,tは夜間又はJXrLilの余暇時間掛 こ限定しうる｡24時間でも

叫わなL｡これに付される条件は､完全父は部分的!∫モボ､裁物披/I:についてのカウン

セlJンケなどである｡また､犯罪者は厳しいr挽 くランダムチェックが什う)下に把

かれる｡この監視はft訪Xは屯f一監視によって子Tう.

廿f監視の'AI践例は稚焦されていないが､-uqの法域でqf嬰なtnLLだとなりつつある

廿父から､那8匝Ⅰ全損の前述ワーキングショップでもこれについて岩下言及 した｡rnj

紺 は+にn･%杓,75を依保する手段として判川されている叫 ｡

n宅拘!Iの政策他意讃は､犯罪者の'TT劫を制限することによって再犯を防止するこ

と(むろん､薬物の自己使月L 家族向けの犯Jli､ 一定の教唆行為は防止できない)､

聖万石と'女鉄とのきずなを維持させうること､一定の外出を許すべく真作をエ夫すれ

ど,Iエ及び?文は群挽させうること､などにある｡花子監祝のjB切作について､ワ

~クショアは明℡していないが､技術的困圧があるほか､法的,合理的開港もありう

ると朽細した｡

S皆判､班臥 載又地位等の剥奪及び搾止

これらのiBEEは多くの国ては自由刑又はF)金の付随処分である｡それを適用する裁

I'Jeに裁判所であるわけてはなく､成乳後､行政稚甜又は所以項芙団体が行う場合
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iあるl

L&L･ 佃 の河では･この度の訓戒を自由刑の代IJB措72として､又は他の非拘,宗

紳 と拡介する形で利用できる｡

フランスでは･この種の剥奪と停止は自由刑の代りに為用されうる｡とりわけこの
亡の#Rがセ罪と血は榊遜する喝含そうである｡飼えば･飲酒jlkに対して免許を浄

土ヌ吐剤拝したり･小切手に陶する犯罪に対して小切手の所持を宗じたり､違法符嫌

に対して免許をbL書したりすることができる｡しか し､･R荷におし､ては最期所の決定

o即 を¢潤 しにくいとの理由で､あまり判fTJされていないと那 一されている｡ノル

ウェーでも･1gJ以 トの自由刑の場合､覇文地ほのJ.何 を独立制Rとして着用しうる｡

し少し･法的柁定はともかく､実掛 二おいて臥 これらの胎■を独立代符処分として

九戸けるのは巳眉的ではなく､むしろ自由刑などの他の制瓜と鮎合 して利用されるの

が庁血である｡

- Ef7と統制を作わない非拘名号指貫-'T

1Rl州甘ぐ.

これには､訓戚 (adomonit10n)･触粂作免ぷ (absolutedlSCharge)､条

附 き免月(conditionaldischarge)がある｡犯罪が軽微で､読相 がない場合科

される｡再犯があったら､斬罪について徒刑の臥 荊の犯ブ柑 考Ltに入れる｡

紬 刑の恥純軌行桁7･も警告の一機として嘩粁できる｡

印 書紬 ･しばしば罰金と結合してtTい漉される.仲川順 缶は崩も広 く利用され

る杓宗楕JZの一つである｡

:qのTr･-.yIT･

そのメリットは､41罪後及び主刑時点までの犯罪占の政吉状況及び他の状況変化も

!如 きる点である｡

的 鯛 は､イギリスは6月以下､フランスは Iql以 トとなっている｡盛本的条件

ヒ･叫 粕 られること､舵 が即 されること.犯罪によってづ(き起こされた トラ

フr･稚 決されることなどである｡
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三 財産が `

1 I)全

車くのEW 蝕止した刑として定めている｡柑時に他の代t!桔tに付加する可能性も

紳 しない･

早くの田では､罰金の自由刑に対する代替括ZEとしてのJi要件を強刃し､実定法の

中に;Jこのような舟Plを定めている｡

オーストラリアは､法定刑が5年以下の犯罪においては､6月以下の77告刑に代っ

て罰金をqLうるとしている｡ ドイツは1月から6月までの自由刑は原則として罰金

をもって代Eけ るとしている｡たた､租告JHこよれは､代鱒されるのははとんと3月

tlFの自由刑である｡しかし､最的には罰金が広く判FfJされている｡近年刑罰の81

1t-セントが刑念である｡ギリシャは､ 1984年に､ I8Jl以下の自由刑を代替で

きると改正し､同時に､麻典取 り引きを除いて､犯?f!にLNする満幅的要件を敗廃した｡

ポルトガルは 1982年に法を改正し､ (･椴 7TIWJJ白巾刑が必盤な噛令を除き)､

6T]以下の臼山刑は別金をもって代や しなければならないとした｡フランスは198

3年発効のは紬において､360口数以下の罰金をもって代地できるとした｡しかし､

1985叶にわずか2300作にしか適mされず､代世相控としての役割はあまりは

Itしていないと柑告されている｡

罰金を炎の代母指臣とさせるために,罰金の納付に対する措逆においても種々のt

夫がされている｡人争点の円では､罰金不納付を増山とするFT由刑を回避するための

何らかの7-位がm意されている｡特に叔刊席は､4!邦ポ白身がんもできない経済朝 方

¢t化など特別Fll竹を考慮する裁量権を7fする｡不納(寸が放缶Xは亜過失によるもの

てない叫合､&刊所は罰金額を減免するか､期限を延期するか､又は分割支払を命 じ

王などの招■をとることができる｡預産の没収も -つの国選方法である｡

先王のJ*加と経済の事情の悪化に伴って､一缶の同では罰金のJf的付は深刻な開愚

こなっている｡これがまた刑頗所人口の増加をもたらす｡例えば北アイルランドの鞭

批 よれ臥 罰金を科された者の相当な部分は不納付のために刑満席に叔容され､新

中鳩 古の50パーセントが罰金不附 す者となっている. しかし､成功した例もある｡
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メ.)5,ヤでは 1985年の不納付による拘祭は6パーセントにすぎない｡

このような罰金イこRl･=こよる拘禁をfF]題する最もgi盤な力法は､罰金鼓を犯罪名の

支払能力L=些づいて決めることであり･このa味でE]敦罰金制が･TI'要である｡同制度

11921年にフノンランドに専入されて以丸 スウェーデン､オーストラリ7､ ド

ィクなど多くの欧州田に導入されている｡R制度は､まず､犯罪の擬制二よって､日

丘を決め.次に､犯罪者の収入､生活山中､扶兼i淡 ､煎慶など状況によって-El支

まうべき金魚を決定する｡この封度の番茶は､肥料 こ対する辞世の平等性維持しつつ.

細 入の古の罰食わ付も可能ならしめるところにある｡

fMI寸について､ ドイツでは 1987年から､納付を故保する他のI7一助方法がない

申告､不M付加を一定時間数の社会孝仕に換拝できるようにした. ･日の自由刑が6

時升の社会/1>化に相d5するときれる｡

fM付についてEl由刑が科される場合の拘妨糊r馴よまちまちである｡

羽合は他の代ヰ即行PEにない長所を有する｡それは迅速に執行され､国に収入をもた

らす.また､犯罪の熊取と犯人の一身上の-お伯のI■巧側面を考慮 して金額を決める方法

が存在する｡Lkに､削金を徴収するための徴用は他の･)L拘禁措uZを執行するや用と比

べるとかなり解析的である｡

イギ])スは､削合と山酋肪倍命令は､再犯減少につながるわずかの刑廟の一つであ

ると頼篤している｡

2 加平kap竹

輪 古の地位が重視されるようになるにつれて､刑?手酷鮪への甜心は世界的に拓っ

まている｡しかし､ヨーロッパではこれを独立した代や措逆として利用するのはまれ

てある.

lq刺ま､刑,好手椀期間中､裁丑によって鼓,.Jf,名による淑苫腔竹Sl求を認めて､こ

TI士,TJ事村仲 の二者について同時に判決を白い渡すことができるが､民.D訴求が手殺

8着Lt.遷延をもたらすと判断 したら､それを別個の民甘T･･枝に転換させることがで

きる･し札 ､付市民耶康虚故実掛 こか ､て,rTわれる奴が少ないと報告されている｡
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し&L､心肝名の返済又は陪伯の意思のTf無は･罷刑のl茨よく考成される要某である｡

1ギりス､ギリシャ･北アイルランド､スコットランドでは出講低めと罰金とを接合

･,てRl鼓すJJ合･前者の後者に対するBt先脈位を明文で定めている｡これらの規定

は､打少T純における被-&者救済の好投を反映している.

さらに､イギりス､スコットランドは心音賠竹命令を独立処分として槻定 している｡

C■の長Eqは､CIえは､&行の結果による病'iiのためのfZ金の細火など鼓寓者のあら

せる乍P渦言を含む｡苦痛､ショノクといった硫化しにくいtl雷も含まれる｡治安戎

苛(magistratesCourり の命じうる原品店竹はS2000であり､刑P裁判所

:(ro､vncourt)の垢合は上限がない (句会､犯人の支払い能力は考止する)｡実

*き用蛙､1985年､幻管腔胎に付される作政は12i,000作であり､そのう

ち3.400日が札止.処分として科されている｡スコットランドでは､幻第倍依別牛

の20パーセントが漉.AJ_処分としてのものである｡また､イギリスでは､裁判所が崩

辛e解を命じない舶合はその理由を示すべきとすることによって､rp]処分の利用を一

点促すことを険alJしていると勧告されている｡

3 16徴､泣収

これはn山刑の代即 諾掛 二はなりにくい｡その日的は犯罪にrWする物柴又は犯罪に

よる制御を1!人のT-一元に残さないというところにある｡

円 椅Fの組み合わせ1●

1実刑とjr相識措Rとの組み合わせ

このような組み合わせは実刑を回避することはできないが､刑を減軽することがで

きる.

'uLギーは康分的刑の執行猶7･について頼告したが､それによって比較的重い犯罪

I:よける見附 は 浪軽できたとしている｡むろん､この方法によって新たな海期自由

た牧 8E起こる机 長期自由刑の弊害の回避と刑務帝人Uの沌少に瓜益があるとする｡

事くのヨーロッパ回の法は実刑と刑の封乍付きiM ･とのht命可綻性を認めている｡7
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ランスは1975呼から実刑は単純執行5rH･又は条件付き執行箔jT,と結合できるとし

た.ちなみに･円本の刑法改正額案は･附 1妨予申､他の非により拘宗以上の実刑に

6されても･同紙行他予を必要杓に取り消す必要がないとしているが､これは併合罪

朗蛤であって､本文のように､一つの罪に対して､'R刑と執行妨T･を組み合わせる

.1とは違う.実刑と罰金､運転免許の停止などと告合することもある｡

あき､父刑と推拘I,t措賢の結合は常に自由刑の汝少を目的とするものではない｡例

iば､声蒼取引などについて刑期を弓は 1けるとともに没収や罷利jlL寺も徹底するよ

うなeIも存在する.

2N-拘栄枯Zl関の組み合わせ

りうる.ベルギーではjr拘禁刑と刑の付敵地分とのF.合がnJ能であり､例えば､短期

白洲Jに代って､別金と逆転免許の搾止をLJfHLうる｡飲酒運転に対 してくま､刑の猶

T･と罰令及び免許の搾LEを併科 しうる｡

他の紹々の総合nJ能作もありうる｡例えば､刑の猶T,と拍'別 語竹 (サンプルス)､
7ロペーシヨンと.qTJ食､JflJの猶予と嗣金 (又は叔l'!,'賠旧) (イギリス､北アイルラン

ド､ノルウェー)｡ (後Gの結合は.再犯危険十日まないがJLi非がIT(い噛介に意題があ

るとする)｡IrlJの楢7,と7,防措た く例えば､小切T一犯gT'に対して､刑の猶予と小切手

相 の託1r.を削 ､渡す-フランス)､プロベイシヨン､免月と井摺 購解 (マルタ),

主訴､屯依､執行律の支払い､没収､PZ格i･)襟と社会省仕 (北アイルランド)､罰金

と乍格鼻先､IA吉腔肪 (スコットランド)など｡

玉 中耳の社会内処遇制度

以上は主L:欧米のjF拘禁処遇制度を中心に考察してきたが､社会内処遇が､アジア

iヨ叫 でもダイナミックに展開されていることは､同逮a!罪防止会議の会ph文題か

ら細 ることができる｡ここでは､その一例として､中BZの社会内処遇の状況につい

てモ千号境することにしたい｡
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(-)社会内処遇に関する制度

維 内払j引こ即する制度の中で､屯要なものが 二つある｡すなわち､独立処分とし

ての廿bf即tJN･執行紙子及び仮釈放であるL

l甘封kI

缶耕刑は.刑法に定められてしろ主刑の一つである｡母御刑は,窃迄､詐欺､強姦､
云安環呼を-.与する詰む罪･絹梱秩序を吉する訪犯罪芯について､情状が比較的軽故な

IeにIlLうる｡前仁=二田する消纏的要件は設けられていない｡

紺 の期qは･3月以上2年以下の範I増内で奴刊所が ･定の事剛村を決めて言い渡す｡

鮒 a内は公安頚朋である｡管制刑に処された那 相 は法定の遵守や項を守 らなけれ

ばならない.

甜 期間中､対象満に改俊の伯が認められ又は功柏が認められれば､原刑期の二分

-までを限度に浪刑 しうる｡遵守'必項遥反に対する他姓については法は定めていない｡

郎欄間中伸び犯罪を犯 して拘役刑又は右肘態托=こ処された場合は､拘役刑又は削りJ

吏役を他行終7枚､引き続き妓余の管制刑のJylmを的'tTするとされている一tO'｡

2執行肺TJ

hJTT4W･の盟作は､1.1缶刑が拘役刑又は3年以下のイ川 J懲役であること､犯罪者が､

累犯でないこと､及び再犯の恐れのないことである (刑法67条､69粂)｡

新(･斯mlは､約枚の塊合は1月以上1年以 卜であ り､イ畑 は刑の場合は 1年以上 5

軸 下である｡執行猶7,の期間を猶予中短緒 しうるかが実務運用の中で問哩となった

ことがあるが･舟市人民法掛ま､改俊の伯が認められる喝命､原刑期を刑法第71粂

こヰついて減刑した臥 減刑された刑期に応 じて捕 れ軌fAJを短掠しうると…l解釈し

三･lrf細和中再4!がなければ自由刑は執行されず､再犯があれば､執行猶予は取 り

触 れ.脚 の刑罰と旧罪の刑罰を rb罪併机 の規定 (第64条､合qL十刑期以下数

叫 tもか 刑期以 ヒの枠内で刑期を決める｡P]し､執行刑の上限は､管制刑は3年､

根 羽は1年､イ欄 懲役は20年を超えてはならない)に盈づいて実耶 九行すべき刑

I;を決める.

鴨 抑 中の地道に印 しては､刑法は詳 しい規定を設けておらず､幣に､公安灘図
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軌 鍵(･されたものをその所蟻の職場又は居住地のけ民臼治#l掛 こ委託して観察させ

ると定め引こ留まっている (刑法第70粂),

3転F.故

tl'¶菅&の刑期の二分の一､無期悪役の刑期の 10年を軽34すれば､改俊の楢及び

再･Jtt会を位宵する恐れのないことが認められる方について伝釈放を行いうる｡但し､

綿 の事hIがigめられれば上述刑期要作の制限を受けずqx釈放できる(刑法誘73粂)｡

fFlhされた犯罪古につtても執行猶予名と同じく､公安相朋による監t7を行うと定

{ている｡監竹期間は､有期懲役刑のJ8台は残余の刑期､紫期懲役刑のIB合は10年

である.再犯がなければ執行柊丁とみなされ.再犯があれば､残余の刑期と斬罪のfFq

JIC二ついて前述r数罪併罰｣の規定に堪ついて実掠執行すべき刑期を決める｡

4 その他の邦y_

非拘刺Lh.打として､以 上の三の制度のほかにも､】q金刑がある｡また､犯罪は確定

したが､IIV状が軽微であるために刑罰が免除される叫合､訓戒､改俊ま的､謝罪滋明

等の捕打が減じられうる｡

()社会や源の利用

刑法は､管制刑対象者､執行猶予対象h及び仮釈放対象符の監督機関を公安機関と

紬 ているが､'ik作の処遇においては､む しろ様々なLf=氏のFl冶組輔やm塊が主導的

な相 を来たしているのが現状である｡例えば､ki･tは 甲位で虚けられる住民委員会､

14の中で.3-ナられている各種の援助グループ､労曲削合､婦人連分会等､様々な氏

lの自治81やが社会内処遇のfZ源として利用されている｡公衆の処遇への崩極的協力､

袖 か中田の事は 内払jBの大きな特故の一つと吉える｡

･J-tまとめ

与ヨの制虎運用状況から､非拘讃措空の多様化傾向を見取ることができる｡一部の

恥 吐苛しいjF拘祭は臣を専入 し､一部の回では既存の非拘崇措世に用々の変化をも

':てている.また､非拘,T措笹岡の種々租み合わせは払jaの形態を一層多額化させて
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i.ら.しかし･)仁拘,tJt処遇の主力は依然としてプロベーションや嗣金等の伝統的な方

まである｡新しい方法の探求も盛要であるが､JqlJJJ'法の一層充実化を怠ってはなら

.tL.7i8剛 E･̂漣ワークショアでは､ ｢非拘法爪Zの薪棲利用t=つながるもっとも有

も紬 は r占いJ方法に新たな生命力を吹き込むことである｣と述べている一A.｡
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第四才 非拘禁捨tの促進のための計Jl

田jtが T防止会はに提出された各回の搬出は､非拘宗桔■の 一層の推進の必要性に

机 では点兄が一致 している｡ただ､非拘,I.lL掃ZEを為用又は運用するにあたって多く

o言古があることも頼告されてしる｡

･i-用の笹や."I

自由刑は 一定f7度以上の重い犯罪及び一定程度以上の削 号をJiする名にのみ主用す

るという政芯榔 憎 は多くのEiZで一色 している｡ しかし､まさにこの確度が関連であ

る･実定法は刑罰の用類､軽重と犯罪･犯人とを乾び付ける一般的な}1時を提示する

が･伊I/の'JiITにおいて戎iの余地が大きい｡犯刑 こ囚する･順 ､犯人に関するや胤

即J古代飴処分に対する詳伝は戒判官によって実なる.特に代印処分の種歳が校数あ

り､かつ各処JJ)nuの位蹄づけが嘩味であれば･戎糾tfの処分題択は 一個建しくなる｡

fしい払分を帝人する場合･この間断 ま-Jr汚さ彫りになる｡雌/iの朋 別ま実掛 こお

村的 それを刑別体系の中にどう位班付けるかという稚掛 こl庄而する｡ (ハンガ,)は

･口の社訓F,ll-を 1日の出由刑と換舛している.オランダでは､馴 J仇 換無官は1

50剛Uの礼仝確り:を実験当初は6カ月のFl由)PHこ相山け ると見ていたが､現封土3

月の的 刑としか見ていない)｡このような辞刑のぱらつき臥 弘の下での平等原月rj

に柑 引まかりでなく､自由刑を回避するという*_払趣旨の･R規も任しくする｡

納 所の欺刑に一定の指針を与える方法として､多くの国は､上級審裁判所の判例

ヒよると稚告している｡Lb,LJ､ 上級妻の判断は法技,k的僻面に限定されやすく.塵

紙 的 わる-払 いIPrRの評価の指針とはなりにくい.さらL=､上級泰は上訴された

I作のみについて- を下すから､上訴されない部作の読刑の不均 一の同額は依然解

k tほ し､まま名る｡

F･ql･のlまか(=･屯刑会J (scntendngconrereJn〔eS)､t刑手引きGなどの方

隻もある また､倹約 の求刑も重要な役割を果たしている｡

l鴨 針 (seJ)rendngguidenCe)のような方法については､墳正な態度を示す
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綿 が多かった｡その理由は主に三経分立の原則 こよるものであった｡

-_)F拘!..L捕Pの実隙の適用L"

解 法臼伽 ｡約 諾指圧の適用要件について比M tJ只仏的な朋 を′示す例もある｡

叶 yとオーストJJアの法は･罰金の為用に印して･-A" ･防 tの特別考Jlが指溝刑

きE.要としない限り･罰金をもって6月以 トの自由刑を代t}すると定めている｡しか

-∵ のように立法鯛 がはっきりしてLるg合でも､例えば､ドイツでは前述のよ

うに.とに3F7以 トの臼由刑しか代替されていないと佃4rlされている｡

まf=､実定法が小机以下の自由刑のLD]題を紺 して設けられた代替措Eも実搾の遷

縦 か ､ては､頼政な犯刑 こ集中し､このkfT果､軽鞭な犯罪に対応する措jiはますま

丁紺 叱する机 中間程度の犯罪に対しては披然n山刑が中心的な役割を果たしてい

a,

細 別の代抄をねらって新しく等入される)的･r,!!ほ も､将に自由刑を代替するの

で鵬 く､しばしば他の非的腰措定を代替する｡これに関するRf鉦研究がある｡19

88軒ポーランドに ｢自由の制軌 処分がj4人されたれ それと同時に､別金及び刑

の中桁1m･の利用やがともに減少した｡

法がljLh刑の代岱処分の道川を認めているのにそれが実瞭 卜分適用されていない例

的かにもある｡ポルトガルの 1982年馴 化 は抹過払玖 社会や什など数多くの

鴨 紬 を妃めたが･1983年 1月から1987勺6月まで､探題観察はわずか9

叩･社会判上lよ28作しかしi･い渡されなかった｡同法は6J川 下の白州 に対する

･tの的 による代印も諾めたが･実際代昏された帥 刑の比率は1982年の73パ

ーでントから1985年の61パーセントに低下し､同時細の3年以下の自棚 の猶

チ+も60パ-セントから30パーセントに低下した･ベルギ-の詞丘によれば､空
相 F.保&触 ･純- 予がそれぞれ- 可能な蛸 に- て実特選舶 れる比串

･'それそれ7パーセント･2)- セント･17′1-セントとなっている｡短期自由刑

LT3′ト セントも- 他の措Ei=よって代- - はすだったと鵬 されている｡

ごトムズ (Bαtoms)によるイギリスのjB用状iRi=関する研究が栢介されている｡

!=)ス舶 -ロッパの中でも掛 こ非- 措定の促進(=ノJを入れている団である｡1
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98川 の伽淵 … 附の監匂対象満 (プロペイション､執行猶予･パロールを含む)

注目 ガ人にのぼっている｡社会劉土命令も1979年の 15.700件から198

絹 の37･200作に増えている｡これは勿益井軌ミ措Bの胡栃的利用を物盛って
tるが･しかし､これがすべて日脚 を代れ たものとは〇えない･とボ トムズ仕損

JTる.

抑 PU･Liそもそも自由RlLtこ処されなかったはずの犯人にも主用される思れがある

3ち･二の句合は自由刑が他の処分を代!,する｡また･- 粕 ｡消されて刑が執行

されると刑獅 人Uを榊やす結果になる｡さらに､刑を地相 る叫合､刑期が実刑の

輪 よ川 Aliい｡これが実行されるとさらに刑- 人口を増やす.轄鼠 刑の猶予

が朋 人rlのa&少L=ほとんど (又はまったく)故にに立たなかった､とボ トムスは

蛮倉づけた｡

社会仙 命令も･その47-58パーセン トがr=州 を代や したものであ ｡､つま

9.もの糊 (･らいは他の非拘別 ほ を代鞘 したものという｡裁判所の社会科上命令

抑 二附 るJF均一化が椿油され､その理由の つ臥 Ij]処分臼体のnlJ別体系におけ

るIl巴の壕qJ'さにあると指摘された｡

射 るに,nM 畑 代僻摺盟が多ければ多いはと.それだけ仙 刑をJd遜する結果

こつながるのではなく､多くの切合､それは比彬的に咋い犯刑 こ対する非拘剰 貨だ制

糊 代伽 結果とな｡･- の場合･刑糾 人口のLgbu的 たらす危険すらある.

スウェーT-ン鮒 委f]会臥 社会率仕命令の帝人F･JkE性について胡点した後､同処

軸 的 あきらめた｡その- をこう述べている ｢社会靴 の弧 はBZ在罰金に処

され ､る犯人qL=印 を及ぼ しうる｡導入の唯一可能な槻蝕は､社会靴 臥 一定

粕 ､ ･在の紬 刑の -- 防効果を有するかもしれない点であ｡､それによって

で加 代りに- されうる｡ し- ･このような社会弔ttf=乱 うる犯人群を朗

吟 相 の中から特定するのは囲建てある｡どんな- 類型が総 和 (=処されうる

i::!う ー伽 - を明言できないということは､･̂渦 の抑 矧 こも和 実性をも

':STことを触 する｣｡

こ叩 Iを屯罪- q･q3から見れば･つま｡､犯罪- 他の非舶 榊 の舶 よ｡
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I卜脚 を掛 ､られる恐れのあることを意味する｡つまり､朴 PTlJ法のネットの拡大
l〉etl､-ideTIiz1g)効果をいかに妨(･かという(昂塩がJLじるのである｡

Id所のJ府 に形Yする他のファクター'J3'

モ罪.犯人､処分臼t+のあいまいさ (軽脈の肝也､刑lh政策的点題のいずれもあい

まいである)のほかにも､裁判所の処分jt用にCTする要強がある｡

-つ蛙鞘決前aIIPfに関する同額である｡たとえは､社会}̂仕は対象古の同意を要件

とするので､氏&&察官は伺舌を確保するために､犯罪烏に対して自由刑の見込みを

綿 する恐れがある.･方.促丘捜索官は､戎判官に対して臼分が社会阜仕を勧告し
'=チったために自由刑が科されることを恐れて､自由刑の見込みがないと判斬した場

合で'J.社会 f̂liを勧告する｡この勧缶を旺177した戚fJJ所は糾州 rtl刑を回避したこ

とにはならない｡

今･つのrLu掛ま戚判所の過剰負担から生.ずるものである｡裁判所は時間的制約の 下

で絹 を進めているから､社会詞杏に良し､剛 心がかかり､その料杓にさらに時間がか

かるような処分を女は ない輔向がある｡これを鬼服するためには､I..J～の収典と挺出

7舶 劫や化するとともに､叔判官の付]鞄利用能力の向Lも必柴である｡

円 非的,..モ約位の実施上の間思点

この間鳩も非拘;;uht位の適用の問題と撫朋係ではない ｡非拘t.モ捕狂のF]的をどこに

細 るにせよ､それが潔剰 こその日掛 二沿って効.轄的に横位しているか再かが､裁判

帝の即売Jlに対するIB轍を凍得する上で魂要である｡

色男の帖 の.Pで巌も強調されている固定は穴源の不足の問母である｡史罪名の社

会叫 をそのrJ的とする桔ZZにとって特にそうである｡fZ港の不足に臥 促農奴察故

的や金･スタッフのイ:足だけでなく､保讃祝祭q四が利用すべき社会内貿帝一般の

下里も含まれる.

書くのEgでは､過剰負担は刑弔施設運営だけの問境でなく､社会内地溝の葡域にも

片こく的 する｡犯罪の増加によって､刑務所人口のLm lと同時に社会内処遇の対象

‡ミ軸 している｡しかも､刑讃所人口の別鵬 は朴会内処遇槻 者の増加を意味す
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ら.しかし･このような対象盲増加に見合った印瀕の細允は 卜分行われていない｡

ここに 一つの忍術E3がある｡過剰fl料ま社会内処遇健脚の虎能を低下させる｡これ

プ仲 村加重戌の説柑力をさらに弱めてしまう｡これは施虚剛 ことっても悪循環であ

ることを帥 する つまり･戚fq所は過剰拘r･,.'を解約すべく社会内払卦 こ籾符をかけ

紺 .その籾絹に暮切られることによって (社会はしばしは社会内処遇期間中の再犯

Etを大きく取り上げる)･康虚利用に逆Liりするか､場合によってはその反動がさ

Lに大きいものになるかもしれない｡

･持rt手L'Fに対するか 師 の信頼感を瑞める方法はfF源毛足のほかにもある｡

HR'･T(f鞭;ち)は ･ ｢裁判所から見た非拘,･it措辞の1,,横位を改辞するためにとられ
モIuJとしうfT問に対しての各国のl蛸 をまとめている机 それによれば､イギリ

ス汝､鮒 所に対して･7'ロへイシヨン命令に･剛 捕 払 山河センター (day

renter)への山瓜 焚物処遇プログラムへの参加などの特別射 †を付する幅広い戚

t熊を与えており･これらの真作は再犯コントロ-ルを削 ヒするものとして裁判所に

吋よれると稚r;されているJEIU一｡

アイルランドでは､ケー祁 偶 会に裁判trも劉 lル よって､成功､失敗両方の弔

Mを知ることができる｡2-眼 の法廷に現われるケースは､犯罪Gが何犯を犯 した場合

のみであるから､J並のような企脚ま東壁である｡

スウェIT-ンは､ 1988年の立法に･保讃横桁の内内として､典物､アルコール

付 紙 対する処遇- をj#入 した机 その実行年僻投桁に当たって､戚判所､保a

納 札 )は ･ソーシャルサービス錬臥 地域代炎などが棚 手加して仏銀交換及

'!細 の投計を行ったと報告されている｡

fJt=･多くの【77が統制方法を態化したと報告したrlがEl立つ｡

王榊 宗結社への納得

的 剛ま恥 の応根- を糊 できないために必要であるとすれば､白州 を代書

Iそね をとこまで促進できるか臥 恥 がとこまでそれに的 するかにかかわる｡

軸 t,tに肘 る恥 の相 感は､ある母姓､それが必要な刷 確度を肋 してい
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‡いilEこIFするからである｡

しかし､ビショップ (BIShop)は次のように述べる. ｢歴史的に見れば､かつて

Li阜危な身性刑が応軽戦能を果たした｡それが礁しい待遇を伴う自由刑に代替された

特に.■朋的な進歩と見られた｡そして､Eは改良の歴史はこのJEしい待遇の改善の

廷吏であった｡今日､自由の剥書自身が庶 しい処F)であることには合意を得ている｡

卵 のEg七は､自由Tqが果たして丘しい非定を左わす唯 一の方法なのかにある｣4'J
さらに､ハルスマン (Hulsma皿)の次の.17顎をづl周する｡ ｢象故の媒介物は改良

Tべきである｡過去わが文化においては､陪岱が長も･Ttい1P件に対しても象a的横能

生丈たし得た｡･･･自由刑の象故的線能を罰金又は舶ソ;陪伯のような制度に代替させる

は革の)プロセスを進めなければならない｣-='
そして.ビショップは､舶涛庶供は､披㌣&肝L'のTl･仏的救済の裁能のみならず､

行為に対するjBT&杓非煙も点わしうるとした｡そして､刑iPT-･弘において披富者救済

を-頼れ祝することは､結局国民の非拘禁結Eへの約7:1を促すことになるとした｡

国連念仏の他の文Bにも非拘芸措位の応報機能を'f守近するところがみられるが､そ

の主な&調は､現存の非拘禁措控でも十分処刑的である趣旨であって､処罰水準の全

仏のづlき1げをt:舶するものでないことは明らかであると懸われる｡ただ､歴史的発

足の仏米として自rt]刺命日体の非建))があがったとすれば､そこからの帰結は自由刑

や≠の短糊化であり､この場合､たとえ短期剛h刑でも従来よりTriい犯罪_に対する姓

FJであり､このような短期自由刑についてまで3;】合などをもって代やできるかは問鬼

であると思われる｡6カ月以下の自由刑の局I別的持株を定めた同でも､実は3カ月以

下の自LLl刑しか代やされていないという前述実例は､この間塩と無関係でないと思わ

れる.

ちな71に､オランダで行われた､社会摩仕命令実教徒､同命令に対する一定集団の

tまをJI血した結実が堵介されたが､それによれば､aI血対象となった検察官､抑 臥

印 紙 宵の-一分の二は社会畢仕を実貫的な処罰とiは し､実験対象者となった犯罪

名･7)=分の .も処罰として受け止め､実故地域の85Jー セントは阿処分を磁極的に

t乱 .触 臥 flJ乳 保議観察官の90/11セントは同姓分を好.e的に評錘すると
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締 されている｡また､同実験は､裁判所が処分を科す (犯人の同意を得て刑の執行

嬉子の射牛として科す)グループと､検察官が科す (犯人の同恵を得て､不起訴の条

件として科す)グル~ブに分けて行ったが､前者の実践例が後溝より多かった｡これ

も､まさに社会準仕が処罰として理解されたために裁判所モデルのほうが好まれた証

耶 あると解された… ｡

六 非拘禁措檻の効架

jF拘禁措置の効果を評価するために､まずこれらの捕捉の目的を明らかにする必要

がある.TTEUNr報告Bは一応刑頗所人rlの減少､コス トの節約､再犯率の減少､犯

罪率への影響を評価のものさしとして､各国及び研究一月の報告をまとめた｡

(-) 刑政所人口の減少

前述のように､これは同迎及び過剰拘禁に悩む各Egの尾大関心Lrtの一つである｡第

7同会議決議もス トレー トにこれを非拘禁摺班促進の日原にあげている｡ しかし､報

告された研究はむ しろこのような効架を州待できるかについて懐疑的である｡

非拘禁措置は､多 くの場合､短期自由刑 しか代替できない｡従って､新規入所者を

汝少する効果があっても､刑務所人rl (一日平均収容人口)の規模に与える影軌 こは

かなり限外がある｡従って､刑務所人口を減少するための前提は､刑務所内に相当比

率の短期到別名が存在することと短期自由刑の代替処分の適用率を相当上げることで

ある｡

さらに､たとえ以上のような努力の結果､刑政所スぺ-スの節約効果がある程度あ

ったとしても重大犯罪の増加による長期刑の増加はこのような効果を相殺するかもし

れない｡

イギリスもオランダも非拘禁措置をかな り多用しているが､刑務所人口の減少は見

られなかったと報告されている｡ また､オランダは社会率仕命令を導入するに当た

って､1987年に4000件の社会寧仕命令が短期自由刑の代りに適用されること

を的 したが､このような利用率で討T?_しても､一年当た り160人を収容するスペ

ースしか確保できないと報告されている.
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従って､非拘禁措位の促進を刑務所人口の減少と閑適づけて誠論するのは妥当と言

ぇない｡しかし･新規受刑者の数を減'i)する点では意議があるoつまり､それは､よ

り多く犯罪者を自由刑の弊害から免れさせることができるからであるo刑務所人口減

少効果の右脚 こかかわらず､受刑者の数を減らすこと自体に意識があるのである｡

また､即 偶 数の減少は刑栽所道営にとって-･定の積極的意義があ りうる｡短期受

刑Gの頻繁な入出所手続･及び彼等̂のための処遇もかな りの凸担となるからである

■

(二) コストの節約

非相即 相 に必要なコス トは措置の席掛 こよって輿なる｡罰金はむ しろ国に収入を

もたらす｡単純執行猶予もあまりコス トがかからない｡ しかし､保悲観喪や社会科 上

はコストがかかる｡それを効果あるものにするためには特にそうである｡また､コス

ト節約論は､しばしば一人に対 して luの保逝祝祭に必要なコス トと1Llの収容に必

要なコストを比較 しがちだが､このような比較はあまり昔味がない｡財政当局の関心

部は､刑務所の維持又は増設によるコス トをおさえるところにあるからである｡従っ

て､PqlJ題は非拘禁指匠の多用によって施設-掛川に影響を及ぼしうるかにある｡

このような効果は期待 しにくい｡前述のように､非拘禁措置の多用がTrlJ歳所人口に

与えうる影響には限界がある｡あったとしても､全国の刑務所に平均 して しまうと､

個々 の刑務所のスペースに与える影響は微々たるものである｡また､施設運営のコス

トの大半は人件染であるから､刑務所を完全にI#J鋭 しない限り､若干のスペース節約

があっても､締出に与える影響は少ないな■1三

さらに､前述のように､代替措置の多用は多くの場合必ずしも自由刑を代替するも

のではない｡｢NeトWidenulg｣効果は結局コス トの増加を意味する｡

億後に､コストの節約は､人間の噂臓の噂塵という根本理念を念頭に匪きつつ誠輪

すべきPpl鬼である珪王⊥つ｡

(≡) 再犯率の減少

tiEUNI報告日は､既存の再犯率の研究の多くは依然簡単なモデルを利用している

と細 した｡つまり､ある種の処分執行後の追跡期間の終る時点での再犯率を比較す
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る紬 である･イギリスでは同様な研究を行った後､ 一般剛こ･ある種の処分が他穐

Dも分より帖犯+を減少させたという培&を得られなかった｡ただ､財産刑 (罰金､
.宅の叫合淑r&E!t*)のみか､一打して他の刑罰より的犯串が低いとの結果が示され
I.オランダは､!t会奉仕命令対象者と短期自由刑対象者 (評だが頚似したもの)に

,7して.3年内患弥ホitを行った結果･前者の再犯半が42パーセント､後者が54

,トセントとの結果をヂ;た｡この差は窃盗､強盗の千年犯というサブ比較群のあいだ

で丘さらにPIL､ているという｡そして､イギリスとオランダの研究は似たような篤釜

を出している.つまり､ある槌の制裁が他の耕確より有効であることを疑いを超える

朗はで証明はできないが､非拘宗方法による内41串は自由刑のそれより決 して悪い

号のではない｡

しかし､そもそもこのような再犯やの比較には触重さが必要である｡ます､実紫郎

川 魚群の遜定のコントロールが淀しい｡次に､処遇の劾父は処遇外の嬰弟にも影苛

きれるものであり､しかも,時間が経てば縫つはとその効只が薄まるから､追跡Pl間

をかなり良くぷ起した場合､再犯率が同じであっても､処遇r-UL二心意見がないとは言

えない｡また､ある新しいプロジェクトを中人する棚令は､その1'験段階で投入する

れ息とPl淵が今nlrJS行後のそれとは異なるから､この要鵜もしばしば比収を淀しくす

ち.

従って､和浩.Ilは評価の方法をより工夫する必要があると指摘した｡例えば､追跡

別け たとえ粥alがあっても､実際収容される好日7ilの縫さ､又は無由犯期間の長さな

どをmhの勃発を見るうえでのものさしとしうるとしている｡また､処分期間を無弔

特/した石の比串をみるのも短期的有効性をしめすことができるとした｡さらに､あ

'･鴫 形態の劫架も無を諦価するには､まず､この地溝が当初期待された通 り行われ

';かを明らかにしないと､処遇と結果との朋係を評価しても意味がないから､まず､

胡 された対象名放､監督､援護の方法の耳と見なとの弘道実体を明らかにすること

古根 であると指摘した~一｡
(i) 犯罪率に対する影書
梢 芸格tを多用しても犯罪率一般にマイナス効ER吐ないとのt瓜はしばしば行わ

86



れるが､これに関する実証研究はほとんど存在しない｡犯罪率に影響を与える要素は

bTJり多く･人口の増減､普娯活動状況など様々な要素がある中で､非拘劉 相 の利

用増減と犯罪率の変化を凶米的に閃辿づけるのはかなり困難だからである… ｡
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第五節 結論

帝1節から第4節までの考察を通じて､非拘禁処遇に対する世界的関心の高さが分

かる｡このような動向に拍車をかけたのは､ ｢矯正ペシミズム｣の思潮や世界的に悩

まされている刑頗所の過剰拘禁という現英的な問艦であったことはTri実であるo しか

し､犯罪者の処遇は,社会との連携を良大限維持させた形で行うべきという国連の恭

絹 勢からすれば､非拘焚処遇の促進は､この姿勢からの当然の帰結とも言えるO従

って､非拘禁描掛 こ対する国際的関心の高まりを削 こ｢矯正ペシミズム｣や過剰拘禁

の田儀とリンクしてみることは妥当でないように思われるX116D

以上のように非拘禁処遇の[告Ⅰ題を位臣付けることは､過剰拘禁の問題に悩まされて

おらず､また､社会後備の理念が欧米ほど衝撃を受けていない日本の社会内処遇の間

転を考えるにあたっても､ ｢国連非拘禁m疋最低基準規則｣の諸勧告を十分参酌する

必要のあることを意味するものであるように思われる｡

国連益準規則は､ ｢非拘禁措置の促進に舶する指針｣と ｢非拘禁措置に付される者

に対する最低限の法的保障｣という二つの牲質を合わせてもっている｡

規則の内容を､ ｢非拘禁措置の促進に憐け る指針｣とのlXJ連でみると､次の特徴が

貰える｡

日)刑頚司法システム全体を視軒に入れ､公判前､公判及び公判後の刑部司法全段

階において､非拘禁措置を活用 して､拘六号を尾大限に回避する努力すべきとしている｡

(2)現代の刑聾政財 こおける非拘禁処遇の多様化 という世界的傾向を反映 して､特

に､公判及び執行段階で選択しうる非拘禁桔荘 ･処遇の多様化を促 しているoすなわ

ち､罰金､執行猶 予､プロベーション等伝統的な非拘禁処分のほか､社会車仕命令､

出頭センタ-への出頗命令､自宅拘禁等新 しい処分形態を勧告 し､また､伝統的プロ

ベーション､バロールの中でも､伝統的なケースワークのはか､袋田療法や､施設居

住を伴うプログラム等新 しい方法の導入を提唱している0

-万､規則は､伝統的プロベーション､バローJL,を屯視する姿勢も示している｡す

なt'ち､個別処遇原則の徹底化､耶 関銭ijとボランティア資源を含んだ資源の充実化
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を紳 しているo

規則の内容を､ ｢非拘禁増田にltは れる者に対する足底限の法的保障｣との関連で

みると､規則臥 処遇の実施過程に関 しては･犯非者の人間としての尊厳の串乱非
刑法定主義等一般的法原則を定めているほれ 特に7'ライバシ-の権利､不服申立胤

紳 糊 及び違反措IBに関する権利等について､ある程度只体的に定めている｡

咽迎非拘禁招思慮低並準税別 ｣は､非拘禁処遇の世界的レベルでの進展を期待 し

たものであることは言うまでもない｡ しかし､ヨーロッパ地域からの報告吉が指摘 し

ているように､非拘禁処遇を促進 してい行 くうえでは様々な困性が待ち受けているO

政策的確念又は立法の｢順 を､自由刑の回避ないし非拘禁処分の活用に田いたとして

も､これが実際の巡邦=こおいて当初の1g榊 通 り実現するとは限らない｡また､拘禁代

細 分の多様化によって′とずる刑-S司法のネットの拡張の閲適も指摘されている○ま

た､そもそも現在の)PJ裁所人口のrrTで非拘額処遇が可能と判断される者がどの樫度い

るかの如問も提起されている｡さらに､非拘禁処遇を推進するためには､実施機関の

資源の充実が必要であるが､資源の不足のF苔l塩は､施設内処遇に限らず､社会内処遇

においても存在する｡また､非拘禁措fLyiを一層活用するには､究極的にはどこまで社

会の理解と協力が得られるかにもかかわる｡

また､非拘禁処遇の効栄に関する実証的研究も､刑務所の人口の減少､コス トの節

軌 再犯率の減少等のいずれにおいても､非拘禁処遇に大きな期待をかけることがで

きないと指摘している｡

これらの問題指摘は､その具体的結論の妥当性はともあれ､必ずしも社会内処遇｢ペ

シミズム｣を主張するものではなく､むしろ､これらの問題を虐祝 して､地道な努力

を行うべきであるという結論を導こうというものであるように思われる｡



･El方正■r屯邦書の事tf内乱もEこ91する団帝連合の政申｣雅とF]22せ4号5Jf(1985年)
･乏♯*■ rR相 和法t:Jq十るけp持主合の規亀及びqr別- AyTZl'定からその尤足へ｣ジュリスト73
11439日 9809-)
.老台内払jaにNする長生卒中現別軌定の帝.留をすべき点についてJBぺられたEl本政市のJLg.

J佃ePre､entlOnandtheQ血･t)orlilc=トatjonalStatemcn10日apan 80-92貞
王書挿■･A-.苅庄 (2)43才

･f･丘iTt r発ち宗Lflに印するEEF主点鑑基中足ETJのt定L=ついて..壬生喝 と117If･栃97号5-6
FH990年)
r芝tf:<･刑事司法とETT事A199Ei以下(1985年I

r持上100Ft以F

tAJIOSJt7下

p王lrFt 'E=1判事JL又の暴発.屯Jtと兼行68号8FT以TL'(1985年)

rrCOヽF.弓bb･ 荊5国会Zt:=ついてと｢クモとF)J1382号(1976年)等を事軌

pl'CO＼fl8771 岩羊毛 ftr墳丘の井先丑ft及tF可今のをrほ に及ぼすそのCy_ジュ･)スト73
1号7~出 ･:1180(-)

SlヽthUnlt(̀dhauOnSCollgT-eSSOnthePreヽentionorCTimeaLld一heTreaUT)enl
cqendeTSResolulion(引.
九COヽ ｢.lil13

SeヽenlhUnitedNatlonsCongressonthePreヽeTHionorCrimcJJldtheTreatment
lJte71ders:ResolulionHbl.

■レCOrJ=21′13,A/CONll41/12.
■佐iyFT ･FlJ恥は (4)7E

t'El軒止M ｢拘謀刑その他の刑舶 載とその代や凪分の即 Lについての一店問軌二湘する刑TP及苅｣法
書うひろはれ43卓12埠18Ll(1990年)
佐ifT 前狐ほ (4)7円

EH野正明 ･IIp'J鵜珪 (16)20-21斉

''-芝TRfF軒 F-JTJ叫if (5)28E(

】之qt沖村 ･帆船汀 (8)8iコ

SNhUnhcdNa‖onsC(-ngres鳥OnlhcPrcヽclltionorCn∫neandtheTreatment
LWendcrsニ"･Orklngpaperpreparedb)theserrcLariJLA/C()Nl‥,87/7.1-3-5
6上18月

. A.上18-33月

〇一上18F
JE'ん一CO＼r.&7,,7.P15-18.
. rL31JT
b 142fl

rl:COW 877.P18.

■▲/COW.877.r'35-35.

~芝帥 ■･q-･箱1 (5)28El
t-■⊥30只

I＼urmaJ181ShorI-hon{U5tOdla]alternati､esinLuro叩.HLlN PubliCationSerleS
h)一触 lsinLi.1988)P5+-55.

■ltEIVlRe叩rl池･51985,P3で臥 ｢叫 JtJと払 ･m Lとの佃L=は明.なPi史脈 が存在しな
'くIBづけている.

バ oHTs:tTs.h,oBP8･,T'posn57ustodjddternalt､eSinEurope.'ImhlPublicationSeri-

這 慧 n占h崇 nu':ieodnTIaii,?nsCong'eぷOnthePrc､entionorCd- C-dueT-a仙ent

90



SelenthLnjtedNationsCoTlgreSSOnthePre､cntionorCrirneand一heTreatrncnl

d;gdhe漂 upmot:.0㌔saEirornestaC?n1-a?eesnse.rnalihePre､en.ion｡r｡nmcwd.her,cauenL
dlenders:ReportOrSecreLa∫)一一Genera).
●se＼enthUrtiledNationsCot)greSSOnthePrelcnlionolCriJT)eaJldtheTreatment
dtnderS●R亡､OIution(lb)･
ReTX)rLOrthelnterreglOna)PTePara10rヽ NettingrOr一heElghthUnlledNations
mgre～sonlhcPre､entionorCrimeandtheTreatmentorOfTendcrsonToplCll･
lrOnf.1411Pヽt/1･P28pI,co川.87′7J.39.
trCO､Jr.lJ｣′lTW J.ReCOmmendarionS∧rI,1(a).

→LNTEDN∧TIOh'S"F′1990/31.E/AC.57199O,帥".真土の訳は.朗 iE故 r文京ルールズと
胡瓜書の-Ltlnl移送モデ■レ粂杓｣犯罪と瀕行90弓~134月(199日 を事摂. 内申の椙介は.古el
j~年会内払34の現状と皿31良性A中晩別の刑を｣更生凪壬と屯flT･防102号5E(1991). 益
†三･R.+致熊のi点 198月(1992). 埠原弘幸｢r光琳ルールズJと拘諾代替繋｣ジュ')スト9
･2卵 IEt(199日 等を事照.
t._lLのような一般原則を'TSした上､ (1)公や二段:削二虫いては.社会防恥､LtZ罪防止､法に対する

IEが邑達又は板&名のftj｣のJf虫の扱点から手械を泥めることがさ屯でない4台は.書欝､検簾庁その他
qぺlEだ界占を現戯(discharge)ナる経過を与えられるべきであり､喉PLな1州 については.険察官
止ヨ当なJF拘L!甜JEを成しうるとしている (努2eP5.i).公別前勾留は､最枯手段として用い (規則6.
日､公判前勾留に代わる措tをできる限り早い段Wrで抹り (収EElI6.2).留Jlか採られた場合は､犯罪
書t:司法拙句などへの訴えを逢尼するtk利を詰めなければならないとしている (税別8 .3)｡
(2)がIJ及びtJJ決段特 (萌3食)では､社会かft催告■ rsoぐ11111nquir)･rcporLeS)か作成可能
である声は､E'】法&閑はこれを刈田することができ,鞭旨#には.氾ガ石の犯行類PJと当韻犯鰍 こかかわり
細 ると逆められる社会的仰臥 また.判決j即王にかかわりがあるとigめられる柵叔及び意見が妃赦されな
LItlはならす､恨古書は､嘗政的､公平的なものであって,意見にわたる部分比叫経に区別しfJ:けれほなら

ないとしている (岨刑7.日 ｡多様な非拘講措定について叔JLを才すするdJ法鎖伽は､その決定に当っては､
Ef萌の_-ズ､社会防帯､及びj#tDと判断する時いつでもその卑空しうる肌身として. (a)口頭による
相 順えは成虫.浪告､曹告)､ (b)条件付き釈放, (亡)FE格制限､ (d)擬清的金鎖的制裁 (例えば

E食､FIAFl金)､ (e)没収又は故収､ (r)披門井fr父はu秤舟fr命令､ (g)刑の軌fTl古T,､ (h)7
コへ-シヨン父はEl】法監甘 ()udlC)alsupeT'ヽriliolり､ (i)社会草は命令､())出J77Eセンター送致､(k)
つて相鉄.(l)その他の非拘 ,r.モ措定､ (m)上記払分の古叫な租みJu-わせ.を例rriしている (税別8.2)

(3)棚太鼓の段階においては (第4JL).権限ある機qLi.犯罪才の半期社会復将を助けるため､多

的代替等を中村すべきであり (税別9.日 ､その処分として､ (a) 一時特休及びハーフウェイハウス､
lb)tで又比鹿骨のための釈乱 (I)種々の形世の仮釈放､ (d)di刑､ (e)膿政を例示している は
rlO.3)

tSiヽthUnitedNatlOnSConrressonthePreヽcntionorCrjmeandtheTreatment
恥nders:､､orkin且PaPCrPrCPaTedb)thesccrcLariat.jVCONF･87′7l
HId,Plo.

-Se＼en一hUnitedNauonsCorLrreSSOnthePre＼cntionorCrimeandlhcTrealmenl

{この定点(=よる代官処分に執行ポチも入るから.JB掛 こ書えは.自由刑そのものでなく､実刑の代

叫分と考群すべきと思われる.

'lNoml･JJIBishopTNon-CusIOdia]̂ 1tenlalt､C$ln仙rope,llt=iUNHhb)1ぐattOnSeries
＼l叫HclslnLi.1988),P42.
rf瑚 拘設糾 明 弟人口の70パーセントを占臥 平均舶間が Er･tこのぼるEPもあると催告されてい
る･A′CONF･.87′7,P8
Hld.,plワ

hE18hthUnlLedNanonsConlressonthePrcヽ er)lionorCnmeaJldLhcTreatment

恥ndeTS-orklngPaperPreparedbさLhescrrelarial.A/CONlr･- ′10,P20･
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.Ej8hlhinlledトationsConrressonLher'rc､cntlOnOrCrimeaTLdtheTTCaunent

か deTS:Reso)ulionH9)･
l･.ヽ''rTTtanBishop.Yon-でuS10djal̂ lLerna11leSinEuroTX,rlnlNlPubllrationSeries
yLlJIHeLSlnki･19&8).P141･JVCOW･･】叫 1O,P20･VCON1-･トHnPトLJ,P22･JVCONF･
rユjll
dReport0日heinlerre8ionalpreparationmeeungro√theElghthLTniledh73110nS

Gdrt･i～OntheP'C､cntio."rC血 eaTLdtheTreatmentOrrendersontheloワkH=
tJ皿InaHusllrePoLlriesinrelation10prObletnsorImprisonment.Otherpenal
tJnEtJOn～aJlddlter71atiヽesTrleaStJreS'IJL′COhrI･トH IPヽtJ.P2I-P211･
･･ヽ/'rEnユnBIShop.㌧on-{ustodialNternJLtl､eSlnEuroF*,lIErMPubli(alionSeries
Lヽ14tHc)stnLl.)gi8).P41.

pkLFJl.

rLd..Pト払.

*書写-'=吐.A鞘甘l:jL●うな手引きが示されるべきであるとするモ屯 (4.1が含まれていたが､石会3
I｢Aのktlで蛸 された.E]方正■ ･gie.if(18)22ti

c圭1-.前又で.｢自由のfT取は､_̂崇の貫全.史書の防止､も鞍及び抑止という■息からのみ正当
tEL粥●jl法システムの長持E]的Li打 者の即 t王IlcにあるJとしている.
1''AA九r手土会内u と民間協力.一･.ー僅jtJt鑑集や税別とPtlして 廻呈瓜3[苅43巷1号21fl日
日Zt)

PIl上21月

■三月河戸･前約は(5)105-114日

■乏辞n■･辞めit(5)120Ej
p芝放用事･Nru.抽泣 (8)18F

勺切､F&のタイトルは'UniledNationsStaJtdardトl)nimumRulcsforNon-
hstitutionalrl'CalmCnt-'であった.'.treatmenl''の用脚 ここだわったのは､正栗石の､放火等でみち
rLモu 耳念の放射二粗みしない､との信念によるものであったといわれる｡牲&栄fF･前掲泣く4)r非
I糊tl=机する田31最低鵜申税別の制定について｣里'f伽dLとAl町f･yJ97り8見 目 990年)
～乏原井.･肪紬は (8)8n
〟COW.87/7､PLOLA.下､等を参照.

''SclenthUnhcdNationsConFressonlhcl'rc＼cntlOnOrCrlmCandlhcTrealmCnt
Xrendcrl:RcsolulionHb).

ん/CO～L.li一/12.Plo.ただ､他の屈でこれはとの■.占史を妊C1できるかについては､相当な公衆
'-TJIかZ･頻であろうとしている.A/CONF./2113.Pll.

.7i;摂光れ-真は次のよう!=定めている, ｢このJt飯堺rr規則のR叫は､非拘hl給tの使何を促進す
王事123な拍手考をit状するものである｣.

~UJ!丘■･句紳if(16)18月以下.長A兼 r社会内払RIと尺Ⅶ仏力-.-一旬jIt政美中朝 'Jと雨J
･て た′GlJ的43も1;,'21月 日 992)16JIJl下,俊itT ･il如法 (4)等を暮群.

巾SetenthUnitedNaLjor)sCongressonthePre､entlOnOrCnJneandtileTreat皿 en10l
W eners.Ttcso)u一10n(1b).
L互Att･T4. (4)7買

qE)軒▲･l･r舶 (16)21頁

言 霊 LOhreE,u:eot崇 .meg.I,ocni T器芸ThteO?,::tinntgtOJ:nhdeeBj hLhcSnNI;I.C.di:Xg,nts2
n-I-1下 また . J一朝 ミ指tの繕用を促jEする諸事項と､軌 供■l-EFITる書取 ､桝 して晩定すべきと
tIk ,され iJt_つの部分に分けて進められT=,

Aヽ tandardminimumrulcsFortheimplementionornonイu～tOdiJlsanctionsand

琵慧l岩 Ii.ngorhben,q･bternadonalPenat山 Pen･tenliar)F｡unda.loo
tA･CO､日 +1RP､Ⅰ.2,P15.
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p色irt･r細注(4)12Jt
rl▲■147等if(58)19rt
IE71にq･6:iQu:(I6721日コンメンタールの也的1り一及びt屯f畦に■fるbl分も_多国
Im･Jrl.Tも17比良に円らして咋或rべきでさるとの古書JJなきLLと･
.1ジ(代=1.1tlのJR主'ABSっ三が､より牢qrq:さtT,と.
I乏prt･F献主(5)TsF
.王ti井f･q梅は(5)26fi80-8日7115Fi
■A(力ヽI.ST･了.P3.P59.
.kplrtOhht:Intern!8ionalPreFnTal(･r)EnCttlnghrtheEiSblhLTmtedヾ■tJOnS
DdrtbOnLhcrLrcヽt,nt10nOfCr皿eZLJldlieTrca一menLOrretldeTIOnrOp･rll･
tTdJAJiumECFk)llOLleSInrelluOntOprt)blemortmpn､･)nJZ)tnt.OLh打petlal
仙t沖tulbJalleT71JtIヽemeaぶure■-丸COゝF･144JFN･14P21日0･Reprotor一be
hrEur)-Genera一'Re～eJLrlhotlaltemauヽe～tDLnPmOnment1..iCOヽr.14川3.P3119,
-Ri･FY,rtOllhclnteTTe810TlajPrepJLra10r)meetln8lt･rthelj帥thInltedヽa110n5
QdTEllOnthePre､enLIOnt-rCr皿eaLJld一heTreJtJnentOLTendersonToplrlL
㌔n皿MlJultlrePOllLIllt･SInrelatjonLoprObleTT11･rlTnPnSOnnlCJlt(-1heT'Pertll
tznLtl-)nlJJldJltt･rnユuヽttmea与uTe'りんCOヽF.I-日りPNJ.PIJ.
I-長生J'托会争Il■之の定JLftができるtガの■6-也.Ltと小として,比代的Lーq汁にかかって又
も=1.匹■*事Tの与含u､馳1実のRJLをも廿iki'JLP:ポとこLでJWしているかと:1う旬書が残ると
I_rr.ち.
.IP!TO)叫f;そ･eS巧.7したものである玖 IPPrtは､プラノItシーのfti;1に1してより拝招な晩遥
tミrJている.Mえは.B*t蕃托する遭P2_で､好AB今11丘JL事からそのプライバシーが暮JLされること
t如fもさめ十人t:そのFqt確と拝丘申立JtをIlえることや.■ランテ/アのrtflA相を定めている.
-F:えLlTPPF軍の吸定のすくは.社会司引十耳の竹tatFIのhモノ主びモのjt用にBlするものである.
R叩Or10rlheSeCTeuJLiGenemjrTRest!｡nhon.nt!rnatlヽestohlPrlちOnmentr'.
t′COM.14113.PLS.Pュt).
-Sc＼enlhLhhCdNationsConrressonthePrcヽtmtlonI)rCrimcAndtheTreaLmcnt
WenLkrS:rくL･ゝ(11ulion日6).
Sc＼cnthUnhcdNationsConrressonlhcrIrcヽtlnllorlUrCrime;LndlhcTrcatmcnt
OLTendcrl.R叩Onr,rlhcScぐretar).-GcnerdlpAhcrnall､csLOImprisonmentiLnd
n山IUrClr｡rlhc～oflalrcselllcmcntorprisoncr～叫,̂′coM.111/13.
llかthUnHCdNatiomContrcssonLh(･Pre＼cnlhnorCnmcandtheTrea【mcnl
'Jrendcrs.ReportortheSeぐretary-Generこ11～̂lterrtてlLiヽL･日0hpnsonmenlaJ)dthe
Tdu･llnrLO川1CPrlson叩puhtion".A/CONY.Ⅰ4J12.ReportohheSerrelar1-Generlt
'htcarthonユLterTlJtl､e510lmPrisonment～.
恥rTT13nBfshop.hroTl<IBtOdlaJAllCrnatt､eSlnrurO叩.ltn:トーJhbllぐalionSeries
ヽHlHL･lslnLl.1988).
＼√,TndnBlShop.トonイu510dJaJAJLemaltヽeSlnhlrOFW.‖RINPtJblIralionSeries
hlJIllelMLl.19即日.Pb3一丁5･Aneyl]l川C5PnnSC=OquCSIIonPlb3-jSb･
Ĉr)ヾF.Ⅰ21Ⅰ3.PlトI5.
ACOヽF.1叫,I_7.PH}13.
ACC＼LtJ1113.Plo-)2.
■ヽ>rtn姐的hop.＼onll瓜OdialAILernユt)､eSlnbrofX.HnlドITbbllradonSeries
hll川eltlnLl.1988).Fb8.

■ヽリrmJLnpl～hop.hon{uslodlaJjulernaLl､eHna)mrK.11EITドlPubllCat)OrlSeries
･ht→仙1､InL1.1り181.P72_
一人CO＼l.トH/lZ.r,1一事.
■ACOヽLH小11.PII.
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トorTTlaTLBIShop.hTon-CUStOd】al̂ lternau､eslnEurope.‖mtilPublleal10nSenes

ulJfHelsinL.･)り88)･P77-79･AncyIIllRespon､cHoqucst'onsPIGS-356･
lCOYL12113.Pll-16･
んcowl1-日 12,P12-日
lCOW,lJJ13.P12･
pヽorTrlanBishop.Non-cu510diaJA)ternatj＼esinI:urope.日tl～ PubllrationSeries

帆lJ･Hel引nLl.198i)･T79188･Ane･''Lm.ResponsesLoquestions,P163-356･
lCOW.12lI3,1り一日.
lco＼LHJIZ.P10･
tcoヽF.I4113,Pt≡-13.
pヽ ortnanBlshop.VonイuStOdlaJへ]ternatileSinEurope.HL=1NIPublicaLiotlSeries
ulJlHelslnL-,19&87.P89-91･̂ ne､lHIResponsestOqueStlOnSPl6.t356.
Vc(1ヽF.14413,P13-1-L

JP'ず れ のかくは.基ネ杓に監督の卓:=糞1.､.

pf宇lliかfftJ苅rZl中t=再屯のゆえに有蛋徒刑をやけた屯倉の刑の礼拝方法にqする.最古人民法屯
TlPH981年7月27E3)
p早手ナ■f期間缶に犯人の行Jlに応じて金子塀官を短書できるか苗かt=ETする､与■人民法院の直言
ll985fp5月9日)
JICONI.トH 13.Plワ.
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第三暮 日本の社会内処遇の関東点

r且連)的Tl?措F頼政甚準吸別｣及び社会内地jaにおける同作的載白に照らしてみた切

を,紬 の社会内池月の特徴ないし問鼠点について何机 ､えるだろうれ また､第-孝で

印 したE]本の杵会内処遇の兇状を合わせて考えた4合､tlF抑 こ同港にしなければなら

?t点はいかなるものてあろうか｡以下､このような悶屯な表の下で､Ej本の現在の社会

牌卦こおける田等状況について検討してみたい｡

一差A的継

1.咽遵jE拘:1措符長欠基準般別｣ (以下r瑚FllL｣と略称する)と日本の社会内処遇と

の比較は･bすLも車劫なことではない｡規則の内帝は多岐にわたるものであり､かつ､多

krL各円の刑'ZlnJu:制度に姑通して妥当することが要.-1は れるため､ 一般的でやや抽象的

な#緒が多い.AnlIJのかかる作ffを考えると､その個別的な税定と日本の国内法令との細

別,対比机 し1Jb:の社会内処遇の問題状況の解明及び改剃ことって余り滋味を持たない場

今が多いとulえよう山｡

従って､ここでは､規則からその基調をなす)1本剛lrJの部分を州山して､これを問題分

析の桟木的軌称と定め､かかる視点に立って､RJtのJl.会内処遇のILU魅状況に対する検証

を土めたい｡

弟一書の結LJAの部分において述べたように､搬F川を支える ~つの拝は､ つ は､非拘発

tJを促進するための指針､いま一つ臥 非拘讃措flに付される掛 こ対する法的保障であ

った｡すなわち､細別の基本枯神は､ (1)公判前､公判及び公判後の刑･ii司法の全段階

･こもt･て､非的栄枯■を活用して､拘宗を最大限に回避すべきであること､ (2)携岸の

亡的 なフE3へ-シヨンや′{ロール制度を一層充実化させるととも(こ､そこに多様化され

':Iた袖 jA方法を等入すべきであること､(3)さらに､伝枕的プロベーション､バロ

ーJtと舶 刑こ.新しい自由刑の代替処分をERl柘すべきであること､そして､ (4)これら

C硝;･T措aを促進するにd5って､非拘禁措tに付される石の人Liを帽 しなければなら

;いこと､を促すものであった｡
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2脚'JOかかる基本料神に照らして､E7本の社会内処遇の現状についてみた場合､その

犀醐 祝の基本的性格の一端が明らかになるOすなわち､一般論として､次のようなこと

縮 えるように思われる｡

上述日 )の ｢拘禁をLa人限に回避する｣という点では､日本はあまり深刻なFtEJ題を抱

ぇていないように思われる｡周知のように､日本においては､起訴猶予等いわゆるダイバ

IH ンが発達しており､また､那-登でみたように､裁判首の実刑に対する姿勢は謙抑

吋である.そして､口本は､多くの川のような非拘禁処遇に恥じ.をもたざるを得ない刑務

戸越剰拘禁という切実な問題を全く抱えていないDただ制度上の間過として､執行肺予の

那傾作や､仮出獄の許可手続等について検.JiEすべき点が残っているように思われる｡

しかし､上述 (2)の問題､すなわち､現存のプロベーション､バロールの充釆化及び

新しい方法の多様化の問滋に至ると､日本の保誠観察処遇を､制度及び遜mの両面にわた

って､再検討すべき点が多いように思われる｡現行保護観察制度は昭和20咋代ほぼ確立

したものであるが､その後進木ntJには大きな法改正を行っていない｡しかし､その後のプ

ロベーション､バロ-ルの新しい発展に照らしてみて､はたして規行法のままでよいかに

ついて検討してみる必要がある｡また､運用の面でも､現在の保超観察がいかなる状況に

あるか､について根本的に検討しなければならない｡

さらに､上述 (3)の問題､すなわち､新しい自由刑の代替処分の問題に至ると､国連

紙基準属別は､日本の社会内処遇に対して､多くの新しい研究課塩を提起しているよう

に思われる｡

最後に､ヒ述 (4)､すなわち､対象者の権利保師の点に関しても､現行制度及び道川

叫で問題がないかを検証してみる必要がある｡

以下臥 これらの問題点について､これまでの日本国内の議論及び周遊基準規則のF̂府

を糟まえながら､只体的に検証し､そして､今Elの社会内処遇が特に対処すべき課題が何

かを鮎ルてみたい｡

二執行猶予及び仮釈放の問題点

ド)執行猶予に関するE呂個 点
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執行猶予に関しては･主に制酸の酎こか て､いくつか検討すべき問進点がある｡E]木

の刑法改正作美において､執行猶予に関する様々な開延が議論されたが､主なものとして

次のようなものがある｡

第-1こ､執行猶予の要件をさらに程和すべきかが一つの間組であるoます､押側 の要件

に関して現行法は3年以下となっているが､強盗致傷罪のように､酌量減軽しても執行猶

予を付し得ないような場合があるUこのため､改正刑法や案は､同罪の法定刑の下限を現

行法の七呼から六年に引きFげた't2｡

次に､前科酬 二の撤廃は､刑法改正仮案の内容の-つだった机 準備草案はそれを採用

しなかった｡再犯予測の技法が確立しておらず､判決前調香制度もない現行法で臥 前科

鮒 を維持するのも止むを得ないところがあるが d"､その要件を緩和すべきとの意見も

ある生'｡

窮二に､fi格制限のFTiJ姐がある｡現行法のFでは､一定の犯罪について刑に処された場

令.これに伴う付随効果として特別法に定められている様//な資格制限を受ける｡この制

限は､刑の執行猶 fT,を言い渡された名も例外でないとされる場合が多く､その結果､せっ

かく執行猶予となったにもかかわらず､犯罪者の社会内での改題更生を妨げる場合があり

うる｡また､公務f]等は､繋船以上の刑に処されることによって当然その身分を失うこと

になっており､具体的や僻によってはそれが甑にすぎる場合がある｡ ttS｡

これらの理由から､改正刑法草案は､新たに凸格制限の排除の規定 (節70条)を設け､

刑の執行猶予を言渡する場合､裁判所の裁量によって､JW=処された者に対する人の資格

馬鴨に関する法令の適用を排除する旨の言渡をすることができると定めた.犯罪者の社会

復舶 促す意味では､同規定の実現が望ましいと思われる iC

笥三に､執行猶予制度自卯 こ内在する矛盾が指摘されているOすなわち､執行猶予の奴

的刑弔政策的機能を追及して､心理的強制による更生改曽効果を阿ろうとすれば､どう

しても宣告刑が実刑の場合より重くなるOそれが取消されずに済んだらとくに開削 Sない

か､取消されてもとの刑が執行されると犯非者に酷な場合がありうる｡さらに､執行猶予

と保護観察が結び付く｡その場合､執行猶予が取消されると､犯罪者は､もとの刑と保護
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脚 二歪の割高を受けることになる注7｡勿一論この問題は日本だけの間組ではなく､回避

畑の中でも･執行猶予に生じうる ｢ネットワイドニング｣の問過桝旨摘されたo

この点においては､宣告猶予の場合は､保遜観察を受けたという御 題を考慮して刑を畠

定することができるから･比較的に間軌 紬S'少ない 托○｡執行猶予の上述問鹿点の解決策

として､取消の段階で弾)J的な取り扱いを可能にする方法を講ずる必要があると言われる

～

(I) 仮釈放の問題点

窮一幕で述べたように､職後仮釈放を積極化するための様々な努力が行われてきたにも

かかわらず､仮釈放の選JTl現状では､ ｢仮釈放原則化｣のBg念からかけはTJ:れていると言

わざるを得ない｡受刑薪の質の低下や､探題観察の1無力等が=われるが､仮釈放手続自体

にも検討すべき点があるように思われる｡

節-に､仮釈放の許可､取消機関である地力委E:3会は､準司法機関として施設側の圧力

を避け公正妥当な決定を行わなければならないところ､その構成員に関して､煩正関係者

に片寄りすぎていること等が問題として指摘されている 引D｡

罰二に､仮釈放手縦に受刑者の参加をより職権的に認めるべきではないかという問延が

指摘される丘11｡現行制度が充足初期においては､仮釈放出願権は認めなかったものの､

排他の出願又は放棄の意思を確認することを原則として､応当n時点での舞埠を原則と

していたが､地方委員会の人員不足等で､この制皮がのちに廃止され､現在は､地方委員

会の仮釈放寅理は､基本的に施設の長の申請を待って行うのが現状である (斡-詩第二節

を参照).仮釈放申請権が主張されているが､有効的処遇を行う観点からみても､もう一

変｢実生の描鉦｣としての仮釈放の凧 別こ戻って､受刑者の仮釈放手続への参加をより朝

鰍 こ認めるべきであると思われるO

仮釈放に以上のような間過点があるが,その解決矧ま､部分的には､保護観察の充実ぶ

りにかかわってくる｡すなわち､仮釈放の受けmとしての保讃観察が有効に機能しなけれ

ば､仮釈放の磁極化には限界力犠 るのである.そこで､現在の保題観掛 ま有効に機能して
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･.･るr=ろうか,

鬼行併弟位察制度及び運用における問笹点

.∫) 刺碇上の問軌 忘

.r紗 榊 :,地 道長政基準叔別｣は､ r監匂 ･処jaが付う非拘.pq私通｣については､保

きび について臥 処jBの弾力化･個別化の刷 は 嶺JTしている (7に ヰg- 筋を巷照)｡

†ミbち､促mは､

日)F!の執行納Fと侃遥fuiとの有線的組み合わせを淀め (叔別8･2 (gHh日m))

12】良.I較勲の期間については､ ｢怒罪六の成奴がよいときは早期に終結する楓定が臣

とれるべきである｣とし (規則 11.2)

【3)JE':i中頃については､

ta)き叶l噸 の決定の際は､ ｢托会のニーズ並びに犯罪占及び鼓-.ヤ古のニーズ及び権利

を十釧二号LtLなければならない｣とし (規則12.1)

lblr遵呼琳朋は､犯31絹･の進歩向上に応じて､明文の規定にJAづいて､権限のある横

榔こよって修正することができるものとする｣とし く規IIIJ12.4)

lC)連呼竹qi迎反等の舶含､ ｢非拘禁措田の蛮EiXは収nに当っては､権限ある機関は､

これに代わる他の適､Ljな非拘讃措密の活用に努め､他の拘諾処分は､他に護当な代替策が

t･.ときにのみ目すことができる｣と定めている (規則14.4)｡

吸粥のこれらの励定に照らしてみた場合､日本のBl'fT伽JI醗察制度は､促諸税軽と執行

軒 との乾び付き方､期間､及び遵守事項のいずれにおいても､地溝の岱別化､弾力化と

lうgj.tからみて､枚証すべき間盈点があるよう思われる.

1執行地T･と保讃捜索との乾び付き方にF月する問筏

鞍一書ですでに述べたように､執行猶予自体に､心理的強制に基づく犯人の自力更生を

A.丁とi､う†糊 予防 Lの放任があり､保題較察はさらに桐が磁極的に抜臥 藍やすること

こよって特別予防の可能を果たすものであるから､それぞれの概能と犯罪者の只休的問題
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蛙とt･qらし釦 つせて･その才渦 的結合をrR瑚する制度が9Lよしいと思われる｡この視点

?与力f=鮒 法上の冊艶点臥 保&捜索は 1-度臼の鈍行猶予には必要的に付され (刑法2

3上の27日項)･また､再度の執行猶予は､前の執行猶予が保3枚察付きの場合は行え

きい(郎去25粂295)というところにある LZ｡

FI法衣正中繋吐､ ｢再度の執行猶予の壌合でも､前後の犯罪の罪耳等が全く異なる等の

!紛 ら探題扱塀を必要としないIB例は十分考えられる｣ 叫 こと､また･ rCu 捜索に

作 られた執行鋪声音が罪を犯した場合でも､さらにCu 税額を鮭拭することが本人の更
K ZL卓なq治 もある｣i.ことを理由に､一変日の執行猶T,の叫合でも､保&観察を裁

耶げ戒書的に付し待 (69粂1項)､前の執行粥fに保&扱索が付いていた18台でも再

叩 鈍行nU･に付し得る (68条3項)と定めて､1滋の[Al凱点の解決を阿った.

2促成扱察沌HLuの問題

萌 に､牧子T郷予者の保護観松の畑間に叫して､JWtr法では､保B!征夷壬の細岡は執行猶

予の期間と同じものになっており､単に､行政ILtrJ.の処分により仮にそれを解除できる (2

5泉の2耶21Li)とするに止まっている｡仮解除の励定のない仮釈放六の保題観察の期間

よりはいくぷん押ノJ帆lになっているが､前述の処jA個別化h朋IJからすれば､18日iilがより弾

力吋なものであることが切ましいだろう｡改正刑法(.1炎fL ｢JgJrt'Jがあまりfiくなると､

付3捷iEの内命が地相したものとなること､保題税解が成tJuするか失敗するかは､大部分

¢岬 について-_年以内に明らかになること｣ を埋由に､保dt税嬢の期間をEi別とし

て.年､粥予期問が三Ll=未満の堀金は､措予納間によるものとし (69急2項)､三年以

Pの粥巧が相当と認められる時は､裁判官の成魚により､耕T･期間範関内で期間を定める

こした(69真2､3墳)｡また､｢採点挽祭を鮭托する必要が全くない喝合もあること､
良和 より▲解除のカが本人に与える感銘力が強く､いっそう改稽更'牛への労力をする刺

虹 +Lること｣一~を確由に､r改善更生の目的を遭したと認められる状況があるとき｣

i.納 所の7k式を得て､行政官庁の処分で､保孟扱穀を終局的に併除することが出来る

とした(90粂)｡採点軽索の弾力的運用を頓挫したもので､評価すべきだと思われる｡
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柄.に,仮釈放に作う択詰扱矧こついてみよう｡卿 丁弘で臥 似釈放に必ず保護扱寮が

終 舶 蚊解矧村も残刑の期間とされている｡よって･無廠刑等良脚 Jの仮釈放者の促

渡印 が長すぎる反乱 短期刑及び蒲柳に近い仮釈放者の傑歳晩群期間がhiすぎるという

f齢 が生じている｡政述の如く､仮釈放も刑の執行耕T･と同じく､それ自体､刑が再軌

駆れるという心PF戴刺をもってEZ罪名の自力重態を促す特別7欄 上の息能を有しうるか

;.さすLも帝に保益軽索と括合される必要はない｡また､加悦も均一のものである必要

=fJl+い.

柁 改正群発は､む釈放の期間を妓刑期問としつつ.刑の郎 Jを受けた期間と同一の期I5蛇過した時 (mL､刑の執行を受けた期間が六月に浦たない叫令は､六月を経過した
特).東胡刑については､ ト年経過した時､刑の純ITfを終った古とする (85粂)とし､

れて､政釈放捌よそのNl間中騎別として保d放射二什されるが､行政官庁において必要

5'ないと認められる時は,この限りでない (83兵2項)とした｡さらに､執行猶7,に伴

う保3位浜の堀缶と同位､解除､仮解牌をE.iA'Dめている｡これによって.保諸税察期間が長

すぎるというI.'rJ滋は解決できると思われる｡

和風ま､糊間が短い場合である｡この点､改正刑法J,て案は必ずしも苔えを山していない｡

純 綿 は､仮釈放された僻の残刑PJ間が6Jl.長浦の帖は､その保成規鮒抑相を6nとす

るとした｡これに対して､刑期を超過しての探題税矧ま仮釈放になった占にとって不利溢

Tざるという批判があったことから､改正刑法丁,t実はこれを採択しなかった 1㌔ ただ､

このような批抑こ対するLk批判もありうる■tJ｡ 一方､刑細浦√前､例えば刑期の六分の

王押 通した時点で､ 一定の除PH事由に当たる18合を除いて､必要的に仮釈放を行う制度

･'-足等された｡これが･&柁すれば､保護税寮の一定のLhl倣9]t馴ま確保されることになる｡

葛在もこの捷淡を支持する見解 1●もある机 これも捉択されなかった｡屈伏の下で臥

柵敦の農相に如 ､て､その許可を崩唾的に行うことによって､保讃税寮の必要な..i仮親

Iをなるべく杜氏するよう図るしかないように思われる｡

338･･HI租に即する問屯
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鮒 法の遵IfTP項に関して臥 様々な間鮎 があるが､主なものについて見ることにす

a,

㌢ L:､もっとも事窄な問恵の一つは､現行法が･軌'fi妨刊こ伴う保濃艶掛 こついては

締言付･P項を揺めていない点である･また･ 一般遵qF'か項(=ついて見ても､善行を保持

Tること､†相 を移転し･又は一日以上の康行をするLSfまあらかじめ促農牧察所の長に届

.TBること (他保法5条)の二項日を設けるに止まり､その内容も仮釈放名の保讃扱寮の

一朝 ･nljBに比べて托和されたものになっているし保■扱頼独自の織陵を強記する立場

oからすれば,爬行法に間亀があると{えよう｡

とろん､特別T･仇の扱151からしても､執行RU,と仮釈放をEr別すべきとの主張があり得､

桁 別姓が丑E別 事項の定め方について執行猶予の堀命とa.x釈放の場合とをEi別した確由と

して､(i)執行梢や斤の大多数が初犯者であること､ (ii)成人再で推満的に､社会的に

当はしてi占勅している古が対象削こ含まれていること､ (iii)執行捕7,のL越 しを受けた

ことによる蛸激から史′上の虚欲を高めていることなどが考慮されたと占われる 也 が､こ

れらの吸歳を考膿にいれても､税行法のように､執行捕f梢 と奴釈放占を峻別することに

蛭間児が填ると)息われる｡風災関税としても､四号税額対象hのうち､托醒剤取締法迎反

石､侃JI姐分前雌臥 林力Ftl関係者等いわゆる処遇的雌市が増えてきており LtZl,対象者

Y''j抱えている悶軌気がこうしたものだとすれば､仮釈放占とのIFtIに現行法のような相迎を

をける必垂作がないことが姓遇現場からもかねて鶴く半銭されてきた d'｡

R法政ITI,t寒の老成に当たって作成された r保讃位鞍の遵■､‡■■JI項に朋する要約箕｣は､

紙封予と仮釈放の朝命の法定遵軒 担項と戚■による遵寸サ項を -指して定めたうえ､執

FaT･の喝合併&扱積を付する時でも､裁判所のR.一連で ｢沌qtこよる3g守･Jl項｣を定め得

己とした(重科米萌二日 ｡

義-･に､jt守･Ji項の内科 こ朗していくつか検討すべき悶屯がある｡さしあたっては､EE

鴨Ittこ関する,順 を換射すべきように思われる｡

瓦葺基年収別臥 処遇実施道程において推進すべき処遇の多尉 ヒ策の つ として､｢居
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庄プログラム｣をあげ (規則 13･i)､また､公判後､執行段階における処分鵬 の-

っとして､ ｢ハーフウェイハウス｣を定めている (規則9･3)｡ヨーロッパ埋弔回閣僚

委姫 によって採択された ｢自由刑に代替する刑刺 払/JT｣という決議の中でも､ ｢居住施

齢活用する新しいプロベーションの方法の採用を口約とした研究｣を勧告している 払 C

このように､施設居住を伴う処遇プログラムは､有効な処遇方法として､現在国際的に

纏めて蛋重視されている｡

しかし､現行法には､施設居住を伴う処遇を認める規定がfEilかれていないo荊-L'riで述

べたように､終職当初､司法省から投出された ｢司法保護歩業法の改正案｣には､仮釈放

純司法保護団体に委託することができる旨の規定､及び司法保誰団体がこれを受け入れ

る菰拓がある旨の規定が掛 ナられていたが､GrlQjlluは､施設収容に関する規定を犯罪者

予防更生法に盛り込むことに煤色を示したために､実現できなかった 曲 ｡

日下､実掛こ如 ､て､仮釈放者に対して 東生保議会での居住を伴ういわゆる ｢中悶処

乱 を実施しているが､その法的根拠としては､特別遵守竹項の一つときれる ｢指定され

たElまで帰任地に帰任すること｣ (仮釈放及び保,避観察に関する規則 (昭和49年4月l

El法務省令第24号)以下 ｢仮釈放等規則｣と略称する)という規定に求めている｡しか

し､ここには若l=欄過があるように思われる｡

すなわち､現在の仮釈放等税別の前身である ｢地方委員会の決定などに関する規則｣第

4射こも､帰任地の指定の規定があったが､これについては､当時､保証観察所への{LJS頭

点示と合わせて､ ｢保護観察への導入のための一時的な7-･続である｣と理解され､すべて

の仮釈放者に必要的に指示されていたようである 'L2㌔ そして､実務側からの強い安室も

あって82丁､刑法改正作業の際制定された前述 ｢保護観察の遵守事項に関する要綱案｣に

｢更生保護会その他の適当な施設に一時的に宿泊して指導を受けること｣の条項が盛り込

まれた(要綱案第二1項五)のである｡現在の実務における上述 ｢帰任指定｣条項に対す

る恥俊更は､法改正を先取りして行ったものというべきであろう｡居住を伴う処遇は､

専守瞥項の中でも､自由制限の度合がもっとも強い一つと言える｡国連基準規則の ｢法紬

E:よる処軌 という原則からみても､現在の遜用に聞塩がないと言えないだろう｡しかし､
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I空相 会での払jAが有効的な処遇方法として評価されている現れ また･かような処遇

i'2fLも長打珊仮釈放者に限る必要がないとされていることに鑑みれば･この点に関す

る定法括Fが早急に行われるべきと思われる｡

毛.に.jC寸秒項の変更､附加の間葛がある.保農政紫の吋別的姓遇を義37すれば､そ

8月■や題守1̀1項の托Bi､内容が辞J)的なものであると日時に改善状況に応じた対応も辞

輔でなければならない.しかし､潔行法は､四号扱喋は勿論､他年の保it捜索も遵守zi!

抑安里を認めていない｡成枯良好の現合は､血解除などの制皮で ･姑対応できるかも知

T/Zいが､j8'{flJl凪迎反のtu合は､執行延予､政釈放の駁iilの手段しか残されてない｡L

PL､取消は保&板弁弘道の終絵を意味し､車軸(二発動できるものではなく､実際にも純

的Z奇書切迫反による取消は比較的に少ない (遵叶Jt項遥反を取肝II由とする場合､そ

D暮'.7JP41内解は父際は犯罪の要件を練成するものである堀合が多い)｡従って､対象名

.TEJ苛性に11仏できる遵守弔項の変史に関する立法揃Fは必要であろう｡

刑法改P.1発の前述 ｢要綱案｣は､遵守111項 (ui綻 ､此奴両方)は､ ｢行政官庁の処分

によって､新たにこれを定め､又はこれを追加し､変91し.もしくは取消すことができる｡

FL･､刑の純子r猶予されたE･については､成判所のJkaNt.を'(.は ければならない｣ (要綱案

7L.3)と定めた｡

以仁のように.現行保讃扱娯制度においては､V.iLl肝淡すべきrLrl雌が少なからず存在

-ているように思われる｡それでは､制度の遜川dlにもいては､Ial題がないだろうか,

('.) 差別1_の問親点

今8の日本の社会内処遇において､長大な悶艶点がやはり深甚放水運用の面にあると言
ってよいと竪われる｡節一年で号嬢した社会内払jBの現状からみても､この点は明らかで

ある.すなわち､凪遇の組織基℡が ト分休力づけちれていないまま､保Ji授頼対象者の間

t与の多射とかちも様々な謀屯を提起している｡現在の社会内処遇は､凪jB安臥 対象者､

生'5-一名を結びづける処遇方法のいずれにおいても､閃旺な状掛こあるように思われる｡

)鳩 休刊の閃唱
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国連史罪防止会誠に捷Lbされた各国の報削 3が共通して指摘しているのは､社会内処遇

を綿 させるためには･まず･処遇fZ源の尤'R化を回らなければならないことであった｡

帥の社会内処遇の資源においては､さらに､採点授無官と保正司の関係をいかに調整す

抄という日本特政の問題性を有するのである B｡中も後社会内処遇の展開において､こ

6月題が広大な諾塩の一つとされてきたと言ってよい｡

克行保曲放射こ対するもっとも強い批判も処遇体制に向けられたものである｡すなわち､

相投群青と保護司との防係に関する法と屈伏の岨l畠に対する批判である｡この間題意設

hLt芙蕗内外から挺起されてきたE2'｡

前述のように､現行法は､保題醗無官の役割について､ ｢保盛扱察宮は､医学､心理学.

照子､社会学､その他の更生保護に関する呼門的知掛 こlAづき､保題税察､人格考禿､

その他の犯罪Rのd!生保戚及び犯罪の予防に関する朋別こ従･拝する｣とし く19条2項)､

｢保議司は､保遜挽松宮で充分でないところを補い･.･他力委日会又は侃避税吏̀所の所雫に

Iする■ff掛=するものとする｣としている (犯T･法20泉)｡

このように､保諾観要言という科学的処遇は､このような科予的知識を組織的に右する保

服琳留が上体となって行い､足りない部分を保超司が榔うという軌祐体制を法が予定し

たとiilえる｡

そして､探.BpJの補う部分として那キされるのは､その民Ial性､地域性を生かした役割

こ6われている叫 ｡｢民間性｣とは､ ｢官僚的倫威をもたないiEぼ さから対象者とより

よl人間閑旅を作りやすい立切にあり,民間人として､規則や勤劫時間に拘束されない柔

的サービスを提供すること｣と言われ JdJ, ｢地域性｣とは､ ｢地域定住者であるため

こ､鳩 名や地域社会に関するIl縄 が多く､対象者との接触 ･交淡 .社会斑源の活用及び

t恥 の行使が容易であること｣と言われている tZ｡

しかし､法の予定した絶域のあり方に反して､保護扱輯留の人数が掩鰍 こ不足し､管理

Iを騒く保讃観察官のl人当たりの,jl件担当最が150作を超える 瓜 A.相 担過剰である

'=め､現状は､保護税解の実行1削ま保護司であって､地区担当保護観察官の仕.Bは､繋件
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¢インテークと保&司への割り当て､保護司から寄せられた報告の検討､何か切放があっ

っを十分に行うことさえ車軸でないと占われる 棚 ｡

このような現状のために､本来保讃捜凍官と保nS司がそれぞれの長所を生かしたは由無

蛇とるべきもの机 かえってそれぞれの特質を浪殺しあっていると拍構されている dJ

.すなわち､保&醗群青は専門家として､探題blに対するケース ･スーパーバイザーであ

るべきなのに､自らケースワーカーとしての体験を持てないため､その役割には限界があ

oJ'､-R､保&司は ｢民間性｣を発揮すべきなのに､保題観察官の瓜疎をk7代りし,

紺的色彩をもたざるを得ないと,i'われている 一 ｡

また､抹題司そのものの限界も指摘されている｡例えば､保讃司のrr,dr齢化問攻がその ･

つである｡すなわち､退任希望者の少ないこと､壮年樹には時帆的余裕が少ないこと､離

絹での悦過日)挨柿石の雅兄の困#なことtJでのFI!由で､,.Lr齢の伽題Fflの占める割合が

高く､そのために､保讃税水対象者の過半数をILjめるぜ少畔の処遇において意見の疎通 ･

珊 ･影gノ)の行使等の点で貯侍になること､行動力が一般的に減jLiすること､研修効果

に限界があること等が指摘されているdth.

また.｢地域性｣に関しても､#Tb一部又は淡劫性の高い地域では､保戚L]'Jの地域性は低

下していると言われている叫 ｡

ll上のような間唖状況の根本的な打朗茶としては､探題挽幕営の人Ll､予界を大嶋に増

やして､法の本文意図した望ましい協働態勢を碇立することが先決であるとの指摘 注.)は､

相性としては正しいように思われる｡思うに､上述の捉讃司に掬して rTEJ超｣と言われ

もものの多くは､探題司の白身の間屯というより保讃統解せ不足から生じたものであり､

ミミ､現在のような縦筋バランスにおいては､保護税無官の ｢gPq性J､ ｢主体性｣をい

くら尊前しても過ぎることがないように思われるからである｡

し札 ､臥&扱頼官の増日算誹を保題司批判と結びつける必要はないように思われる｡
鴫司が行政榊鰍 こ組み込まれすぎて官僚化しているとの批判を受けている机 ｢権力を
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ftとしたケ-スワーク｣に本fr的に内在する矛盾を･保m司が私通主体となることによ

って,･定の招か ず和しているや実を見違すべきでないように思われる｡

また､扶&扱頼官の増口､保遠投無官の書門性をいくら哉JIしても過ぎることがないが､

亡と.艮浅位珠官の人政がいくら増えたとしても､地域社会に生活基盤をilく対象者にと

つては.その地域に凝差した民間人の協力は軽対的に必要である｡また､対象者の多くは､

1円的技法｣を辞任した処眉のほかに､住居や紀文､就学で日立生活する上での環実的

1蛇 必要としており､内外とも.確実的生活蛙助を&現する礼遇モデルが亜祝され始め

ていることも'1収である｡また､国連 rjF拘宗措■最低iM 般別｣の重要な持孜の一つが

eAの事加の義JIであったことも忘れてはならない｡この点味で､保&司という日本の耽

細巾主な社会内梁瀬は維持発展させなければならない｡

しかし､現在､保盛司も局部的に不足している状況が起きている｡人口過疎鵜では過半

土の保d司が●JT作を担当していないのに対して､人H急増リ.T.では併読L'1の25パーセント

b･順以｣をJnlLlしていたところもあると【言われる 川 ｡また､保還JJの能力の差から氏

神一の十均A.年が/とじると言われる E4'Qさらに､郎巾再Utl兜や郊外の人規撰宅地造成等で､

紬班の伽題rlJの宛榊に時間がかかることも言われる …｡また､f-17]逆の如く､高齢化の

ため､少咋処遇に適した保遜司が足りず､それぞれのtlfr-'JhtJ特Jkをイ了する保讃司も不足す

る等の閑宅も榊aされている｡

このような確状を々えると､保護扱察官と保議司の両方の充実 ･強化を図るべきだと思

細 る.

毘丘捉懲伽こ別しては､保ぷ捜索官の大嶋増月を見込めない現状では､種々の形での処

輸血を強化するbtE茶を施すはかないだろう｡現在､ ｢分裁地溝｣や､ ｢応接処遇班 (栄

I.禎 )J､ ｢定搬St在｣､ ｢タ洞 私通｣､r保題抜殻留の各切掛捗｣等､保議軽索官

屯も為への正接なかかわりの強化や､処遇能力の向Lを閉った制皮が存在する｡また､薪

iSI軸 の対象名東型の多くも､保護税疾官の即 J的払卦 こその劾光を期すべきものであ

そ･また､これら既納 J皮の前にも､ ｢重点軌道｣､ r払jA分類制｣､ ｢初細捜祭｣､｢怒
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脚W J等のCW 悦鮒 1の由岐処遇の効果を回った･Xはその効米の証明を囲った制度､

?宅がかつて存在していた｡これはいずれもt逆方向での改畠を図った郁一杯の労力の現

畑であろう｡ただ,特に･これら現存制度以前の試みは､とちちかと言うと r保護観察

印弘道吐促a司の池月より効果的である｣という一般的な仮脱をiZ明しようとするとこ

ろに一点が■かれ､そのいずれも･所期の結果を狩られすに終った｡これらの研究､虹遇

o折 でIl益なhJlがあったとすれば､それは､私通の対象､処遇の内容､及び廷遇の押

l手のマッチングこそ屯要であるとlうことだったように患われる その意味で､凍在の

r寸日払jaJ､ ｢溺智明処遇｣のよう(こ､対象古を,flt外的に分親し､それらと範み合わせ

て年jI世寮母のET.体的な役Dを検正し､さらL:それに関連つけて侃題畷rl官､予辞の増加

を如)てtiく方がより説得ノJが持てるように患われる｡

一方､喋AせL･1に叫しては､本来加持されている民間作､地域性に)J'づいた役<ufTjを一層簸

たするとともに､指摘されている問題点に対するF7.1体的解決茶を掠るべきであろう｡

民間性に珊しては､健かに柔軟な払遇を撫眺できるという1主席があるが､一方では､｢鹿

lや勤拷柳判にfl,)成されない｣民他人によって行われる処遇であるが故に､対象膚の権刺

日梢を′上ぜしめる噛介がありうることにも留点する必要があるように足Lわれる｡もし､対

約 のiF肋のみならず､指導監骨今般を保超ulがfrわざるを糾ないのが別状だとすれば､

頓qlの行う姐jBにも一定のルールが必要であるようにJl出われる｡

また､地域作の低 卜 人f]催促不足等の聞耳削こ押しては.人口及び･Ji件数に応じた保諜

良二との保&‖】定数の改定や､保逮司選適任制度の改叶や､保護司の肝性､凪遇マ二ユア

'･珊 成等による保逮司の弘道能力の向上､年齢制限､薪甜允地区周辺の保諾司による力

J~.等など馳//な肝決策が捷藁され､その -aiは実行されており､今後もさらなる改善

=･望まれるところである｡

さらに､最近､保讃司間のネットワークあるいは､保&司宋源以外の社会内の資源を包

毒しR=えソトワークの構築の必要性が唱えられ､注目に也する｡すなわち､従丸 ま､保讃

一事市と晴々の保&司との迎範払謡が強訴されてきた机 撰述司個人の心する抜き能力と

I抱 屯られており､一方対象者のニーズは多柾であるため､保iltE♯所及び地区保讃司
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去レベルで･塙用できる一切の人的･物的･制度的誠東独を租破約に糾合､整備し､各保

l紳eL費に応じて対処できるネットワークづくりが必要だと上弘されるのである 叫 .

王と.一割網 様の趣旨で､社会内処遇の多様化､ff源の効果的利用､侠&扱凍官の新旧真
綿の良dl,]その他のfE辞との/叶 ンタッチ等の扱点から､社会内や源全体のネットワ一

I;づくりが手盛されているP ｡これらのネットワークが形成､捕用されるには､保吉投

打のコーT-ィネイクーとしての能力が一周求められるのはFllうまでもない｡

2事しい処遇施設の捷戌と新たな間盈点

左道のように､今上ほ での社会内処遇の展開に如 ､て､比較的舶吏までは､主に処遇体

的ありJJAが間堀とされてきた｡すなわち､いかに伽&扱頼fT主事型の処遇体制を碇立す

相をめざして様々な施策を展開してきたのである｡托会内処遇の研究の多くも､その批

細矢先を､税ttの赴jB体制の不備に向け､処遇fE瀕の允'R化というftJ皮から間恕提起を

行ってきた｡

しかし､このような処週休制中心の払jE蒜から､礼会内払遇の発展のための姐設的捷案

が書かれるだろうか｡処遇史跡が必要であるゆえんは､対象Rのニ-ズに合った処遇を行

うために必典なのである｡そして､対象名のタイプは縫J/であり､個/Jの対象者の抱えて

いb=-ズを千月万別である｡こうして､対象別こFlをF'lLナた切令､対奴Gと処遇姿源を

83つける処遇の方法､処jAの内容の充実化が問われるはすである｡

咽遵非拘剃苫Pt最低准準規則｣は､保讃扱幣の目的について､ ｢Pl犯を防止し､犯罪

鴫.J頗ることを別 個 に食い止めるような方法で犯罪古の17if社会化を旗助することであ

'･)と定めた (fqMIO.1)上､この目的を辻I,Rするためには､ ｢偶々のケースに応じ､

ミつともj一切な指導監督と私通方法は､定期的検討され､必要に応じてIFl軽されなければ

''ちない｣と定めて､礼遇の個別化原則を明らかにし､そして､処遇の実施3A樫において

i･'む罪Eのニ-ズに､より効果的に対応するために､ケースワーク､処拭療法､居住

アコケラム､犯取古の穎懲こ応じた特別処遇等多様な処遇企由が即発されなければならな

L･-･(触 13･1)として､処遇方法の多様化を糾 した く功 一叶邦一節を事照)｡
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丘年.HJLの社会内払遇においても､grたな動きが見られる｡比較的早期のものからみ

ると.分頑払ja制度.一一は､捉&観察官il帝の効本的判mが主たる[柵 ではあるが､対負

ED細 粒枚作に応じて･処遇の浪淡を淋こするという意味で､処遇方法の多様化施策の

.fIとしてほ■付け点すことができよう｡

脚 52年から実見された交通短期姓遇 細 や､平成6年から実BSされた短期保讃捜索

.も､対魚名のral苛性に応じて､処遇の期間､方法を 一般対魚名と男にしてしる意味で､

即 多様化を関ったものである｡

E㌣61年から再充足した､長期刑伝出獄古に対する中側処遇は､ハーフウェイハウス

純為をせEAしたもので､注目に色する｡

そして､中破2年から帝人された東型別処遇は､住民刑､シンナーAI,濫用対象名等､保

脚書対象Eのもつ間屯惟その他の特性を､その犯肝･非fTの定位､Bl境条件等によって

1lu別こ戚幣化したと､各類型ことに具体的な処遇指針を例示し､その柿拝に.t.(.ミ点を合

bせた凪遇をrR施し､もって処遇の充実化を関ろうとしたものである｡

この制皮は､それぞれの類Q_の対象都こ対して､遡上時々の刑竹政策的関心から講じら

れてきた施邦を統合したもので､過去のrR虎経験にU･ついて制起された側由は､り後の処

J畑 性を示す側面の二つの側面を持ち合わせている ■｡分部組過制度と合わせて､軌

g射丸遇制皮は､現在の社会内処遇の中で､稔合的な処遇施策としては､もっとも盛宴な

ものとしてILJT泣付けられることができるように想われる｡

こうしてみれば､日本の社会内軌道は新たな局面を迎えつつあるように思われる｡対象

細野qL性に石眼した処遇内容､処遇方法の充実化を目指して､新しい処遇施策が倍庵的

【払 ちれ始め,保過払軽の多様化現象が起こりつつあるように思われる｡

しかし､これらの新しい処遇施策の探求は､また､新たな諜句を捷捉していることも車

夫てあるように想われる｡伊は ば､類型別処遇の勉遇摘針は､対象者の問凍性､実態の把

払靴 を促している机 その手段として､例えは､漉足底対生古に対して ｢夜間訪問｣

TをことL:よって､耐 油 瓦 呈遥行為の実態把鰍 こ努めるという処遇指針を示している｡

･>し､対生^の私g=揃の拠点である家庭に対する ｢使間JJ問｣が､対象者プライ′iシー

叫の鮎 から､問顎が生じないだろうれ
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また､BnJ別h遇は､社会i5源の活用を強調しているが､この社会や源の巾に暫察威閑

I.含まれている･角型別処遇の実射 二伴って･作成された党良剤TP犯対象名の処遇マニユ

7IJPの中には.探題挽察機関と誉細 即と連携を強化する姿勢がはっきり現われてい

壬.しかし､保農奴相 関と昔察頓馬との速決のLi方いかんによっては､対生者の人権位

書のtttがとじ狩るはかりか､保&捜索制度自身の作桁が危汝にさらされるJfれさえある
;うに患われる.

鵬 の保3枚軒の充実化､多様化施策は､一面においては､対象者に不利益をもたらす

畑 キもっていることをも見送すべきではない｡tt会内払遇の新しL展開は､私通の充実

t.争抜化と対魚名の人壕の促辞をいかにaI和するかという新たな成屯を推定しているよ

うに思われる

｢同連非拘封古だ品性,LL呼規則｣は､プロへ一シヨン､パロールの充実化を促すと同時

一二､対象別二村する法的供陣も強調し､そして､犯,fI&のプライバシーの呼PJ(税別3.

11､3.12)や､取消にあたっての公平なT:扱 くf馴TJ14.2)等を定めているが､

これらの勧',I,は､n本の社会内処遇を推進して行くtでも串TTLすべきもののように思われ

る⊃

B 新しい形態の処分一一新たな研究課題

rF遵非杓,P,!4,.隅 最低准将税別｣は､伝統的プロベ-シヨンの充'R化､多様化を促すと

I;時に､伝統的プロベーション以外にも多様な杓もモ代作処分をihH,.した｡益準規則のこの

王抄の輸呂の内容と日本の確行制度と対比して31たtB命､隻TP税別は､)(きな研究讃題を

Etに連なしているように思われる｡

一年増別の及fJj段階で科しうる宣告処分として例q:･しているもののうち､EI本の現
石松 にないものは､(a)U頑による制裁､(b)条件付き免&､(⊂)日放罰金制､(d)鼓

官印 又は舶宵折tA命令､(e)社会季仕命令､(f)出頭センターへの.Lb頭､(i)自宅拘

芸･かある｡また､突柄制臥 没収等はEl本の現行法にもある机 基申規則臥 独立

的 としてjd用しうるpI能椎を示唆しているtL｡

これらの処分は､それぞれ研究の缶位があると思われるが､基準規則の全体の基aI
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i.3･九は･特に級別 しなければならないのは､社会俗化命令と粒rB名への損苫陪塀命

叩 ように･LPlわれる｡基準朋 rjを全体的にみれば･柑 こ,地耶 土会と犯罪者との相互

馴々こよる他刷 上全への再統合の強aI及び被雷名の利益のJL現が大きな特徴の二つの

;うに患われるからである｡地域社会の地道-の事加を巷aTした特故は､第二弟第二

iで鼓に述べた｡被害名利益のiF祝も甚草根BILの杓定の虹所に確われていて､例えは､

綿 々肘の従人等附 く荊 一字)の一つとして､r糊刑の文推(こ当っては､匂Jzの犯罪

書のif#r判､鼓UP古の権利及び公共の安全と犯罪帆 lに対する7t会の恥じtの間に､jB

rtltランスをとるように努めるJ (凝別 (1､4)としたJ,旦刑の基準 (校則 3.

2.I:lM8､日 ､遵'17'声項賦諾暗号dLの要糸 (粒 別12.1､糊RrJ12､2)等の

ち4にも堵Z;榊 L益､権利の文言を入れ､また.t刑jt択肢の 一つとして､被害弁解

柁&苫院tF命令を近め (規則 8､2 (f))､他の処分もこれと租み合わせうる可

t粥を示唆している (税別8､2(rn))｡

ところが､社会利L-命令も崩rLJrE腔fBも､☆法論としては様々な立法形態が考えられ

さと思われるが､ふ論文の主たるテーマは保'&秋蝉であるが故に､保.&挽寮の点呼91

批 してのj9人r･mE性についてぷ下着醸してみたい.

1社会ノ即｣.命令

社会別卜命令に13gしては､近年､El本国内でも､これに関する相介が多く見られ

L' 法制諌uA会N.J･Jl部会財産刑検討小委i]会も当制政を取 り上げ､ ｢短期自由刑に

Albる社会J,t什命令制度｣､ ｢罰金刑の代岱姐J,1｣として､その事人の足非を誠蓋 し

.:(こわれている… ｡しかし､単に罰金の代E!又はカJdHuの代甘地が Jとしてでは

I;く･よりq紬的な地道方法としてその導入の可能件を検討してiLる必要もあるよう

軸 rtる･fi)迎41罪防止会議に捷出された各回の栂告からみれば､社会学仕命令の長

軸 .粒域社会に対しては犯罪者に関する見解を再拝価する横倉をFIlえ､犯罪者に対

･て帥 仕作人を通 して社会開床に対処していくJfl練の鳩を与え､かつその社会での

如池を防<･ところにあると言われており& ､叫こ払F)ではなく､犯罪者の社会役
軸 嘩dJiこ促すところにも意義が認められる｡用瓜 rjヰ回内で臥 仮釈放者に対

T竜王隻氏AI会での私通の一環として､地域社会との伸Zf確群を目的に､侍々の奉仕
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占tがiiみられており■II､また､少iFを対削 こ･激fy的池jAをi13*るという観点か

ら4々の社会刷 上プログラムが実行されているが 】･今後は･このような実掛 こ

よご細 道群Bの書損を見守りながら･その制酸化の可能性を検討して31る必要があ

iように患われる｡

2事(.TtS愉

FuFだ脚二糾して乱 用在の ｢仮釈放及び保J眼 転写に印する段別 (昭和49年4月1

6三郎 食前24q)｣の前身である ｢地方委員会の決定(こ関する税別Jに臥 特別遵守

蛸の一つとして､ ｢妓吉の刑 BJがあったか､鞘行朋 IJt二は定められていない｡これは

Eそろく.刑法改正咋稲梓案では､被害弁伯について､執行捕T･及びf措 猶予の付払処分

ェ)て附 子耶旧を命Lf:1ることになっていたため､採点抜群の ｢必見によるB守78項｣の
bから臥 披;f;介鰍こ関するや項が排除され 仰 .その後のJrJJ法政IL蕃Jの過程で､賠肪

i:つlて､rlTJJFLFf掛 こおいて舶酋甑を正故にrl定するのは開催であり､そのために訴認

5億度するおそれもあること､民寸は 任との関麻で振放かつ閑嫌な間組が乍ずるなどの此

れ があったために投択されずに終り､その拙5位､改JTJ日誌1.1案にも､ ｢保護観察の

gtylt卿こ舶する公約案｣にも､被岱弁鰍こIXlする舶定がなくなり､これらのた法趣旨を

考えて､榔テ触IJJも従兄あった被害弁僻の規定をrilJ除したものと考えられる｡しかし､｢保

且扱如りト刑射的であることは望ましいとしても-それほど潔癖でなければならないかが

的てあ (る)｣とも指摘されLll､また､ql宵陪恥こ犯非古の社会役相模能があること

享汽抽され-E､さらに､ ｢被害者の救済がなければ､犯罪古の史生保Jを世.Jnに訴える

勺をもたない｣ ｡̀ともdわれており､保護放水の3tq'P項に損苫賠塀を盛り込むことの

生地 喚.糾こ岨する間色ではあると思われる｡ただ､保&扱環の生木的性格は､やはり対

軸の自力史′とを助けるところにあるから､弁債の飯や方iZは ､対象古の社会改将を妨げ

ろようなものであってはならないように思われる｡

王 捨ii
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Lltのぢ即 ､ち明らかなように､現在･rl本の社会内処遇が抱えている問噂点は多岐に

T_たるものである｡現行制軌 道用のいずれにおいても･問屯とすべき点が多く､比較法

綿点からみても･新しい非拘禁処分の導入の足jFをめそって本格的なは詮が期待される｡

しかし､JB人な正也は､やはり､既存の社会内処遇制dEの中で中操的地位を占めている

-J良書をよす允文させることであるように思われる･

発在伴&扱勲がかねてから批判されてきた姓j&体制上の不応は､現在も巻本的には改善
ItJ=と言えない状況にある｡俣&捜索の処遇紫蘇の尭'R化の問頚は､今nの保讃較掛 二

とっても.仏照として切実な同夜の一つであることには*わりかないように思われる｡

また.今日の保d扱蕪村敷石に日を糾すたt8台､処遇の内容の充実が雪崩されている｡

相の保&批松村敷石の中には､様々なタイプの石が含まれており､また､個々の対象者

細 えているニーズも干弟JI一別である｡従って,偶々の対象名のニーズにあわせた処遇方

法の多附ヒ､内容の充'R化が要詣されているのてある｡

このように､今日の保虚位祭の対象Bのニーズ､保&跳水の処遇や滞､及び二名を蘇び

付ける処遇の中身のいずれをとってみても､ます,瑚tT伽J(税額を充実させることが先決

であるように.tLiriわれる｡

間租は､このような社会内処遇の問題状況にJllする打Ufl茶を州llI]にに棋紫するかである｡

比較的心近まで舶Utlしてきた処遇施策は､1三に処遇ft蹄の悩血､しかも､上に探題扱転

官転載の糊掛こIk点をあわせてきた｡すなわち､細IL4に保遭軌表音巾】二串の処遇体制を健止

するかにIL瓜を巳いてきたのである｡破かに､保護税較常は仲主副こ不足しており､従って､

qA較察官制 Jの必単作をいくら強訴してもすぎることがないように想われる｡しかし､

領挽喰官不足は税lt-の探題税寮が抱えている関税の一つにすぎないことにも留意する必

I拘 る｡汽源の点で言えは､保護司の栗源にも問艶があるのである｡処jb溌源の充実は､

叫授繋留と促&司のいずれにとっても必要である｡また,何よりも.処遇の組桟休制の
ちL:書tした凪且施茄や､これに目を掛ナた批判からは､払遇の発展にさくより建設的な

アイT-ァは牛まれてこないように思われる｡このような払jA施燕や批判は､保農奴察対象

もうも遇の内容を牧野に入れてないからである｡

この患坑で､近年､社会内処jAにおいて見られる処遇多様化現象がざ相 にW-するように
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!われる｡特に夙朋 lJA過は､対象者､処遇プログラム及び姐連句源の立体的組み合わせ

ut･､/,一法品的に､新しい方向性を志向しはじめたようにJ思われる｡

一札 ､他方で､新しい処遇施茶の供糸は､ 新たな間現を提起しているように思われる｡

AえEf･韻型別弘道臥 敗退織田の処遇に対する稲梅的姿券を示している机 対象者の私

i諺の熊点であるjEkに対する訪問を破鐘的に行ったqJ命･訪問のft方によっては対象者

Dプライバシー促最上問屯が生じないだろうか｡また､Gid扱寮母鞘と繋敷鋳J男の連携を

亘れ たJa合､これが供述放射 は 者に何を恵昧する であろうか.

二T.まで,促&段塔の範域では,対象者の人惇開祖はあまり議論されてこなかったが､

給内払遇が新たなIJ血を迎えようとしているJq在､軒しい処遇方法を触発しつつ､対象

者の人牡をいかに以Pするかという緊要に対処しなければならない新たな讃屯にFi面して
-/るように懲われる｡

れ二誹では､このような問塩患讃の下で､現在の供述挽rjの多様化施祐及び探題蔽察対

生古の法的地位について､fl体吋に験孟･fすることにしたい.

日日31



.三方A巾のかかる世Tは.｢辞拘ぷ捨Z鼠色従Z+朋 IL｣のみならず.他のqlPlについても貫えること
てたる.乏苛FBf･刑≠司法と環内群別19E (1985年)
一年え瓜 もtT針子の朔現の豊作を5年にSIき上げるべきとのi生もある(JEJ=Jt･刑法と刑や汲舞【寸
ri (即 49年日 が･少政必二止まっている･
rt野1 -･屯天罰u 法の正号屯27声 (昭P757年)

.古;控人rPのPE･･'la下J平谷女冶-平野■一日･和也iStr=のEf九 128ET以卜日 972g:)等を
17_

J邑舟G町■切L;望正FF.法ヰ策の書盈119だ(1975年)

'カム 立法Jiとしては･斉唱柵 にEqするFtを書決するための力法として.特邪法の改正によるも
!=とり'Jるし,また､tは 2If･乱すが事大されhtf､斤じく､類句な甲抜取となりうると患われる.
∫

1一事FL ･･正確注 (3)13F

rtfiで･刑T.W ZI先 【?,4ユ】212貞 日 994年)
p-上古7F･同上311Ei

J'nI::巣･W 市の社会内見違350-354Ef(LF法3年)
中平rt-･rL句法 (3)42月以 F｡
11法招G刊廿対句土止刑法中軍の槻 118月 (昭り50年)
p珂ト117ji

t>qZ上118月
■同上14lEl

lFetfPは CF我の群点134-135月 (1975年)

L'和子■一 ･i欄 注 (3)84Z7以下 箱下忠r仮取 乱 平4安治=中井1 -ぺ ･刑法改正の研究 Ⅰ3
16m H 川 72咋) 確下思 r保ZI現蕪｣同書3i8rlltJ下等 また､･JLl畑 の批fIJとして.西用正
trqJ牧牛刊Fkの遭岨｣罪と罰9台2号24万以 下(昭Lつ47判 等を事照

付入谷父･前掛t(9)312-313貞
q平野I ･NL粒は (3)8fl以下

.畑 r保d批析付仇rT猶予の'Jf証的研究｣司法甜光琳告Jf熊18や明け 18月以 卜(昭和39年)
Ffi井牡介･社会内弘也論考4471ヨ(V成4年) FW Jl=之 r侃dt扱群付軌fT幼声の現状と銀鵜｣
一WIJl法人薪7313斤 目 982年)

■玲相 加 r保ぷ扱軒の点呼や項に関する研究｣射 ち研究や1LJ冶60躯耶三E114月 佃 和46年)
■王事河村･折恥 上(日 106貞

oiFi･_如r史3=保.1の歩みを省みるJ更生保At榊 20E壬細 frI34年)
-+大喝 如 ･前満は (23)41月
lrq上42ZT

bみ■､他iEに如 ､ても､書MスタッフとボランティアのEM のFtがある机 捜Zlが逢う.
-叩 ■一･軒屯注 (3)43月以下.卦 1億 ･SI鵜iヱ日 日 288月以下.rR月内軌 ニお.1てLi.
ttt紬 ら耶 】3的 代中SEまで臥 生蕗匹書な珊 古のさし3aった叫 の群決桝だIのaであり.また､
軸 邑t=hナる3tJのiiiBも今EI(まとではなかったので.相 即 tYと良さ司の役東児恥 こついて､それ
.tlltJtをもっていなかったが,このような書付がよさされるにjtTL また､促Zl収鞍合のkが2倍も
早川 えもという事例(めるに作って､かようなEItJEJtが集まったようである.析六昭一血 ｢振3枚蕪
･■I.?三相 札九 円.トの叫正と侃3E的3孝69斉以下 (即 56生).

bFpII兄rfigl即 と民rq七五釦 )役軌 堤Jt珂現法もヰ7(1982年)380JI

ILト ■rr/Eq及びJu a:屯■J里生臭itと抑 f･新41i352JT(即 】51年)
■LlM r租B:fl書L=ついて,日ぶの項王とLRJ第3巻282｡ (昭P156年)
lFu ･伽 成文槻 こ暇 する氏3扱書官に頼れ臥 200件を増えているという.

L司紬 ナ｢俣■tJt乱古細 の朋JEJlこ会内乱茸弟考 (P戎4ir)I08Jt
tIFrlJt･前句it(1I)362月
■屯軒 JI-促雑 書官のb位と併書JElJfLの絹王と朋 荊382252日 即 58iE)
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r lI::早 ･rJ41;lt (日 ) 364YI

pJF J8･だaは (3 日 5 2fi
p塩I;,T f ･Sl句 点 (32) 25 7月

- き#=*何事 =l絹 r屯壊 訣'qz.:とI2ja 司の 集… ム】の心利生を叫 tとして.節失せ要16 帽

ri8引
一郎 は t ･£叫 注 (3 2) 26 3貞

t･馴 コ̀+ ･r q 淀 (32) 26 1貞

■t;洋書介 ･A:4 注 (34) 110J7

- Je木■之 rCJ 句軌 tの現状 と艮 t｣ 7tとF 萌 3 1番 3号23E日 平這8轄 )

p 井 上Aq rlJTjIt 事の 歩み J史刃 と克 行PL10 0号 3 15FH L994叫

- て5:I ｢蛸 の 朝 一化の 巧 しい実時 -一･一号 tZ化 の 可や42QEl及び手土会文 書 の jtッ トワークの聖潜

二つt.て- .V!苫反& と屯P 予防 1I2号 94史 (I9 94g=J

r f.丑山 は..Au JL事u のt 亀に 応 じて . り魚 古を A.Bの -艮指に升 謡 し. 田 t JJ争く瓜玉が回

r t壬と fJ]さLLる ^舟罰の 古に tlしてtiL嘆き 政 事 ;=よるぎ･1的AjaをqJ4禿 i･lお う とする制度である･
一 久▲蛸 や血 生■反 でGLIJLq L=付 され た JJ隼Q:うち.iiiZ花柄 (=よ り. CLA 故 事 の薪nBLi毎椛

托 1･汁 もとこ､うu 肋 告か なさtu=引 こ7gして は. 安 全gt::こ屈Tる史記 A jaを fテう と ともに､毎月
. 肘 の如 tlt髭 を報 告させ ､ 二の 句 に 車両 の差t:に よる再むかなければ即 は して3カ 月以上4カ月･l
fLこRJ世事を書 諌 ナ る別 書 であ る.

1･生▲Ⅶ辞 芯JLや& 交&反 以外 で 院3 & 繋 払 分に付 された少年i=ついて､ お お む ね 6カ 月L'l上7カ月
一々 と･RJt肘 rqと して , 一定 の畏劫 を与 えた上 で 上丘 的 なはj*を行うとともに ､ 定 斯 的 に 自 己の生活状況を
l;させることを中心 と L,,た稚児 であ る｡

申 A.<伐さ rr.､Jl悦 tf頴PJ軌nJAt:つ いて 宝紀叔 l n唯的 12せ 1 l守 l0 0g 以 下 (申成2年)

p 吃l吋 凪 l杓 r尤威刑 令 犯の保.1枚 群軌道 Q?nd < (･蛾7LF)

d ヨー コ ソ八号 や会､rg館 妻月 会の決議 ､ ｢FT由刑 ｢代trTるFP.サ軌分 J も , 放 血瓜 分 と して糞格利
i.Fu を臥 Tこ との 可能性 を検 討 す るよ う勧 告 して い る.之滞邦書 ･rT7婦 托 (1) 10 8Fl i11jL

d'JJ目先 .氾非 々の け た 倒 tGl令 3 59月以 下 (ヤbt3年) gl*良 ｢刷 gt制 児 と しての 社会奉仕
的J法叶のひろは日 99 2年 5月) 54月 宙 Eu正迩 ｢英CFの托11射 上命 令制 圧 ｣ 刑 政 8 6番11号6
8船 ト(町佃50年) 入谷'Rrイギリスの社会内払iAJ冊とrH7各 4 Ⅰ1 12d 以 ト (昭 和55年)
■t●.Tt
pも117tPJJr朗JY刑をめ(･る妓本間笹について｣ジュリスト1023号80月1-1下(1993生)
ーヵ投4の代ゼ札分としての串人を主要する見IFとして.帆■久JA｢ポ-ダーレス時代の84産刑｣法
I.1事156･j73月(1993缶)を事押

NorTTunBishop,Non･fusLOd.alAllernalt､eS]nEurope･HIUNIPubllCaLionSenes
h11日lelsinLi.1988日)68
1;好事.r沌托(1)112Fi
td丈の作蛾にあたって.A'地Jr丘の E3として.輿-L保,t全におけるu 父丑!=対してJI葺を行
=こ.Liその中で.例えは､文京七一足立区に所産Tる更生晩■L.Ari+qT会)では､r中旬丸為｣の-7ログ
ラムこして､正念t(こよる他郷上会に対Tる唖ケなi51土議Jbかit3･られていた脚qLi那二缶新 車染三耗
t一増).

一朗F書tTr洲 卒の一つ- 吐全車(tiZiJ5の免足Jケースef究221 99-I01貞(平成
T･t)娼 息rr.-JA収牛丸JI方法としての社会事廿続出J脚 と非行103号92jt(1995皇) 衣
lr邑会わtt銑JEのFも虻8耕地jtへの事入｣CJtと那T103号72月(I995年) 等を事モ
ーかJeb･rぬ荘(23)41貞
一色相r刑事t;梅丘丘FP.r法事策の簾盈llgE(#和50咋)
■中野t･･S.i4江(3)358
-位qL患r刑Rとしての諸君E;甘｣平野t一党壬其々 定食A文典(り 1I3Jt''1下
一人や実r刑･帽書古hEtをめ<るd司書J入谷実=宮沢臆一日正す持古書けnrYi庄30JHCq5
ASに
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第二部 社会内処遇の許諾

第一十 保穫t事の多tt化

五経.訴一雄の古称 こよって得た間敏意苛の下で､礼会内処遇が抱えている固定な状

王こ柑 る打開芯として､実掛 こおいて展瓢されている処遇多様化のための施策を考察す

モものである.媒述のように､処遇の多様化策として､分溺処遇制臥 gi型別処遇制臥

碓hjA､短期併&悦喋､交通短期保護税穀等､訪//の施取があるが､本港は､これらの
llQ)中で柑こ'Ti平と魁われる分類処遇､澱型別処遇､及びrrlrr'q処遇桝皮を中心に考察す

にととする｡窮一節のJ分類処遇制齢ま､社会内処遇におけるいくつかの蝿本的制度の中

てわとも屯姿でかつ良い実h'1をはこるものである｡約二節の取朋 u処遇は､平成2咋と

鵠枇 恩近兜足したものであるが､それは､過ム 対象&類型別に#じられた立石施策を

p.AL.さらに究朕させたものである｡現在､結合的な施策のrtJでもとも亜要なものは､

ニLT.つの胡座であるように思われる｡第三蘭の中間地jBは､Et糊刑釈放膚という特定の

1引こ内するものであるが､処遇充実化の上で申重な制度であり､かつその処遇形態の

lの先人が予alされている｡分類処遇と類型別姓遇は､礼遇担当者に一定の処遇指針を

1えるもので､礼遇に対する実績練閑の政策的息向を探る上では重要な刊卦かりになると

ttt･る.
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第一第 分殊処遇

だ守風月制史書人の把持と意&

▲)経け

iT一絹 鞭 はHUL本町には･対象者の再犯危険椎に牲づいてその処遇だ易度を分類し･

;L･,き事に応じて･地溝の密度､とりわけ･保農技察留のnjbの密度を決める制度である｡

析分継 遇制圧の前身は･処遇分類討 (昭42･7･i3保護税甲393適意)であ

I_タ.それは.地道形態をA.B.Cの三つの形態に分け､CからAへの月別 こ従って､捉ま

E棺の魅点密度を盗めるというものであった｡

し丸 .この制度では､実施対象が23歳人溝の六で､道交法退反少年に対する保護扱

卯恨 扱要領 (昭40､4､15､保税甲240号通達)の適用対象満及び史生保議会

I宜紬 WL､た古に限定されており､実施地域も､扶&観察所のFiJili:他の都市の全域及び
tu7月岬のAlする保A&区又はその 一郎の地域のうちから伽は税要‡所の良が指定する地域に

托されていた｡

:九に対して､分郊姐過制 (昭46､8､31､伽題扱岬227ぢ通過)は､災施対象

叫少年に触ることなく､交通･別牛対象者等を除く仝探古生税吏(対象省に広げ､実施地域も､

柏桓書帝の管他は域の全域に広げた｡また､分難方法についても.処胤fi態による分類

'ヱ+Lく､処遇Jl姐による分掛 こ改めた｡

析分譲礼遇制度は昭和61年7月9日保軽邦297号通過により発足したものである

!ききの方法及び処遇の両面にわたって改訂が行われた｡その詳しい内申は後述する｡

r!l鴨

托古の分類の点弟に関して､通常次のようなことが言われている｡まず荊-は､個別

Laを地 軸こ確保するという点である｡分類処遇制がなかった時代でも､保孟依頼宮は､

LAンヘルで拘巧のケースを何らかの形で分類して､それぞれの処遇方針を決めていたは

fT的 .分地 遇制dE臥 これら個々の保諾捜索留の行なう分掛 こ確 の基中を与えつ
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し綿 肺 官の繕轍にJSつく鐘昧判断による捗d:を認める制度であって,分類の適切性

押印･令柵 に錬促しようとするものである｡諸外EgLこも･このような分類処ja制度

p,れ 例えば､アメリカのほとんどの州で臥 対象&の危険性と甫要度の内軸かちな

が L:よる分点を'fiなっているtl｡日本の榔 i分脚 は･i-(こ対象名の危険性による

増である机 これは耶 他 j&を行なうための前提封乍の っ と買えよう･

iIに.分併他34は､姓jAの資源の有効的髭分を目的とする｡保き扱群の対象者が増え

.tで.それにii合った保&扱泰突薄の増加が実現できない時は､r劾串的｣姓遇が要

L言たる.つまり､限られた煎源を処遇を最も必要とする… 園任な古に頒中することが

i;される｡アメリカの分類私通制もこの点が主たるねらいの一つである｡日本の分類処

押遣､この音吐で､処遇の短期化など一連の礼遇効や化芯の一斗として位ZZ付けること

!拒ると恐われる.

i_に､このことと関迎するが,日東の分類処遇制は､処遇史瀕の叫でも､とりわけ､

祖投頼tfのイl効的桝J耶こ.(.尽点を荘いたものである｡つより､それは､伽題観察官の由i妾

さ8人のねらいであると育ってよい｡従って､u本の分湖処遇制舵は､ ｢個別的処遇｣

至司った制度として化控付けることもできるが､)1本的には､保盲壁批擦留が傾度に不足し

;･･るというEl心独特な組織体制上の問題へ対処するものであるとヨえるように思われる｡

鵬の点り､榔i保虚位軒制度は､制度発足時の将々の放関がTrtなって､di初から睦め

:I+舟な保&転宅細 入政をもってスタートした｡その後､何度か､比較的大桶な人月増

!よったがC､処遇の甫要からみれば遥かに不十分であった｡従って､保讃捜察官は採謹

取 軸 足当初から､自分らが処遇の主休であるという制酸上の祉て前と､実作現場の

勘 はとんとを民m)の海志安である促孟司に委ねざるを得ないという確実とのジレンマ

IL紙 た｡当臥 保遠位察官達は､これは過渡的な稚魚であり､時期が来れば､保護較

転 毒性2倍にも3倍にも増え､保al放棄官主休の本来の舶 Iが実現するものだという

F皇もっていたと言われる-｡
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こ.増 の実験の751号は､昭和36年からjg.苧年にかけて､光束及びt*浜保&捜索所が

El局の指示に_liついて実施した｢院議扱察官の鄭重担山')及び取扱件政軽減による保護税
FlrT史理｣の父験､いわゆる ｢第-種実験｣であった｡只外的には､火京､牧浜各2名､

_11糾)促&扱松田がケース主任宮に連ばれ､実験指定地区の各種保歳晩紫仰乍からJEi次
的封二̂(敦対象を割り当てられ､一人の伐採官が.T'均35作(･らいのケースを担当した｡
三相昭和36年10F】1日より始まり､同37il求に打ち切られた｡'jS鞍の当時は､実

F声と対象群との比喉が行なわれていなかったが､昭和48年に法戚稔合研究所が､専ら

抑よtIに湛づいて､JI貞潔を..己人する方法で､Ilて接処遇実験の対象hから92人と､通

!媚dI扱軒対叙満から144人を抽出して､追跡糊ILuをIL年に.故定して､阿敵的に両

E視点絵火を比較することによって､探題祝祭帝主体の処遇と批点E]Jも仏の処遇の絵架

一主文を明らかにしようとした tL｡しかし､研究の軒架は､伽&扱察官の由は処遇は､

i:.如 方及びそれにふさわしい対象者のタイプを度外祝した､いわば旅朋 ljのff_接担当

モモ今後稚り鬼しても､保ぷ司が担当する保題較寮より目立ってBEれた成果を挙げるこ

:こf･重り噺.?できない｣tJと｡
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･8-･托畑 ｣に似 ､て･昭和40年に､舶 ･畑 ･糾 岸の三太郎 で､否少年を

rlと†るr初舶 担Jの占佃 が発足し･それは枕那 批 後2カn間傑■挽無官によって

q一礼て促は桝 の軌道に果せた後･通常の保虚脱鮒こ移行するというものであった｡

:C畑 も棚 の効果をみなかったp｡

きちに､蜘 →6年からR49年にかけて･東京･大阪両庁において､ ｢払月度脚 保

が 抑 こPするJl丘研丸 が発足したが L-･それは･保農牧蕪を行なう古 く保護税

FI.艮iI卯 と処遇の細 (高､&)の再七の搬み合わせL:よって･四つのグループに

き,;､ケースをこれらに無作為で割り当て･l年6円弘道を炎施し･それぞれの成り行き

淋 し､私通効柴の差異をみるというものであったが ･その括娘は今も公にされてい

?い.=の･R按が終√した昭和49年に臥 初期舶坤の,l佃 は鹿JLされ･その代わりに東

い 如嫡斤に ｢Ft-1純 遇HE｣が設けられ･今日まで処遇技法の研究に励んで来ている｡

灯るに,これら一連の研究､実掛ま､保超観察付こよる処遇が伽dF･)による処遇より

硝であるという-Jj桝の仮設を止証できなかった｡ただ､R'験が無意味だったわけではな

.｣,れ ろ､ ｢ケースロードが低ければ､もつと処遇効柴が Lがるはずである｣～ ｢卿 つ

1肥よる処遇はボランティアの処遇より劫火が とがるはすである｣というrP一純な仮設命

Iを化 した点では大いに†i益だったし､さらに､これらの'R験の結兜の ｢月油 ｣を吟味

･にとを通じて､その後の処遇施策の展開ないし今日の処遇の在り力に多くのものを示

tしてくれた｡･'i時の一巡の実検､研究において指可的な叫にあった岩井氏は､処遇効果

払 しくなかった増血として､ (1)処遇方法の明碇さ､倍僻できる対照肘の設定､所

(･'紬方法が他方に行われていないという保証､処遇(.p'J後の行政の比較など効果滴定に

柁なぎ払冬作の欠gt)､ (2)効果諸定が再犯有無という包柄的井草に頼りすぎていたこ

:,(3)払込体制が菰力であり､処遇方法もJP31であること･耳をあげている 811｡こ

rLら¢棚 に対する反省臥 その後展開されることになる､対象者の分類及び分類に応じ

I-蛸の多様化にLNする諸施策に生かされたと思われる｡

･ずれにせよ､ ｢郡一睡実験｣からはじまった一巡の保讃捜蕪有声接処遇に甜する実験
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;そDA接の口的を退成できなかった｡これに加えて･行政朋 改IYllこよって･保護観察

仰 加の見込みがなくな｡･このようにして､Cu 伽 tlむ舶 遇志向のJbきと現実

,D紬 として､分譲処遇制度が誕生したのである｡

8･･分魚姓jb制度｣の同鮎 と現行 ｢分類虹遇制妊Jの内容

F乱 たように､ r分類処遇制度｣は昭和46年10月lRより発足したものである机

そこ細 分訓二円する研究の成果に踏まえつつ･ji鬼通称二おして現われた悶現点に鑑札

仔61年に保点川こよって新たに 鳩 農政噴分類払jAA'BE要領J dtlが定められ･同年

:弓=沖ら実施されることとなった｡以下では折口分類処遇制蛙を比較しつつ､その内

写生iLることにする

付紙 遇制齢よ､大きく分けて対象者の分ELと､その分Flに応じた処遇揃勅という二つ

こ綿から構成されるが､改正はいずれの内相こついても行われた｡

H分別にJRlして

絹の区分は､災施対象晶を､A･･･処遇が相即であると7,8113される占;B･･･処遇がそれ

jと順 でないとT,卓lされる者 との二段戸別こ分ける点では変っていない｡変ったのは､

rtjM性である｣と予測する方法である｡

文推要Siでは､分類の方法について, (1)館少年と成人に分けて､ 二用満の分満票

iEIrL､(2)このいずれかの分類票による評定結Rに､(3)保bl扱無官の島床的所

i.モ加えたPl･&を行うとし､ (il)保護観察矧現が2月に満たない希については､上述要

tによることなくB分譲とすることができるとしていた｡

:1)の成人とH少年の分魚票はそれほど差異はなく､成人のそれは､ ｢処遇分類制度J

tb ち恥 ､られていたせ少年のそれにわずかにT:辞したものである.分頗票は､環境･

T名･ヰfI犯罪臥 保遠位察等に関する20項目 (その他を加える2日方u)から成り ･
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ir･%れについてマイナス要因がある場合に ･糾二一/:Iずつ加界され､合計如 SIO点以

L･轟をA分類とTるものである｡

JL,.この分類剰ま実用化された当初から､凝塔から以下の句由で批判された｡ (1)

fJD師 が内犯危険作に止まらず･必要とする池月の密航 'fT政レベルに封 ナる採点扱

It頒‡指等を汚んだ性合的なものになっていること･ (2)各項目が 1点ずつ均一ポ

I,tであり､しかも項目同士の相田が見られるものが数41ずつ入っていて稔合点を一つ

･田とするtB缶の妥当性に疑問があること､ (3) ｢塩床的所見｣による振作があまり

.Gケであり､これが庁関の格差を拡大していること等である tJ'.

そこで､法鎖符合研究所において､項目の取捨､弔みつけ等に即して実証的研究を重ね

と t.､新しい分統裁を完成した｡これ机 後に火点保LS扱穀所においてJ用に付され､

きして.昭和61年の新天地要領において正式に淀川されることになった｡

和 親票は､伽讃扱察対象者の種別に応じて､ 一･.tI扱察分罰顔､二ぢ挽群分点票､

7与挽察分類,Tlの ;.網に分けられ､五号観察対象溝はTLI扱解J/7罰,Tiを冶mするとした.

.ぷ壕肘 は ､仙犯TJ洲に関する項目にしぼられ､処遇lttlにrRJうるqfi日､N71対項目など

;柵され､LR什政も､ 一･二号観察分類崇は8項臥 -=13悦水分知詔は10J削コ､凹号

j絹 崇は11朝日に減少された｡

指揮帽の内容を媒体的にみると､一 ･二号扱凍分類射よ､ (1)受理時年齢､ (2)

P･拘 れ (3)官鹿に措1頓ある､ (4)促題名の捉&能力にral題がある. (5)生育

粗 く6)rit山､放浪歴がある､ (7)兵物思用後鞍がある､(8)入院歴があるの

1ヨ､二号抗塀分Bi学は､ (1)受理時年取 (2)本作罪名､ (3)保き捉解期臥

iL餌 特則と状況､ (5)住居不安定､ (6)St)佃 との関係がある､ (7)鼻物悪

鞄又は覇横がある､(8)犯罪の反乱 (9)保Jl扱鞍成耕不良､ (10)就真上の

恥 あるの10卿 I､四号観察分見難 ､三号扱察分類男の (1) (2) (4) (5)

I;(9)(10)の共通項目のほか､家庭に問喝がある､鮎 十､収支が不安定､性格､

触 相 がある､入院入所丘があるの合わせて11項臼から成っている.
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:三七,各鵬 に対する点政は均 一ではなく･0点から5点までの佃が与えられた｡そ

.て蛤 恥 が一･一号分添乳 三号分類票の峰台18点lllL･4号分焼栗の場合17点

,tであれば･Aと7推 するとした｡

H T=､旧火砧要領の rE5床所見｣による得点のせlTが甘味だったことから､新実施要

tで之､1帖 による分類の例外となる18合を明碇に定めた｡それによれは･ A評点に該当

T壬･.,A分虎にしないとされるの虹 (ア)本人の塾生色欲が特に才しい､ (イ)本人の

線 ‡講今般が安定し､民話観察実施上重大な問頓がない､ (ウ)本人の史生の支えと

～.王有力な吐'i援助者がおり､その指導､援助が期待できる､ (ェ)その他､探題扱察官

.･LA介入を必吸としない桔艇の刺古がある､のtlつの鳩fiであり､逆に､ Aif･点に該当

.ないがA分類にとされるの､ (ア)屯人な発物､アルコール荘用問題がある､ (イ)組

I-力団等の柵吸口で､反社会性が特に歯い､ (ウ)机神F*'/T&で､杜会jA応上囲碓な問
t捕つ､ (ェ)校内凍))､家庭内暴力または低年齢の少年で､官庭､7校､生活､交友

E的 とにTt:人なrl-.胤がある､ (オ)無期刑または艮州刑仮山以^で､処遇上特に注意を

計る､(カ)その他､保述税群官の敗退介入を必蟹とする特艇の-恥')がある､の6つの

把である｡

iさらに､保議扱煤期間が3カ月以下の省については分類怨を遠別することなく､ 8分

Iこするとした｡

Sまた､収益扱採過程において､上述 (ア)～ (エ)､ (ア)～ (カ)JP項に該当する

こ与った時は､tq初の分節を変更するとした｡

r二) 払3&括血lこ関して

P鶏 男領臥 私通清Jbに関して次のように定めていた｡ (日 保&放棄官と保護司の

!!.kJにおいてくま､保j戦勲官の保讃司に対する迎臥 脇諸は､ A分類者に対しては
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l抑 二行うが･保dIplの保護観察官に対する適格協AAは､ A･Bの分類区分にかかt'ら

I.1割こ即してjBtrJにfiう｡ (2)対象Gに対する処遇におしては､併&概察官の行う
I-i,桝ru]di持･開頭が滋面化した場合の解決及び良好括Fといった従鬼の姓遇活軌こ

I･.て､･A分執れこ対してLL さらに間等が表面化しておらず･一応平h(二俣遠投祭が推

している4台でも･計繭的かつ前唾的にIffう ｡ただ､保J投祭の開始当初 (おおむね

ナ叩 )は､供■扱嘆の軌道【こ乗せるために必要なW は ､̂B区分にかかわらず行う｡

二T.こ1]･し､保■司の'TTう処遇は､終始 A､B区分にかかわらず.IJl射こ印して行う｡

町か二､旧'kEt要領は､姐遇油掛 二関しては､民JrL11の処遇手占血は全く問題にせず､

書工呈孟EW何の処遇活動のEl特化を図ろうとした が ものである｡そして､A分漢音の

uをとこまで磁掩ql)に行うべきかに関しては､枕 ･的ノよ唯を′)-1さす､処遇の ｢内容J､

'言‡｣については各庁の判断に委ね､屯点的処遇を A分頗Gや仏に対して平均的に行う

1､そのうちの少軟石にしぼって密度を高めるかのいずれによってもよいとした ■一㌔

ところが､旧父地歩軸が実施された後の探題脱穀'=LTの処遇描劫状況をみると､必ずしも

qの目的が過成されたとは請えなかった｡昭利47咋8川こ今岡で火惣舶姓が行われ ttr'､

細則ヒ管内についての処計によると､ A甘作に関しては､保腰枕だ托tと対象-かま､2

=･氾-回の割でrbJ接 (そのうち3回に1回は探題挽察甘往成､2回は対象省出頭による

執 れ ､2力刷こ1回通信迎格を行い､保3司と対象J;は1カ月2回の【別宴と､3カ

2軌DZIで並la連絡を行っており､保護枕貴官と床&..-Jは2カ月3回の割で並範をとつ
:礼 圧点扱解せはLN騒音または開拓横閑と3カ月2回の割で接触している､という轄

I:･と･=t'.

ill.このalit絵果の巾には､Aや件中の所在JF明､身柄拘束の状態にある7暮事件が22

-セント､成叫不良や作が8パーセント含まれていた｡つまり､ ｢間滋が表面化した堵

さ･C)鮎l積出という､従兵でも行われていた処遇活動が含まれていたから､分類処jA劉

tS与にねらっていた ｢平か こ保護観察が推移している段階での礼遇活JBJの崩捷化がど
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二までズ耶 きたか細 岡祝されざるを得なかったのである n ｡

そD長大の別A)は･やはり保讃成察官のfl担加科二あると思われる｡保護跳 留は､ A･

掠虻 かかわらず､保nTr玖珠q)初期段荷の処遇は行わrJ:け九はならず･また･間篭が去

F.:=4台の対応もA･B区分(=かかわらず行わなければならない｡現在の保古桝 宮

.-_スロードからすれば､これだけでも十分荷の屯し負担である｡分敷地遇の実施状況

iよらためて･現在のCtLf扱察官の陣容を前提こした貞持処遇崩権化の限界を封寸けた

!炒れる.新･R施要領がAタ消 音のRjaに保d司の姓ja消hを取り入れたのは･このよ

･甥･左を反攻したものと思われる｡

十色わち､新実施貸手削よ､処遇iZ.劫に別して次のように定めた｡ (1)保&扱察官と保

i司と輔 ､協JLにおし､ては､保遠軽察官の保讃pHこ)け る適格臥&は･ A分属者に対し

て吐仙 的に行う一方､探題司の保護扱無官に対する迎格､脇bhも､ A.Bの分類区分に

隻,て行う｡ (2)対象者に対する処遇においては､CW 税額官のf̂iう処遇は､ ^分党者

..札ては.71師的碗擁qjに行う一方､保讃司の行う処遇も A､B分知EL分に従って行う〇

･分現地遇制度の.1架塩

それでは､以1_のような現状を前操とした場合､分荊姐j&制度の今後のm堰としては､

･地る点が巧えられるであろうれ それは､分茄と処jbの両面から換討する必要があろ

ヽ

汁.分射二田しては､薪分類票は､長期間の研究を軽て､その予沸目的を主に再犯危

-Qの子Nにしぼり､評占各項目もケースの成り行きと相Bg絹係の疾い頃日lこ限定され､

把.各卿lにLlえられる点数も相関関節の差実によって応差的に与えられたことで･旧

相手に比べて､その予aI力､科学性が高められた点は評価すべきと思われる｡しかし､

-†1日分類男は予潮のEl的が牧舎的であり､従って､その設訓ま各日qJのいずれにとつ

:ミ千七度だった欠点を々する反面､その日的の つ として､乱通日のチェックリストと

-･ての1能が昏図され廿
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Ltがって･処遇者としては分類男を用いて処遇 ヒの悦越山を把握できたというメリ

I.:あった 薪分類票はこのような博能を持ち合わせていない｡

だ一名の)溝は･再犯危険性を雀蜂とした分類の他にも､対象名の希要FRや､問専任等

iI代 よを恥 ､た分類がありうるわけで･対象Gの代休qJ問現任に･Lk点を合わせて個別

r蛸を行う視点からすれば､対象者の同義任に対して立体的に分点する制度が必要であ

り.このような立体的な分類制度の一環として､局在の分類地道制度を化iL付けること

♀できるように思われる｡本居第二帝で述べる平成2年から発足した ｢歳型別姓jA｣は､

EIJの司tqlJに分鰻を行う ･形式と言えると思われる｡今後の託亀の一つは､分類処遇

杵L:おける危険作による分取と､この間盈卿こよる分琉とをいかに有横町に筋合するか

こ去ると患われる｡

亨_に.処遇にLuしては､分類処遇制度は申ら処j由の親政､つまりは触rE)l政に肘する枯

れか与えておらず､A分頗斤に対してどのような処jaを行うべきかについては触れてい

:い.むろん､ ･日にA分凍石と言っても､そのriSl温点は多健多様であり､また､個J.Zの

uJ古の偶作や地道指針､技法も千差万別だから､統 ･叫な処遇指針をJJえるのは幽煙だ

ろう,ただ､処遇全休のレベルアップ及び処遇の幼*作の帆11から与iれくま､一定の処遇者､
甥方法､敗退内容をマッチさせることを制度的に保柑することは必嬰だと,思われる｡こ

増においても,日下実射 トの ｢類型別処遇｣の処遇の ｢内容曲｣を分Bi姐遇制度の処遇

br遭*｣といかに結合するかが今後の課題と思われる｡

むJ=､分頗赴遇は､促連投祭の組依体制に踊して､次のような考血すべき点を残した

lうに思われる｡窮一鉢で述べたように､康行保点綴索の間温点としてもっとも強く批判

=r･ているのは､侃&位無官の役鰍 こ対する制鍵の期綿と瑚炎とのh tである｡そして､

!L鴫 也繋留のlqflの必要性に対して異義を唱える捌まいないように思われる｡分類

LT,如 ､この制度のFJ!て前と現実とのギャップを少しでも掠めようとしたものであろ

lそして､前述したように､改正後の現行分魚処遇剤皮は､尿3司の役割についても触

LこELlる机 恥 的にはCW 枚転官の弘道の在W)-にtqする制度であるといってよい｡
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.かし､他方で､分紫処遇導入以前の一連の実験 ･研究からは､ ｢即 耶銭別こよる処遇

iボランティアの処遇より効果が上がるはずである｣という一般的な命題は証明できない

という綿 が得られている出Loすなわち､ ｢保讃観察官独自の特性を生れ た処遇体制

びそれにふさわしい対象者のタイプを度外視した･いわば無差別の直接担当JE式を今後

か適しても､保護司が担当する保護観察よりR立って優れた性かを挙げることはあまり

旅できない｣との教訓を得たのである亡n｡

この脚 1が正しいとすれば､保謹観察組織体制の在り方も､保護観察官と保護司のそれ

紬の特性を対象者のタイプや抱えている問題点と適合させるようなものでなければなら

かだろう.そして､対象名のタイプや問題状況に合わせて保讃観察官の役割強化を主張

すにとがより説令けコをもつように思われる｡前述の諦実験 ･研究に関する報告出も､r保

護線宮の処遇が保讃司の処遇より一般的に有効であることを証明できないが､咋少者､

師網 乱 薬物依存者等に関しては､保述司の処遇よりも有効であるという一定の証明

辻得られていると述べているaL)｡

こうしてみると､分頻処遇制度は､実践的処遇のほとんどを担当している保護司や更生

憶念等屯要な虫源をあまり視野に入れていない点で､諜塩を残したように思われる｡
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第二筋 類型別処遇

虫聖切丸jaの帝人軽綾と鼓益

城2年,｢伏d挽察月増刊軌道要韻｣ (以下 r処遇要領｣という)が保基局良通達 也

:まって封定されるとともに､処遇要領の運用Leiなすべき一鉢項及び r私通指針Jを定め

tiFLIF'通知d (以f:｢謡良通知｣という)が兜出され､同年5月lEIより同地遇要

f二一づくdll別地道が発足した.この施茶は､何々の処遇六が､特定の永別こ該当する

棺か二村する池月を行うにあって､参照すべき処遇指針を′T､すものである｡

･て旦rt省けす敦占の胤他作その他の特性を､その犯罪 IJr'tfの態様､環境粂作等によって

一望捌こ把推しようとするdjEみは､すでに昭和51irから､姓力組織Bg係&､暴虐族等の

l丑について'R施されたが1 ､その上たる目的は､郊q-J別に件数の父態を把捉するとこ

ろにありtlL､処遇面では､ ｢ふさわしい描醍｣を採るとするにJl･まった｡その後､特定

I,約に朋する対象占1こ対する探題観察の充炎激化策として､昭和56年にfl醒刑申犯対

t毒､昭和58判二や'i>牲ミPr低年齢対象者､昭和60年に伽柏JJflJ仮Mu削こついてそれそ

代納 良通過が目され､処遇上の配鹿.必項について一定の方策を打ち出してきた aE2'｡

:CI､これらのjl茶の統合を期待する意見が強まり､これに等えて苛4)したのが口頑で

かた平成2年の斯学別処遇に関する通達である 78｡

このように､類型別処遇は､対史書の問恕性に合わせて､その他遇の由に魚点を直いた

ここに頂-の.8品があるように思t)れる｡

i-lt:､甘別礼遇が原則であっても､個々の保農奴頼何･保正司の能力には大きなばら

:き袖 りrl､その結凪 r敗退者による較差がq=し､捺染的(=一定の軌道水埠を腔保

;こことがだしくなるJというF:J題が生ずるt)｡この側面を補うために､個別処遇を甚

句唖肘としながら個々の処遇者が具体的処jaを行うに当って手照となる指針を与えるこ
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礼遇の 一定の水畔を故促して行く上では必要であるといえる｡また､処遇要掛ま､

田上の配点せ41｣として､ ｢個別的処遇を基封とするものであることを念頑に置き･

酵 針を手酌して･R軟かつ弾力的に対処するものとする｣と定め､ ･fPの処遇を予定

が のでない棲旨を明らかにしている｡

Ejに､立実名は､加や別処遇の意図を次のように述べている｡すなわち･現行保議観

G.正史足以来･多くの絶島 ･知託が事前された机 その少なからぬ部釧 こついて臥 悟

Jr貫として机積にiHTされずに経過してきた｡｢そこで-これまで横顔的に実鬼された

郎 内容を5LtL､仏系化して･今後の姓連発鼓のための姓位を′示くす)｣ことが 頂

tf蛸 の申変な目的の一つである｣と瓜｡

このように､類型別処jAは､過去の実頗拝験に怯づいて制定された側面と､Ji後の処遇

石硝作をJlSす何曲の二つの価癖を持ち合わせている それだけ(こ､頗&J別処遇の内容を

l州に墳ふけ ることによって､処遇の規堀で実作に扱っている対象舟の原理及び同税性

l鯛なるものか､それぞれの類型の対象者の払jAにJlする今後の政策的忘向は如何なる

細かを知る上で､一つの下胡･かりを得ることができるように.riiわれる｡

類型別姐過の内溶

L)類刊の区分と比延の手続

11型の区分

岨 章句における類型のLg分は､ (1) ｢シンナー等乱問対象者 (略称シンナー､以下

IL')J､ (2)井伊朴拝犯対象者 (常襲剤)｣､ (3)且力租横朋係対象古(単力粗溝)｣､

Tn性I!井古対象&･(性)､ (5)中学在?対象者 (中J7生)､ (6) ｢無馬等少年対

tを(捕 )｣､ (7) ｢家庭内i力鳩 首 (jt庭内旦)J)｣､ (8) ｢校内JL力対象者

納I力)｣､ (9) ｢妹走族対象者 (BL,皇族)｣､ (10) ｢机神仲.E等対象&(6)｣､

!1)r無期刑対象を (無期刑)｣の11穐Biになっている｡

このli分の仕方から明らかなように､区分の准準は-7t.杓なものではなく､罪名又は非
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:匡 線 処jblの問肘 等紬 の尺度からなってお｡､
従って､頗型の間に亜挽する

野細 る｡これは･新しい魚型別姓追払 jB去の時鴫の政策的恥じ.から講じられた諾々

I:1号とjt扶持をもっていることによると思われる｡

I東名の群跡こよれは JJ･これらの類型駄 犬別して･ (1)例え臥 ｢シンナー｣･

(毛並｣など受JZfT政が多いもの､ (2)例えは､r中ウ生J､ r無我｣､ ｢家庭内I

t. r牧内jt力｣など･ 青少年雨亀等の一環として､jA去社会的L=人きな絹しんを奨め

:きた名､(3)例えば､ ｢定盤剤｣. ｢凍力租<｣, ｢性｣､r無期刑｣など､ その車

1:8F上その処遇に相当な凶雄が予想され､刑甘皮芯的にもその再犯防止､社会防衛的

FjBから糾ニi主点琵い採&較寮の実施が要求されるもの ､の~っケル-プに分けることが

絹るとしている｡そして､典通しているのは､いずれのグループも､対放石の間塩化そ

cJl柳生をその犯罪･非行の態陸､環境発作によって類甲J化している点にあるとしている

.認定の)入時とTl椀

根占がいずれの効旬に該当するかを認定する鬼 呼は､処遇暫価の3に′T';される別紙｢類

的は分｣ (,6飾後抱の!?料を参照)において､各類型ごとに定められる只体的な ｢認定

軌 による｡例えは､貸席刺せ犯対象者に関する認定頃日は､ (日 本作処分の罪名又

･'椎名に発憤刑取締法退反が含まれる者､ (2)本作処分の罪名又は非行名のいかんに

:.ibちす､t辞剤の退法な使用､所持､議連が本件処分の対数･拝犯のEi肘､Jb噂に田連

･ているとtEめられる名､ (3) (1)及び (2)以外の石で､Xt#剤使Jtlの軽果L:よる

tt壬が危(･される名､となっている｡

鞄の7純に閉しては､いわゆる r指定交通部件｣ d を除くすべての保d観察対象者

一一して､保道政察所良が認定を行うとしている (処jA要領3)｡ただ､不老による実地

rL:よれば､実作の認定作具は､主任官である保Jl観察官が子Tうことになっている tl｡
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ffが のいずれか一つに当はすれば･該当類型にig起される｡

きた.細 艶味官は､処遇の経掛こ応じて･認定を変更することが山太る｡罪名 .非行

Eによるは必よ勿題変更できない机 r後遺症が危(･される者｣等凪jA上問艶点に着目

..三塁定即 によって認定された者について乱 切後の状況の変化によって認定を変更で

!ミtLている.

椎の戟8_'には定された者については､私選計房事.保さ扱察担当見知Zl等にその旨を

止して.軒Jl占に.知することとされているo

t=) 弘道指針の内容

rふモ良通過の3に示される別紙 ｢処遇指針｣ (JL節後期汽EIを事々していただきたい)

言r対象&確群のための孝考●D項｣として､各頗甲ldのitL;RE･のI.rq組性 ･特性を具体的

こけ し､そして､ ｢処遇指針｣として､それぞれのql咽の対象附こ対する処遇方針を良

脚二示している｡例えは､シンナー等乱用対象行を例にとると､その間瓶代としては､

日放if作が進行する危険作があること､ (2)乱刑によって現jiから遠過しようとす

硝舶鳩められること､ (3)家庭内に､両親の態鹿の放任､両親の不和､仇婚及び欠

l眺甜Iられることが多いこと､が挙げられている.

また､姐j削旨刺として､ (1)乱用の動機､薬物の稚軌､入7-･経机､依存性の程度､乱

irr屯等について,7I托し､問題性を見睦めるよう努めること､ (2)本人の兼確作用等に

llpTる棚 ､凍誠を深めさせること､ (3)雀本的,1滴 門qtを身(=付けさせること､ (4)

-{ンセリングその他の心理治療的な飴き掛 ナを孝女すること､ (5) BBS会日の活動を

講Tること､(7)集団私娼を法相すること､(8)所轄昏穀苦 .担当院議司相互の情

軸 を割こして､その吸収､交友等の実態把捉に努めること､ (9)桁神医学等の専門

軸 力を戊めること､ (10)保険所､警察等英和乱用に朗する社会党源の活用を図る

こ (11)2.質に心して横枠保健法に甚づく通報を考息すること､を示している｡

u-のRjA指針及び他の類型の処遇指針にある程度共通している重森臥 (1)対象者
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BEが ･'̂'懇把捉の屯祝､ (2)本人の自覚を促し､その内面に*き掛 ナることの亜乱

IJ)経 に■き掛ナることの市税･ (4)尻腰挟細 関以外の喪源の利用の重奴等であ

i.また､ 碇の類別こ甜しては､ ｢カウンセリング｣･ r災帥処遇｣･r議題括孝｣､

Pが 法｣といった･いわゆる ｢心理治療q･J｣処遇技法の活用､群数虹損が期待されて

壬.このうち､仏和瓜連は､処遇技法としての利用のほか､他の地溝括■の劾串的な実

l汚 ELても斯待されていることが注馴こ蛤する｡

llbゆるr地溝網tE石｣の現状及び ｢処遇指針｣に'iされた姐遇方針

腔群姓jAは､萌一節で述べた分Ei姓遇の&恋の阜くに答えたもののように思われる｡

伽 ち､対生名のタイプや問現任と処遇者の特化をともに祝矧こ入れた立体的な処遇指

指示しているo｢r.VL'通知｣では､ ｢扶計報'if｣の現日を設け､侮年上に､各円認定人

相の保&りへの搬Ilfを要求している｡この結果,Ei馴 化 遇の兎指によって､対象者の

IL7や間組他の状況がある程度明らかになった｡

■･) 対象&の托IJ雌状況

･いわゆる｢処遇凶虻&｣の現状

I郎 年の犯非白,●I(こよれば､平成5年12n31日湖射二おける保諸税轍対象&-のう

的 類別こ計 Jけ る占の占める比率は 次の表の示すjAりになっている｡
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* 保El抜群対魚者の頬型別謙当申

ItI 仰LIkl.q三川AtfJLtA'J;化汲AJの7日ll二▲も.
2 仰.)fVilLILIAUS'JNIJllYtlLnlサIIlA(.
3 二つ以ヒの刈alにEI当I･5古&.いる/_･̂ .LfB叫叫 .HJJ00t二/JF./Jい.
1 ( )rAllJ.火入れでみろ.

犯ItlElil(平成8年版)199白による

すなわち､成人､少埠をrl'Jbす､妃縦札 シンナー二P,炎物J娼迎のr."J畑を抱えている対象

者が川当な割合を占めてhり､成人にTXJしては上にi'l帖剤､少叶にtXlしてはjiにシンナー

等が問雌となっている｡収入に掬しては､保は枇鮒 JIJL'flrT耗T絹 と仮川獄占とで､覚醒剤

I抑 故老がしめる割合がt引ま'変わらないl!.tが手=1に仏せる｡Ht,]雌Itの捉IRの適いを号1息

こ入れても､執行蛸-T･満の探題挽頼JUJ関が通常仮LJtu月のtu合より長いことに鑑みれば､

執行猶予の場合の発展刑･川犯の処遇には川tJiな剛経がI,Pうものと首えよう｡実捺､侃讃投

的 仇行脚下巻のうらは受刑 J犯者は､一般叫犯古に比べて､執行捕T,の敬雨中が高いと

鴨 されている暮''｡

成人に関して､鮒nnlJ仮,h放首､鹿ノ)PID4順 占もー定の･LlJ合を占めており､少年にugし

て吐､シンナー等乱m､Bt走族の比率が7.'q'いことがiL日に折する.
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これらの対象石は､従来 ｢処遇関連舟｣と&期されてきた名であるが 1 ､類型別軌道

_p塊によって･対象者の中にいわゆる ｢処遇囚姓名｣が相当な割合を占めていることが

.I__クによって★付けられたことに.類型別姓萌のもつ人きな点苑があるように思われる｡

!r蛸 凶事｣の内容

がのように､分類礼遇では､大i扶計分析から作られた再犯予胡表に基づいて､対象

はrtja朗tである古Jとそうでない者の二分点をした｡そこでは､対象者の只休的間

IJtlや,q休的市7は示されていなかった｡また､ ｢処3A叫だ｣のFf7誠は実掛 二おいては様々

?印で剛 ､られ､必ずしも再犯危険性という角度からてなく､払点火鹿上の任しさを含

J/=ものとして吐われ i-,そして､感々な堀面が ｢私通閑#Jと{,われてきた｡前述 ｢姓

iが十｣は､姐ja川定の只体的内容をある程度明確にしている｡そして､それは各種対象

によってかなり邦なっていることをも示している｡例えは､認定比牛の7.7いシンナー等

!甲､圧点刑琳犯､独走族､無抑刑､独力純増開帳の頬骨についてみると､シンナー等g

k寛辞朴Ff犯は､兼物故作の点では水通しているが､邦物の柏退自体から生ずる具体的

柑点の追いのほか､前古の場合は家庭内に放//なrtil岨I.i.1があること､後名の場合は､｢妹

ち瑚係t;との接触のあることが多い｣こと､ ｢詑腱刑の所持､ui川等の状況把握に困難

締う｣こと､等̂がJJJ;されている｡また､巌力組織朋係と始起巌は､組約に依存している

主では耗迩しているが､様々な具体的間塩点の迎いが指摘される一方､鹿足族の鳩舎は｢品

性tE二名lみ込まれていく危険性がある｣ことも示されている｡

iT=､シンナー等悪用と17度剤℡犯は､当然ながら､心確的､I.7舷的僻面に対する噂門

はJを行うLでの耳点を抱えているのに対し､JtJ)範織朋廉者は､ ｢攻守的で威圧的と

tt:とが多く､ 一方で､権威､能力におもねる態度を示す｣特性のあることも示されて

三･.･方､無期刑の叫合は､ ｢本件事犯の凶悪.求人作との卵まで､拭した心情を奥深

早めていること｣､ ｢生活目付をもつことが開廷であり､心肺面で不安定になりやすい｣

:こ盲r内面｣の閉息を抱えている一方､ rEi期の受刑により.生活能jJが飲下し-社会

叫鴨 が弼tである｣こと､ r頼るべき役族､綻放Rがほとんどない名が多いJこと等

丸和 の間領を抱えていることが示されている｡
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･脚 lJに列示された対象者の間魔性 .特性はある軌珪抽象的なものであり､推浦

l仔細 のが多いこともgl実である机 前述のように､ rW 針｣臥 従火の実践経験

押 して耕定された推捨からすhtZ･そこに列示された両虎性 .特性臥 各最里の対象

Jここつてもつとも実出し､典型的なものであるとさえよう.かような吸点から､RL遇指

柁もれば､対象古の抱えている閉篭の現状は･呼口的捷助､物吋虻助を必要とする扱点

1主も､再犯防止の披点からも､かなり｢田荘｣な状況にあると言えるように恩われる｡

i) ｢池月附だ古｣に対する払遇の方針と謀琶

そしでは､以Lのような ｢凪ja困荘者｣対する r払jB指針｣に示された指針には､いか

;壬持後があるだろうか｡

司を牲･実態の把加

まで､｢処遇折釘｣は､各部型に共通して､対象hの間過作､lf態の把掘を唱硯してい

壬,例えば､ (1)シンナー等濫用､覚醒剤TJl犯について､ ｢蚊川の軌練､人手経路､依

覗の稚皮､蚊川の状況等について舶 し.問題性を兄抽めるよう労める｣.シンナ-に

障 ∴ ･̂r:::一一で:.SIX∴ 一一ニー:こ::.;::･'f::!iTミ1-;二･jll'-l'r;叫こ.l･:17ニiL3':;:
Iちなとして､生塙状況特に独力組織との具体的な関係､同税均の動向等の実憩把握に努

Itも｣とし､r壬任官の宙接問与を強化し.往訪によるrR懸把由に約 する｣とし､ (3)

■lと蛸 魚名については､ ｢夜間往訪により､生i占状況や所有竹内､暮走行あの実態把握

LTSめる｣､ r書察､官転裁判所との連携及び･･.保謹司糊b.のjW を麿にして､暴走行為

I王事.A五枚姓ul全休のJb向の把垣に努めるJとし､(4)無期刑については. ｢崩唾

も祇臥 定期的な面はの実施等により､帝に生活実態のきめ細かい把握に努めるJとし

'●｢も.

短軸 において臥 対象者が来訪しないなど､本人との接触藤保ができないために､

恥 の閥 椎や実態が把題困琵な時が多いと言われてきた tL.｡｢払jb指針｣は崩唾的
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脚 や四迷繊tqとの仇搬交換によって､この間風 こ対応しようとする姿勢を示している｡

モモ､ここで以トの点につして留意しなければならない ｡

星組.対象名の私生活の拠点である安座に対して子Tうのであって､対象古のプライバ

,i:もだJlする必要があろう. ｢夜間訪軌 等の叫合は､なおさらである｡また､ ｢実

ttFJにあたって､ ｢甘寮との情報交換を掛こするJJ8合は･礼遇者の<f終点環はとう

tミ如I､虹漸占Jbが書寮の汝番手占動に利用されるよれがないかという同額も生じ得よう｡

そって､Jは J;の間奄推 ･実態の把捉の義化は､赴遇をjB正に行うために必要で旺あるが､

三T.を促すとともに法的軸面もあわせて検討する必要があるように思われる｡

!r心Zg治療的J弘道技法

が側凪jAの実hbL:よって､シンナー悪用､!l塵朴Jl犯等､保&放泰官の噂門的知題を
け〉た凪遇を必要とするXi型の対象者が多数存在していることが明らかになったと言え

r処遇折釘｣も､限られたものではあるが､ ｢カウンセリング｣､ r袋田処遇｣､

'?.&拍*J､ ｢'尖鉄鎖法｣等､幾つかのいわゆる ｢心冊結締的｣処遇技法 ●Lを例示し

:いる｡

特に､少年に対してその意図がより強く潔われているように魁われる｡例えば､ (1)

シけ-1?荘川対象桝こついて､ ｢心理的措藤を(け るhA.9については､カウンセリング

沖の他の心邸治療的な助きかけを考慮するJとし､ (2)中学在学対象Bについて､｢議

防事｣､ ｢作文指等｣､ ｢カウンセリングJなどの技法を活用して仙緒的成長を図ると

I(3)無職等少年対象者については､ ｢カウンセリング等を通じてBl/tの無職状態や

l三味花について内省を深めさせる｣としている｡

'玉城虹遇｣を一僧耐7]しようとする意図が双型別姓jBの今一つの特故と言える｡既に

I.iば昭和52年から実施始めた r交通短期保讃扱察制皮｣等において､安全運掛 二閑す

Il切丸jAが行われてきた机 類型別姓jAは､シンナー等悪用者､先iE刺せ犯､中学生､

q事少年､Jは 族等にもこの礼遇技法の活用を′】ミしている｡各対免古のもつ間泡等に内

ミTを畑 作にm目した処遇施策であるたけに､その実兄可能性が -楢高まったと言えよ
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ll

こDように･少年の対魚名,費物依存者が多政/t在している実態に対応して､ ｢処遇指

,.ふ 睡く限られたものではある机 保養捜索官の専門的姐34の役割に期待する一定の

勺プラムを打ち出した｡むろん､現在の専門的虹削 浦 安増加に答えられるだけの保讃

卵 の能J,があるかに軽問を持つ相 即 や､科学的処溝効果に穀周を持つ立場もあり

Iよう机 実用可能なプログラムから実行し･穏巌を蓄qtしていくことは､方向性として

Jしいように思われる｡これは分点姓苗以前の 一連の施顎から'IIた つ の丑訓でもある

_tbれる｡

また.簸聖別私娼の実施によって､中門的処遇を必要とする対生&が多数存在している

I等が艮件的データによって射すけちれたことは･保適性寮官制 】の垂L.7にとっても壷要

言も舶 もつように思われる｡邦 一節で述べたように､lll｢分軸処遇制度｣が実施後行わ

A.tj醐 点によれば､現在のような保讃扱蝶'ElのTPI牛n押ては､分周処遇を行っても､

i柑脚 した保超脱群tfの出様処遇が実現囲淀だというrR態が明らかにされた tu｡従

功r地区抑当fT馴｣について､ ｢地区担当官｣と ｢洲 岬 dift｣に'Jyけて､従来一人の

尽淵 無常の行っていた組織維持管嘩機能と処遇fT,動門坪鮒虎をそれぞれ別個の保讃観娯

‖:fTわせることを目的とした縦横改革を試みたが､これも､保韻観嬢や人数不足が原因

で培Ii7tの制度に戻らざるを得なかった 叩｡従って､保護税紫の噂門的処遇を敢化す

と弘的な解決は､やはり探題扱頼宮の入日増のほかにないという大方の指摘は,過去の

Li拷鞍からみても､妥当な意見のように思われる4

3と全党涼の崩嘘的沌m

2㌢会鞍おの捕J71をSt挿的に促す点も処遇指針の大きな特軌の一つのように思われる･例

;三､日 )シンナー等悪用､東岸剤や犯に共通して. ｢梢神科医等卑円実の協力を求め

香.～rca怯丸 首だ壬等薬物悪用に関する社会史潜の活用を図る｣､ ｢必要に応じて佑神

A:封こ羊づく通鞍を考慮する｣としている｡ (2)シンナー等悪用等少年に甜しては､

tSS全日によるともだち桔itの活用を考よする｣､ (3)it力机推閃終着に関して臥

一拍 現等の払力｣を得て､実態把握に努め､r本人をJt脱させるように総称こ*きか
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,･己Jとしている｡

また.注rけ べきは･ r史生保凄会｣の活用である｡例えば･ (I)叫載少年に対して､

･邑iの転頚､娘団生活への適応調練等の堀として､史Jt伽Jt会を捕用する｣とし､ (2)
が 暮力に対して･ r･-里生保議会･･.等の社会煎瀬の活用により･生塙i=境を図った上
■字漢71のJT空を行う｣としている｡後の顎三筋で述べるように､既に艮期刑､仮釈放

fこ対して史生扶&会を利用した中間姓遇が行われており､これに合わせてJEえれば.更
;ヨ会の-廿の活用の意図が現われているように患われる｡

止り)ような社会煎瀬の活用は過去も峯萌されてきたが､分類軌道等の一連の施策の溌

P.(沖で r私通桁針｣を捉えてみた場合､頗型別姓jaは､｢保農税額tlT玉串型｣の姓遺体

性向から脱却して､保&司及び種々の社会fZ源のネットワークづくりを志向したものと

托るように慰われる｡今後は､保謹観察官の社会fT源の加盟能力が細的されるものと思

紘る.

tだし､捕刷するPF源の中に､苫疾iT源が含まれている山には留意する必典があるよう

:弛れる｡ 誉群ft源の活用は､斯型別処遇が甘切するまでは､少なくとも､表舞台で

ほより祈られなかった｡しかし､処遇指針は､これを11_ltに処遇桁針として処遇施策の

じ取り入れた点が手玉目される｡類や別処遇の実施にあわせて作lJRされた ｢ill醸剤･挿犯者

'増税穀処遇 Q,andAJは､覚醒剤射犯対象弟の槻命の屯潔との逮捕のLU3'をより許

.く示している｡例えば､警薪への協力依頼や照会する18令の怒rlを詳しく並明した上､

tT柳川Jの通根･hd占の-附 L偵知､再使用により緊急状態にある者に対する迅速な協力依

特を清示している'.｡

t切 的措t

rt蛸梼針｣は､ (1)暴力関係､及び無期刑の二恐型に対して､ ｢1嬢 の推掛 こ応じ､

i')だLJ l問前売等による規制的措ZZを磁極的にそよする｣としている｡また､ (2)

屯粗鴨 ､A点族の_滞空について臥 ｢保讃較額田の内緒的閃klJとか､ ｢保護放棄

!･:付されたことの意識を棟り適し確認するなどJの方法で､ ｢心理的規制｣を強めると

ている｡
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二T.らの措FZが他の新型の対象名には全くとられないというわけではないと思われるが､

;二に舶 されていないのは､成人と少年とのか ･各札苅敷石の再犯危険性や間範性の

T･皇考Jlすべきとの ｢処遇指針｣の鯛 の現われであろう･

子兎翌朝軌道の点義と謀篭

蛸の多様化は･処遇の効率化という角度からのみならず･礼遇をいかに充実するかと

.ぅ綿 から阿られるべきであるという授点からみた場合･類型別姓卦ま､第一歩で述べ

と絹地3aとfiわせて･対象者の問亀性を立体的に捉え･それに仏して･処遇の密度及び

一抑内容の内向から､処遇を多抜化､充実化しようとするものであり･大いに意義のあ

離 てあると)思われる.また･ ｢処遇指針｣は､今柊の処遇の方向として､対象苗の問

払 災怨の杷肘を聴視すること､特定の問屯作に介わせて伽冶悦劣iti'の由接処遇の効果

二相 すること､保巡,.]及び社会史瀬を稲広く活用する処遇仏制を作ること･少年､成人

tこ咽振作の触過に瓜じてIR制の頻度をj引こすること､A.Vを′示した点では､現実的な処遇

紬ざす.BMの脱われのように思われる｡

今後の淵也は､この方向性に沿って､より只体的な地割 lT把や､姐jBプログラムをいか

これ て行くかであろう｡難醐 ･J処遇突施後､各地の処遇現場で､特定の類型の対象者の

相にPIする､例えは処遇f引きBの作成､災川処遇､ワークキャンプ､協ノ}雇用主等社

主稚内発等の書きが見られる､と伝えられており 寸̀ ､法拐省でも､例えば､発展刑事

Eの蛸 に河する詳しい赴遇マニュアルを作ってきた｡今後は.さらに例えば､荊三昏及

丁兼声価で述べる史Jt保遷念を利用した処遇プログラムや少年に対する社会手加法血を-

k大していく可能性について換討する必要があるように思われる｡

鴨 に､,R態把鎚の強化や処遇の密度及び内容の充実化は､J8台によっては･対象者の

TライJlシ-の位･il､あるい蛙その他の自由の制限や品稀の抗議も伴う｡これまでは､社

斡hjaの対象名の卵 順 辞の問題はあまり議論の対射こならなかった机 処遇の本格的

ミミ靴 をめざす類別 ILA遇が豊壌した現在､対生名の獅 jの間qlも合わせて考察する必
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-.?あるように思われる｡
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も規制rr)的牡を研げ'rr).こJftATも.

① 何軒は抗の状机にかかわらず.淀仰rrEHLil

弘.LrJJ蛭を行 ')fLどして.きめ細かIL比延91旭

の把収に力める.

(a (I).L仝舶Q)Jl収 に仏じILから. カウン ヒリ･/
グなu施 Tる/Eとして.;I:人の心ftIJI止Hrl=わ

め 人柄仙 Iq軌な化すとといこ.刈人LMLF.憶ノJ

のrFJ戊に折める.

(D Tli沖rrtJX一任軌恥 こ▲ろ 過tlv>娩脱h勅とLJJL,

めrJJLろYI少II'13丸井lこついてIL llLlS/i･鵡
川するlLt'して.そのL イル･t--を捕りできる

賃 叫 I,

⑤ せつ1Lrfjかつ耳iC的1E生P占凶皮もイf

L.刈吐.火rIrLLL書ri･転J>上rること

(.･tpL･.

⑳ 苫軌lこ銘帆性//tあも.

Q) 不遇ナ上虹恥や塊に付.'た=ZT/J'･多く.#

故のtli詳駁ノ)呼に〟Jl.TがIlてfJ:し.

q) ぷ抑約.目前的lこIl.A人のrul岨tti･
肥独Lに(い.

② rFJ也qlAlt)且･JI行J)･反牧三日Lやすい.

a)7IJILi.Tl-jl行は.その兆峡かIELlli
奨J凸的にTH)JLや')(.かつm人,L4感

TL7lf&-を仙rfLやすい.

① Ut粍トb排的ILかっとうか作Riにある
こLか多く.tのAY刑q>T-lRとし{粥Jj

に刈-1る枚坪W)JLfi勅/1･抑n:化さ-Ltる1.

4JtJJiSEJも.



書†一さ1 ?*7 A:事L..

B J tlb.̂ ろ.

千 1 Tト.

` f 81 .′′

llLFFT/J.

② h･>′七'Jソ′帝i･血じてqinのkh状朋や
/hJ.ULl妃についてrq'J;JL托rJさLt7J.
① 付議[.1=対してt.性急岨Mに1Lrる甘M.也
ノJ'E･求わ.^人のh労℡Bの女心l●つLて′)a
仇IL鈍化~rろ.

(D 孔tIに関する札i:札険等のm仰IROH,JE
とし{ 'A'碇Lkit弄り旦れi･牡ATさせも.
◎ #t.txの4山や7g久について▲人のr)Et･tZ
一也させも.

◎ 虹方RtrLtEYA.L血して.払方A'qLl拝●
l-JiLl化させていく.

① r川即ILLLFmZtJは tolt/}yL企■に▲,
{.上知◎b･ら◎ iでのⅥrt等のカ称Er)リJJLを･
J■JJ.

◎ 公A■兼gE定tFIBIJJiJTl⊥8の礼金77枚t
lr.FllL.■9日市中や生岳の実史と凶も.
⑳ tI壬とlalに8qTろJi課T,少qr_知ii書のtlit
YrkiをU,JT)T7JEとして.lM_JbhのEPIやは
Jiの吉和fLBる◆

Lr.rl鑑BleをiUIJrも.
0 JtKにLZけろ▲t少ilのr.E717t且Liモの■H
L:Tt丘Tろ.

◎ kTHA世に成仏上したイ-もLE法とIlし

ていもtJのの.臥rLF.Ll呼.#取の市掛 こ

IJt!.び一ltrくい.
0 乱刺iL耶lこ>1Lt.糾えqJに1工')･(1
く IfLtLやl~bることi･n己カき rる
ことhi事L･.

0 k■上り上で敗はtAIJA寸もことが事
L.

◎ r(1毛は.lyVlこすJLllくJktL的{･

あ J{J54JJl=乏しいことか事く す句

の▲llttJirlこれしてイJ払IFTI.:てをgEじ
らLL/LL.ii.LI7.としてこJtを払1ZL

が.一.でbも.



ー ■r 0 地 .和 郎 lDQ紬 h.r'O l勺細 で.小心であること,),.如 L.

◎ 紺 外の7L金的&牡とSttせ.Jこい,_日 . ql r..Ztr.l1帥 M JLBc.▲人のrmb.二

/ b't事L..

○ Ra為りSIJは 持ちように労れ lJuAlのFJ

trtJI*tiAも.

O JLJJの対虫とIE.'てL-ゝiJL攻Flt.支NLl'
から,jiJは 八相 句のAr伏lこJZtJか .iZ'J ≠抄{lI.J*壬q引き金と1,つていもこ

'J恥4.れ7!18. 日 :事く 小にlllJt汁的,L広角t.青Eと
○ 3kJt伺qb.つと)A:dLt_(.ru.;〇日 での してLもこH .b古.
¢ iAE内gL}州 別 て苫Lttqか L.はけ目尻Q

0 11史とのJi挽.fn格安FLにGtL幻bii一I

校内8JJlJ暮ーJ: ◎ 呪l二枚PIJE力むt}ウ適して1.もLに朔 Lて fE

∫

一一一 Lt,tttfJLO払F).父Btyl二77Jbも.

る▲

+1■J7秒ネ -,. あも.

tは～川FJb.b与.

仙丹を*わら. ある.

貰 叫 .T



◎ 典EmLiiの41人 冊BHT,itの舶t坤に上っ

て.⊥包②bLら◎Iでのめれ寸の払辞qJ尖JLt･

拘るI}b･ 林業に1･つては.JS▲的生払TFQtの
&柑 考i力のき日と7Ptn的とし1__Q飢A.Aの
契JittL糾する.

◎ 文jL井行姓のAtものL:BqしてIl.支JJf℡
gの死Jiと考沌すら.

◎ TZL fJ!AIt茂とのJiZL且tF甘▲JLPt止n
t'Ll:1rもRLJrF)d互の▲LhtJ'L_して.■▲
FiAの実JL Jl丈JL*田全仏の一拍 のt書l･_刀
ヰIも.

① n汁FlftのAJL gLれl:).り7.Jlは ''NJr.
lbqqq等の妃BIL=Dり4.

◎ ttAでIl暮的TL巾t8けJLたI A爪的.lIiL
的(LJL道にも肘けち.

Q) 危地への▲ノ､り軸tA川 Ji■J良Tも.

◎ 押当毛.某&苛とのjEJtl.把にI.yt2',也
台Jこal諌ILFJLSh=できる▲'JI=して一J(.
◎ 必gllE･W 7.･,uJ.1rrb'･･rLりF,̂ ろ= 1.171
f帖 .Lu師 .由uli一也所符とlJid:HLNpllh･.
¢すろ.

⑥ 必要に応じて(.lM瓜LtLLの収i:l･Jiづく.dlN

もJl他 √る.

① ▲人.)jM .能ノ)にmJ6Tも札}J丘的lこ酌め
る.

(D nと&比和lM.LlにおいてIL 牡LtJfか二村J
も不買の牲毛に群山もととt.ド.IJ禽I14,I-也

やIL地 .技FILIEfJEJEの軌 gttnlも.

◎ Z,菅に佑じて.公共IIモ1-n*.如ZJ広地
CI閲丁のiL全fJrt･Lf,JnL.1ir,のPA宝'LL*
与.

① ▲人のt'IlIJl･l分にそりdめ llLIII人的

取 は6号のr.W についてIlbリllL的Zrl-わめ
も.

0 抗拝qJIFtt払.2JI的IEAJLの父Ji■J･_▲
lJ.官l-4許RLJ>のさめ山かtJEul,YIY)ち.
◎ ■ill占ZltFtのJIJir)̂ 丑.▲ r̂Ilrろ払
nTCのP.lJrn■〉IJ.
怜 作Zlh引阿Jtqtw･ら.書tl'(.LiLldJLにq
-TもiltL S!id苛Q>La芯t'j!firるrr故oなれ
J{回り,その八仏的カ払呼L=つL･tll,▲人の
4,m71ぴnTJJの状G等七七Jatつ･,) JIIq
rri).柁桁のにrEi17 的方TTJ.
① LInrとホJ当(.とq護PLteL=し,JtAErJ5t
ylに立って.雷に化讃叫ftlこ刈 IもEHtiPH.

小.!f内的で13IWJtE払GiTl).

'吉 村 6

0 臥拍LYjJatr 弁&■削lrlZEhカ:必史
でL)

与.

◎ iA甫耶 Iで)も拓Zは 狩ることA..EtiJl

であ り,ll_.行Ilの千Jfb:田tlでS,

も.

(‡'泣qIの文札 五里の挟ibL爪JIC.A
hI tJt甘▲甘r)むいりかItqJti･JET.く
yi汀15:I)ら.

(D ◆rl111.,のLg方.止人姓との桝並で.

JJ!UlLI=心Tn女臭5くuHbていもこと小

事t･.

a)杓1-.J-tけ るIl企LrJ反qh･人～t.
a) AJI.J支Pに上り.生江虫JJb'･仏r
L.比企のtG妨lこit(,tI=uA寺にIL

全的yrJJb･事(.礼金へのJbaかmtIで
ある.

lI ･t拭tJだtnつことbL阿JIであ り.L･
Mfでイ÷安定にILウJPlい.

① lnZLtFRPまJIに上り.CTるへEq

Jk.性Ar.biu上JLt'rLL･占LI'L事L.
tD 月PIにJiAtt･kpiしていろVl会.▲人
の1乙I.lLIJPrtENJ■L13Jlで入り.■LIf-

■嶋にlLりろJLtLに工夫i･たTも.



① LLtTTTの交tf.81畠岩のAL史.小H恥S坤の
岨缶にり.九月lこ全日Al対か生じILい▲)に也
やb･に事t5血tt行Iとともに.uJIFYJJt又
11引k巾t･rI成しEEIJこ指揮寸TJ号か.PYtで
挽升TもIL:どL~(.ホ王にB4-Tも9,1小qf/)引
AL=JL拓が/Lt･1iL=lEヰすら.
◎ ホ壬の托tlに応じ.机HL.flmJ37-8に▲
もJl朝的Jdtセrlai的に巧J&する.

0 血山zL吐l伸 せ環iBした舌についてIL.uu
書qr宝心的にヱ故上'llの当否の牧丘から全tI
■セ且正し.良句点のtiZとhiuJHの朽巾重
な知る.



第二第 更生保ifJS投における処王

- 中冊処遇を中心に

重宝咲き法人のきIi･とその侃農奴寮における役Ll

ll 史牛保丘法人のき生

事成8471月IEH=より康行された｢更生保護l井文法(平成7年5月8日法相第86号)｣

lJr更生保JIJuE法のbk行及びこれに伴う牌係法fPの整鰐に卯する法相 (平成7年5月

相法i幡 87,,1)｣の_法科 こより､従果史生緊急法 (以下 ｢51!無法｣という)に基づ

て､史生保Jt.Jは を営むとされた ｢更生保盛会｣は､ ｢史'牛保&法人｣へ衣何えするこ

三になり､虫緊法は､ヤ成8年4月 1により軌I.されることになった｡法改正の最大のね

こいは､税制面1年の鮭遇捕殺(こよって､更Jf_扶盛会の抱えている幣金難を根和しようとす

さものである｡上な改正点は次のようなものである 41'｡

J｢史生保逮法人制度｣の創設

箕法に碁ついて股立される公益法人である更生帆i会は､従来も法人税法や所r苛税法に

lついて特定公瓜増進法人として指定を受けるなど､追付の法人よりは税制⊥隼遇措定を

圭一Jていた机 それでも､社会福祉弔文を営む社会福祉法人に対する稚首措定とは格差が

毛っr=｡この格差をなくそうとするのが法の目的である｡そして､地方税法等の一鉢改正

こより.更′t保a法人に対して､地方税である法人住民税の均等割を点さない等の徒遇措
l=･こられることになる.

2C3=良&･Ji文の批急の明碇化と対象の拡大

It法臥 壁生保d･P又を､刑の執行終了高等に対する ｢史4=_促讃｣を行うfP王 権 接

恥 ミ)と､その拍乱 迎佑又は助成をするIJは (適格助成下見)の二托類としたが (
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.･発2助)･史Ii･鎚&.LfE法は､ rgi接保讃弔農｣をその性賢に応じて､ ｢挺稜保護弔文｣

席搾&再を収容して行うrJTヱ)と ｢一時斑点'Pエ｣ (収察しないで金品給与等を行う･Jl

I】とし､これに ｢連戦助蚊や文｣を合わせて.≡用句とすると伺時に､それぞれの対象を

一<Lt･

すなわち､ r継横塚讃■Li三｣と ｢一時保蓋･Jl三｣に関しては､史無法による東生保.xlの
結乱 保J税額中の割こ対する救議 ･提議の対象名 山 のLまか､従文男生保讃会が氏孟

:21卓を望めて任息に鬼施されてきた､罰金又はf梢 の.7兼を受けた名や少年退院者等に

灯る鑑.flも､堅11･_保丘･Jほ の範軸内に入ることとなった (史生保Jt.PR法2ゑ) i.

まJL=､適格助成.E芸に叩しても､従来のように,色持氏孟･P某の遵格､助成に限ること

ミく､坂保alBの更生床議を助けることを目的とする小文に関する摂兜､適格､題望又は

川を行うIFは も仏く迎格助成や男に含まれることになった (2粂31Li)｡これによって､

蛇は､r伽.!政解臨会｣や､ ｢史生保mB男協会｣と呼ばれる柳 f県､地方､全国幣位

凋休で､迎紡肋成AB菜を営む更生探題会が､従,it以冶nJl.̂や BBS会､出世如入会に対し

F:;つ…::;:;:;;…bF;去≡…;芸や某に含まれることになった 仙 ○

螺 法のほとんどを占めていた更牲保讃弔文に関する槻定が､姫Jf伽h*.PE弘に取り込

fhる･方､垣生保超の措掛こ関する規定は.犯7･法に新たに萌三節の-.が設けられ､こ

こL:移されることになった (用語が ｢更生緊急保a｣と変わっている)｡また､救遭 ･嘘

;払委託に関する規rRは､これまで､犯予法と執行机Y･名保歳晩察法 (以下 ｢軌保法｣と

lぅ)L=蛙なく､蛸 法に定められていたが (4条4項9号).これを上述二法にそれぞ

l･.紬 た (犯下法40急3凪 鵬 法6粂3項)｡内容恥 はほとんど触 っていない｡

このような条文の配分は､形式的な変更とも言えるが､従兵の法の規定のあり方からは､

吐俣農会は､主として史生来急良丘のための田休であって､保at抱寮の救& .接点は更

三時 会L:とって 一次札 付槌的な弔文にすぎないように読めた 一▲ことに鑑みれば､法

む よって､保.紺 妹の救護 ･捷題が更生緊急保護と対等なかたちで史,と保&.113:と位
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l付けられることになった吉見点で､実質的な意味を姑つものといえよう｡また､現実的

:も更生保議会にとって保護奴穀の叔&r･援護対象者が決して二次的付随的になっていな

..:とは次に見る更生保讃会の収容実桜を見ても明らかであるから､現在の法の定め方が

甜 こも合うものと思われる｡

1(二)更生保盛会の保題統掛 こおける役･L,i

吏生保讃会が保農奴察対象者に対して駆虫な役割を果たしていることは 次fiの表に現わ

れているように思われる｡すなわち､委託保遇のうち､更緊法による更生保超と政道･捷
批の比率を見ると､昭HI40年代始めまでは､更生侃過のほうが多かったが､昭和40

手代中頃からはさほど変わらず､60年代に入っては圧倒的に救護 ･接超の被保護者が多

くなった｡

碇瓜 仮出獄者の3割以上が更生保盛会に帰化している｡また､釈放者 (浦抑釈放省と

珊故老)は､入所回数が多い者ほど父LijTpの引受人が糾 こくくなって､史生保讃会に帰

吋る比率が花いLLSJ｡

このうち､更′E保讃会は､探題観凍対象盾が､ ｢適当な仮泊所､住居､若くは職業がな

J暗く犯予法40条 1項)､探題観鞍所の委託を受けて (犯予法40条3項)､望生保

附､生活の指導を行い､環境の改葬又は調整を図るJ 憎 生保讃竹男法2条)点で極め

これに止まらず､仮釈放蕃香の隙､帰任予定地の環境調整の結果が極めて重要視されて

I.ると言われておりtE55､更生保讃会居住の仮釈放者の多くは更生保讃会があってこそ仮

亀を果たしていると思われる｡
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更生良3会せ昏保gF実はの推移(昭和33年度-昭和63年度)
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玖上のような ｢生活援助｣という伝統的な役割､及び仮釈放の適正･頼極的運用に加え

(.さらに､ ｢人間諸科学の成業を取り入れた処遇技法の活用｣や､ ｢被保護者を例えば､

綿名､アルコール依存4㌢等に頬型化して保題するなど･今後は更生探題施設をいわば生

を訓練の横能を盛祝した処遇施設として活用することにより､保護観察を始めとする社会

経過の内容を多様化することが灯摘 されると言われている ti5'｡

その中でも､おそらく､ ｢中rtil処遇｣は壁生保讃施設を利用したもっとも戯極的な処遇

描の っ と言えよう｡以下は､中PLEJ処遇の内容について考察したうえ.閑適する問温点

と険討することとする｡

一中間処遇

(胴 処遇とは､,醐l刑受刑者及び執行すべきJflj糊が8年以 ヒの長期受刑占で仮釈放され

i:者に対して､地方委員会が相当と認め､かつ､本人からIE31意が得られた場命､施[-iE内処

毒から社会内処遇への円滑な移行を目的として､仮山瓜当初の 1カ月r相を史生保題会に居

注させて､計画的At中的処遇を行なう制度をいう 郎7｡

ト)制度の内容

帥雌は､昭和49年にまず仙台で､次に昭和51年に広島で試行的に運用され tE5'､

柵53年9月27El付の保諾局の ｢長期刑仮出獄者中間処遇等実施要領｣ 脚 (以下｢旧

鵠垂範｣という)の制定によって本格的な施策化がはかられたものであるが､さらにそ

叫象省を拡大するために､昭和61年3月31口付けの ｢長期刑仮出獄省中間処遇等実

施額｣ (以下 ｢薪実施要領｣加 という)は､旧実施輩鰍 こ大幅な改正を加えたb以下

は掛目実施要領を対比しつつ､その内額をみることにする.

1日的

軒実施斐矧ま､中間処遇の目的について､ (a)他方委員会における仮釈放席理のため
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-■■

F僻 の醐 細 の脚 及び鵬 他の肋 充肌 と､

Lb)毎日の接触を林軌こ生iL-arI純を中心とした処遇及び職菜についての接助などを行う

こと､ (C)社会/j揃 への適応の51込みの依認と加護観凍実施上の間軌烏の棚 化を図る

こと､を定めている｡このうら､ (C)は新究施要領が新たに加えたものである｡このよ

】棚 讃扱- 充実化を図る側面を持ち合わせているように思われるが､前舵 凱 て臥

碓 重罰のねらいと変わらず 一㌧ 後者に関しては､席題内払jBと社会内処遇の中間処

!経 ､つまりハーフウェイハウス的処遇形態として吏性保&会を活用しようとする創 xl

lはり鮮明にしたものと思われる｡

'帖 予定地に御玉させることが本人の史Jj:に3滴 があるもの､ (3)更生保議会以外の

雌予定地にl噸 州上させることが本人のiM-IJ-･ji-剛 噛 り､1両､繋生保盛会に加住さ

iて5=とが社会'軸 への円滑な適応を図るため必要であると認められるもの､という要件

知 られていたれ 新矢指空耳では､選定対象の故人を図って､これらの安作を廉止し､

1な治療を要するこく一部の例外を除き･同意した者はすべて実施対象者とするとした｡

縄要鰍こあった ｢行刑施設の特定｣も削除された｡

r8鶏 糊 の制定に瞭しては､JtL案の段階において､中r柑処遇の法的根拠を犯T･法40

1梢の救凱 朋する規定に求めるとすれば､救超の捕跳 もともと住居がない物 ため

芯が妨げられる広れのある者を法が予定するものであり､本人にもともとの舶 地があ

鴨対象にすることが出来るかの議論もあったが､同法のいう r適当な住居がないJに

て､住宅があってもその他の兵件が本人の3F生のために適当でない場合も含むとする

FFを採用することで､決着がついたと言われる La.
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3対象者の選定T=続

(1)仮出獄の審理

ァ 保誠醗察官の面接調査 地方委員会所属の保護観察官臥 仮釈放応当日より､仮釈

押勝のための面接を開始し､その後1年ごとに調査を行なうとしている｡これは､旧実

鱈掛こ比べて､仮釈放制笛の調査時糊を早めたものである｡

また､保讃観察官は､面接にIL,,つて､中間処遇の趣旨と概要を説明し､同意を求めると

している｡

ィ 主演委員の面接審理 主審委Eは ､受刑者の特質に応じて､耐妾の回数を増やすな

礼,て､無理の充実を細するとしている｡

ゥ実施iT,走者の選定 地方委L]会は､行刑施設の良の意見を聞いた上､調香又は審理の

経､巾胤処遇に同意した長期刑受刑名を実施予定者にT,定することが相当と認める時は､

その者を実施予定者として選定し､施設の良に通知するとしているDしかし､実務上は､

鳩所長から委員会宛に ｢中間処遇実施予定者通報乱 がまず送付されるので､戟実上そ

の節一次的選定は行刑施設によって行なわれていると言われている W o

(2) 仮出獄の適用

仮出獄の時期の選定に当って､中間処遇に対する理解と同意の有無及びその理由を勘案

することとし､その旨をあらかじめ長期受刑者本人にも明らかにするとしている｡これは

鴨池要領が新たに加えたものである｡その趣旨は､旧実施要領実行後､実施人数が予期

したほど伸びなかったことから､受刑者の同意を促すことがねらいだったと説明されてい

る悦 ｡

(3) 本人の同意

主簿委月は､実施予定者に対する面接に当り､rr･聞処遇に対する本人の同音を確認し､

馳獄を許可した時は､行刑施設の長の協力を得て､釈放に当り本人に対して､中聞処遇
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弾 することに同意する旨を白面で慧釣させるとしている｡

Il)特別38勺=JtlBの設定

立方全日会は､仮出獄をn午可するに当って､次のような特別jF:Fや項を定めるとしてい

i.

7仮出獄占後 1カ月間は実施施設に居住して所定の課程による処jbを受けること

1:

実施施設の規則及びその嘱目の指示を守ること

外泊の必要がJt,_じた時は､あらかじめ担当弟のpt可を求めること

また､別途に ｢外泊の制限｣の規定を設け､ ｢中間地過期間中は､耶二輯任地､予定就

紙1.相 生のため三'iに必要と認められる場合を除き､外泊を認めないものとする｣と定め

ている｡

特別遵守･Ji項の設定を明ndLたことも､新実施要衝の狙撃な改正である｡

(5) 現職調整

地方委□会は､本人が収容されている押目鳩 滋の最'#りの更生保讃念 (地方委員会と保

粗察IVrのF<と協議して選定したもの)を帰化予定地として選定し､保讃観察所をしてそ

叱めのLn墳詞世を行わせるとともに､中間処遇終7時に保佐する従前の帰位予定地 (第

削fT他)についても並行してその環境詞等を行わせるとしている｡

ll期間

実施持Hqは1カHとし､この間の転居は原則として認めないとしている｡旧実施垂範で

言,原則3カ月､局長6カ月までとなっていたものを短緒した｡これも実施対象者の拡大

を掬ったものである｡

5礼遇の内容

実施期間中､本人を更生保護会に居住させ､尉 lrJとして外部の職掛 こ通勤させながら･
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米の描匠を行なうとともに､行動観察及び保讃観覧等実施上の描風 気の発見をあわせて行な

うとしている｡

(日 日常生活に必要な知識と技術についての指導

(2)社会生活に対する不安除去のためのカウンセリング

(3)保健指導､疾患治療の援助､体力の促進

(4)食習慣の改善

(5)対人関係についての指串

【6)経済感党の滴垂

(7)転入､転出､運転免許の更新､社会保険の加入､Jt活保護受給等の諸手続に関する

捕

(8)身辺整頓と措相の指導

(9)交通教育

(I0)職菜知識の付与､就職援助

日1)断酒会への参加指導

(i2)地域内の行取 社会奉仕括臥 社会教育活動への参加援助と帰任予定地の近親者､

約主との文通指導

このうち､社会串仕活動の藩毛について､ ｢本人に対するしつけ､教育など本来的な意

恥 もちろんあるが､地域社会との微妙な関係のなかにあって､それとの融和と共存の道

を如)ている保.,B会の厳しい現実の反映でもある｣と言われており 丘85､中間処遇を実施

Tる更生保護金のほとんどは社会率仕活動をプログラムに取り入れているようである｡

6不良措置
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中間処遇の期間中イ項 鑓な行状が認められる者については特に重点n(jな指革を行うとと

もに､遵守や項追反 (実施施設の税別追反による遵守や項追反を含む)の状況等に照らし､

保護観察により改発を図ることが閃腰と認められるとき臥 速やかに仮出獄取消のための

姫 をとるとしている｡

ド) 実施状況

旧実施要領に基づく中間処遇の実施状況をみると､実施対象予定者と選定された人員数

蛙､昭和55年の142人をピークに年々減少の傾向があり､昭和60年に至っては84

人に減り､対応する遮定率 (益準日経過人口総数に対する実施対象予定者の率)も､昭和

55年の19.6パーセントから昭和60年の14･2パーセントに低下した｡そして､突

発扶施した新受人員数は､昭和56年の80人をピークに昭和6D年には45人に減少し

そして､その実施対象者の内訳をみると､前述旧実施筆筒について挙げた基嘩 (1)に

集り､よって､その数は増えているが､甚準 (3)､つまり､帰任地があっても､ ｢客観

枇｣中間処遇を必要とする状態にある者はその同意を得ることが困難なために､その人

相予期したほど伸びなかったようであるBEB6｡

このような実施対象人Dの先郁り傾向に対処すべく､前述のような､実施期間の短縮､

紬的要件の削除､仮釈放準備手続の早期岩手､仮.LJi獄決定際のrI]間処遇に対する本人同

軸無の勘案及びその旨の受刑者への周知等が新実施要領に定められ､その結果､実施対

象予定者と選定された人員数は､nlj和61年の203人から同63年の395人にほぼ倍

礼､遇定率も14.3パーセントから23.9パーセントに増加し､新受入日も､57人

Dら94人に増加した｡また､昭和61年6T]1日から平成5年12月31日までの7年

紬闇に､実施対象者数は870人に達している tElT｡

153



なお,中間処池が円滑に実施できるか否かは､更生保嘉壁会が対象者の受け入れに対する

姿勢とも閑適する｡例えば､雫古は､論文作成にあたって､更生保班会に対する実地調査

締 ったが､渦益にあたった二つの更生探,渡会は中間処遇に対して全く異なる姿勢を示し

ひ る｡例えば､更新会色88は､長期刑釈放者の受け入れには消極的で､中間処遇を全く

庁っていないのに対し､泊和会脚9は､受け入れに積極的で､平成7年 1月から2月まで

の入会者126人のうち20人が中間処遇対象者であった tt70｡二つの保護会の姿勢の遠

,､には主に地理的位冠の差に由来すると思われる｡従って､今後都市中心部や､住民雅中

連域等で虞生保,3会での処遇をいかに行うかが問われるように思われる｡

三中間処遇の意義と課題

第二節で述べた ｢栽型別処遇｣で示された無期刑対象者の問題性 (長期受刑名にも相当

婚度当てはまると思われる)､すなわち ｢長胤の受)PJにより､生活能力が低下し､社会

DffL勢に疎く､また就職などに社会的制約が多く､社会への順応が困難である｣ことや､

｢本作及び長期受刑により､頼るべき親族､縁故者がほとんどない者が多い｣こととか､

性活肖標をもつことが困難であり､心情面でイこ安定になりやすい｣こと等に鑑みれば､

前述｢中間処遇Jの処遇内容で示された諸々の描掛ま､いずれも､対象者の特性に合わせ

-:もので､有効的処遇を行う上では､極めて有望な処遇プログラムのように思われる｡た

で､今後､更生保甚会を磁極杓に処遇プログラムに取り入れるためには､少なくとも､法

l噌脳と更生保証会の機能強化の二つ点で課塩が残されているように思われる｡

ト)法制度上の刊蒜

刑法改正作業の過程で制定された ｢保超脱が遵守事項に関する要綱案｣は､裁量による

的事項の一つとして､ ｢更生保讃会その他の適当な施設に一時的に宿泊して指導を受け

にと｣という条項 (要綱案第二1項五)を盛り込んだが､これはまさに､刑召i政策的に

樋ときれ､実捌 uからも強く期待されてきた ｢施設居住｣を伴う処遇形態を法即 諾だを

もって答えようとしたものであるZPL｡また､前述更生保護会の法的性格からみれば､撰
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∴ 二 二 二 ~i∴ 言 二 ∵ 二∴ ;- I

F_前足Riを請んだje守Jl項退反のJ8台は､状況等に照らして､速やかに血出獄の取消措ZZ

ところとしている.そのほかにも､中間姓遇Pl間中は､臥剛として伝法を認めないことや､

蛸の鼠別的不許DJT'を定めている｡従って､少なくとも､更生保班会入店以降の処遇は

皇室的なものとは芹えないように思われる｡

おそらく･この点をクリアするために.文推奨鰍ま､本人の同意を魂祝しているだろう｡

†なわち･1:鹿至EJに同志の確認の段階前でも､地力貞Eは 所以の保a挽察trをして初固

相を行う時にrpJ点を,Rめさせるとし､また､r61点の17無力他 出iJの晴耕の選定に当って

£案されることをあらかじめ良耕受刑かこ周知させるとしている｡受刑剤こ処遇の目緑を

与え､そして､その処遇プログラムへの日立的劉 日を促すfq度から捉えれば､受刑者の同

弛れ糾うることは大いにn平価すべきである｡ただ､この間J3が､前述のようなrr個処遇

叩定するr柚 制限の度命をJH 化できるかは､なお検討する余地があるように思われる｡

托､危地瓜の相的選定に当って同意の有無が勘案される日を受刑者にJ鯛 はせるという

ことは､滋適して言えは､IDJ意がない場合は､仙1111が認められないよれのあることを局

･させるともdえ､この叫合のriJ意がとこまで任.8作が保F?されているかも問題であろう｡

相 軌道の前述のような刑事政策上の意義と合わせて､それに什う自由制限の度合を考

tjLは､何らかの立iL:措芹が必要となるように思われる.

:史生保d会の遠宮上の諸問題

至呈探題仝遷常との解決すべき詰問鳶は従よから呂われてきた机 覇睦的処遇が期待さ

!る今日においては､その改善が一層必要となったと,iえよう｡



細､丘1̀1付材的16の墳l何及び人件坪を含むTP頗鞍を､委託の実鰍 こ応じて支#･するほか､

.-Jbt投の改削こ要する枠用などの補助､税制(.のft遇捕rtなどを講じ､さらに､昭和5

8年からは札点上特別な凶圧を抱える入会古の委託に持しては垂.売切虚空の特別加算を行

‡っている｡前述の法政止の長大のねらいも更q･促&会の軽常左の解約である｡にもかか

わす､榔馴こ当たる載Elの人件や､私通に苛する捷用等は､上記のような東金だけでは

lえず､軽宮に苦しむ史生保孟会は少なくなしとLiわれている｡巧に､史生保j会の施設

i.旺て年汝の良いものは多く､現在托Jbしている96の更生促&会のうち緊急に改革又

こ全面始世を璽する施設は26もあるとこわれている t̀｡

このような周智がq-,しろ理由の 一つは､碍在の喰Il三保&会の叔容定Elが22人(･らいが

梢で.総官紗kが想いからだとして､大枚松な鬼没を作ることを捉点する立18 1 もあ

至れ 嬢底の貫WAを'Tfんしてきた従来のjLiJL鎚盛会のありJJにもそれなりの利点があっ

て, .掛二はLは ないだろう｡

いずれにせよ､LmEの施設の射 牛はよいものとは.-.ぇす､綻満状況の変化にも作って､

人即 にとって削 -_保退会の魅力が乏しくなる.̂乍して､rV舶 Rでみた止り､委託人数全体

絹少し､これが香花蜂の減をさらに来すという悠術頂にあると肖ってよい 47.｡この循

耳を斬つには､究機のところ､やはり団のit任において､施設真作の改邦を阿るしかない

ように思われる｡

(2)史生保盛会と地域住民との関係にも国定な悶親がる 87I｡望Jも侃議会の改築の度に

tJiLt民からの反対運地が起きると言われているtll｡しかし､近年､前述した早稲田大

†袖 力などを得て､同大学新築の乎務排に入店した更新会のような成功した.P例 印 も

!られる.地域化比との由合を図るためには､尽日の地域ff.Jbへの牟加､振乱 土地の無

根臥 /fJE.̂かこよる地域革仕､良基司会 ･史′と保議会の生れなどを通じて地域社会との

ねを綻綿する等様々な指値解決策が捷案されている t'｡

更3=.促&会は､このようにJiしい現状に空かれている机 その従涙果たしてきた伝統的
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A,姉 値 -胸先'jfさせ､さらに史生保護施設に新しい他jAの博徒を期待するためには､同

いNの物的抜肋と法的制度の早期の完将がqiまれるところである｡
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第四第 結論

社会内地溝において展別されてきた三つの処遇施策について与疾してきた｡この三つ

減退施矧ま･いずれも･今日社会内処遇が抱えている層々の国雄な状況に対する打周茶

を横棒的に打ち出そうとする点で､その並木的姿軌ま評雌すべきであると思われる｡

Tなわち･分類勉j&ないしその前身をなす 一連の処遇施茶臥 促題扱疾官が睡埠に足り

帥状況を戯縛的に改苦しようとしたものであり､頗耶 Il処遇臥 多様化した対象者の個

､々ニーズに肺臓糾こ対応しようとするものであり､中間処遇は､受刑盾ffの低下が言わ

れている中で仮出獄をより積極的に行おうとするものである｡

二のqlで社会内処遇の稔合的な処遇施策としては､特にi主‖すべきは､近年電機してき

:舶側処遇のように思われる｡稔合的な施芯としては､分頗処遇制度のみでは明らかに

下足があったといわざるを得ないからである.鋸かに､保讃税祭日の人f]Jf=足は､社会内

相のfrL嬰なr諾憾点の一つではあるが､処遇の組織体制のみにty.t眼した処遇施策からは､

托な姐設的なアイディアは生まれてこないように思われる｡現榊 七会内処遇は､多様な

強者の偶作､ニーズにいかに対処すべきかという.戊蛾に由而しており､分類処遇制度自

如きはト分これにJt'1えることができないのである｡

この意味で､凧型別処遇等新しい処遇鷹取よ､対象者の個作､ニーズに合わせて､処遇

7ログラム及び姐遇ft源の配分を工JkL･多様な対象者の個性 ニーズに対応しようとす

紙では､その忘向する方向性は旨定すべきと思われる｡

九泉 分類処遇制度も依然として･処遇多様化の施策の-つとして位だづけることがで

き.今後は､類朋 'J処遇といかに合理的に結合するかが謂茂であるように思われる｡

このように､現在社会内処遇において展開されている処遇多様化廃熱ま､肯定すべき面

plbる机 他方で､新たな諜屯を扱起しているように想われる｡すなわち､顛型別処遇の

宅i6指針｣が打ち出している箱樋的往臥 慧察FE源の晴月仲､朋 雌 世の泊用 (この点

:中間池月も再犯に至る前の取消を威儀的に運用する姿勢を.バしている)等の方針から明

L-･軸 ように･処遇の職場化Li 処遇Bが対象名の私生活の節域へ介入する密度を高める
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A;けでなく､収n等の r不良措巨｣や､苫喪機関への缶兜の械腔を高めるなど､対象者に

ごって不利益なJA曲を増大させる側面を持ち合わせていることもTLl実である｡新しい処遇

玉石を統帥的に招来する姿勢は認めうるにしても､社会内処遇の煙全な発展を図るために

言,対象者の人倖糾 ､かに保持するかという間屯も検5･1しなければならないように思われ

も●
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r川a､､ardAbdlnSk･V･fh･O､ational,dPaTOk一一111COr.IandPracLLCe(51hed.)(199J)
p32(ゝ321･

`昭和24年当時採点扱輯所の■月叫成は,保維捜寮fTが293も､gf汚官が116名､その他が29
終 結か70】名たったのが､執行猶予者促#捜解法かできたことをきっかけに.1Oo我.昭和36年
こ100名の促&RFせLqが実現されたという.そして､昭和49年E=至って､鼠讃挽察青魚は785名に
書え･t机 これは･事頗甘､その他の定日が保護枚軒官にふりかえられたことによる.座涙含r里生保iI別
tか歩みと今鐘の朗岨｣ジュリスト568号74-75日 (1974年).

p鈴欄 一郎 rRZl投射こおける分類池月｣El･>-の確正と促&窮3せ70日 (昭和56年)

■岩井敬介 r仮耽放如 )払方分頚- かノフォルニア州の SICP計g(こついて｣史生保3と犯罪予肪五号
9･可-社会内払讃3i々 27lil(平成4匂≡)

d*木一久r侠ぷ投蕪jF用の盛形式｣El本の規 正と艮Bl祁3巷63jZ相 和56年)

r耶 東の転TR乱 r保jI政宗官の壷極軌道に瑚する研究J法務噂合研究所研究熱C更17号 (197
4年).=公表されている.
P同上302F

r同上303月

小払A:一久.前兆注 (5)83月

'･コZ相 Lil訂少年礼讃研究会 rn連窓朋 rJの保8枚蕪をめ<って｣更生保3と屯雅T棚的28号 (昭
148年),第34号､窮35号､恭38号 (研和50年)を事的.

R■岩井魚介 ｢保5相 葉の r効BiJについて｣小川特上古希妃念 r刑や政熊の現代的成風▲450-4
53方 (昭和52年)

. ｢分類弧34による保オ概環の光比について｣ 佃 和81,7､9 保税第二99号尿は局長通知 】
-u杉原紗下(-r保丘政市に剖ナる再犯予洲の間切と今後のCq J史生皮ilと犯罪予防窮57与16-
17E(附HT55年)

I"出井敬介等 鳩 凍扱蕪少年の更生取持尺度に珊する研究｣研死花繋18号2331i以下 (昭和50

dA､8分深状況を捉&司に知らせないとした｡

[ 伽的抽注 (25)81日

''7保3月頼98号を事照

't増 水一久 ｢分類瓜連制度をめ(･るいくつかの間切J更生保経と犯罪畑 如33号26封 (1974
≡)

佃同r･81il

A'杉簡佐下7 前Aは (13)28月

'缶井敬介 ･前掲注 (ll)450-453fi

だ r保iI牧草tfのdl諸仏遇に関する研究｣法f差打合研究所研究七重17号303耳 目 974年)
巾同上302E

D 保ぷ枕蕪94-1別姓為蛋覇の制定(=ついて､r平成2.3､22保税苑108号帝108号保&局長
JLJ

l県-1呪蕪類型別仏道空茶のaF用上に留貴すべき事項刊こついて､ ｢平成2.3､22保fR額109
~i斗jW 蕪辞長通れ.
~仮択放f理申又は床jl捜察中の対ま首の花札 非行の態様などによる訣生別の把鍬=ついて.r昭
ミ51.8､3促現窮339号､保護局扱群課長通知｣.

r北洋伯次r保頴捜♯放題に関する方紫の塊状と棚 ｣更生俣ホy!41惑12号10F (平成2年)
J'河上9月以下

AA本社産｢傑d耽鍵弟里別姓遇について｣菜だ漫判雨月竹折42巷妨1l守l00-101月 (辛
Sは l川 )

~冶井敬介･社会内軌道益考109日 (平成4年)

■8本良彦･釣粒注 (29)101日

一掃上LO2月

1一再上 (102-103斉
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攻｡
耕席木俊彦 ･前細注 (29)102-103貞

止仮釈放 保護政客等事件鰯 規定 (昭和59､3､4法務省- 訓第66号人EE訓令)弟41弓3

U顎者の糊 省相 可観相 舶杢官如 く俊彦氏に対するインタビューによる (1996年11月1口)

杜r執 り晃 ｢定性脚 犯の多様化と犯罪紬 軌 刑法雑誌27巻239日以下 (昭和61年)｡同 .犯
罪者の社会内処遇284月 (平成3年)

&叫岩井敬介 ･前掲注 (30)191月以下

が岩井故介･前編は (30)193貞以下

凪適者の主酬 な捉え方の何度から､ ｢処遇囚粧他｣に対して行った研究うとして･辰野文野 ｢利:会内
敗退における『処遇困托性』の鰍凱 犯灘と非行107号129日 (1996年)

.座敷念 ｢来訪しない対象者の探題政則 空生保削 8巻6号1柑 以 卜鵬 和40年)

高幡和雄 ｢来訪しない対象者 く研修ページ)｣更生嘩 28番4号50月以下 (昭和52年)
4.1高木俊彦 前鵜注 (29)108Ti

dLd馴 r晃 .犯罪者の社会内処遇283月 (平成3年)

&d鈴木一久 ｢分弧 遇をめ<･るい<つかの聞軌 更生採譜と犯- 防33C12相 (ユ974年)

-"北斬 次 ｢保護税群の組崩と遅凱 鈍重 少年保維3 148E (1983年)

郎覚醗刑事犯音の保護観察処遇qandA6柑 以下 (平成7年)
滝̀北河信次･前鵜注 (27)11王ヨ

&√詳しい解脱は､保護局参鴨 乳 ←更生県削 喋 法案の制定について｣更生保線削 6 巻9号34戻(平成7年)
西相 責 ｢旦牲保卵 黄軌 (り ～ (4)更生保護第46削 1号46月 (平成7年)､閥 47巷
1号52月･同誌47拳2号41fiJ､同点47巷3弓･45頁 (平成8年)

特薦 ｢更生保蕗法人の誕生｣､更生保諸窮47巻4号 (平成8年)所舶 儲論文を参軌

h更紫法の条文では･舶 ･ほD-#の対鮒 は､更生保糾 菜の対象に入っておらず､ ｢更生保護措置

柵 ｣14菜で､史紫法による更生保護措置の鳩 を約 ･細 密l=ついて糊 するとしている｡
I ;d保- 参鴨 ｢盟生保左右妄rifMo,蒜J左L主■五 言二八品蒜 R(二一;)JV,'三芸叩'旬こLJしいJJo
d'同上36月

由L昭和22年に司法省から軌始 れた司法保護領義法改正草案では､仮出舶 )探讃観鮒 教者につい
て採納 選者等に収容を重点できるとする規定が道かれていたが､更生保識車菜を郁 佃 弟と見る GHQ側
丘､犯予批 施設収容に附 る規定を入れることに- したため･ 鳩 後の妥協点Jとして､応加 俄虚が

掛 れ,その後､更無法は･犯す掛こ削 込まれるべく鞘 された保護施設に関する規定が尖現しなかった

ので､この不偏を補う趣旨で制定された､と言われるB所一彦 ｢史生保護施設と保言葉観軌 更生棚 第47
巷4号14月 (平成8年)｡斎藤三加 ｢更J絹 #の渉みを省みる｣更生保議論奨2相 (昭和34年)｡
丘C所一彦 ･前掲は (51)14万

的犯罪白眉 (平成8年)214月

収西岡正之 ｢男生保漸 こおける史生保話合の割合J犯罪と非行60号42百 (昭和59年)
蜘西岡正之 ｢仮釈放の適正化と榔靴 について｣犯罪と非行78号42B (昭和63年)

朝一末寺繁夫 ｢菅生保護法人の誕生｣更生保護47割 号6i3(平成8年)

一Tr鯛 刑受刑者に対する仮出獄の恵理及び仮出獄者に対する処- の充実について｣ (剛 】61､

廿叫仙台の試行矧こついては､藤野鞄 ｢長抑 仮 出獄昔に対する 叫 問弧軌 の東漸こ至るまで｣罪と

IF63号67鮎 下 側 54年)C広島の新 郎 については､加那 上 ｢更生保鮎 に射 る耕 刑仮
二宮着の処遇｣更生保護53巻11月号を参軌

n r長期受刑者に対する仮出獄の納 及び仮出店者に対する処遇の充実について｣ (馴 153､9,
･ま7保奴窮416号保護局長通達).

仙 ｢最期馴 胤 こ対する仮出即 )潅理及び仮出獄着に対する凪郡 の光来について｣､ (伽 8】､
1.1､保税的70守､保護局長通劃 ｡

--1伯細 要軌こよる中間処遇が仮釈放の常協化をそのねらいの--つとしていたことに関して､西岡正
とr仮釈放の適tElbと暁- こついて｣犯罪と非行78E14柑 以下 (昭和63年)を参軌

b!山石遜 ｢保護税掛こ封ナる施設利用｣日本の絹正と保削 4柑 (昭和56年)
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p 崩 坪 ;L ･机 粒 注 (5 8 ) 8 0 jS

H .d L･8 3 El

l I l'8 911
4r河 上 8 3 Jt

-√E Jl白 さ (il或 6年 態 ) 12 8月
- N 仝 Ji､ 早 稲 田 大 学 の tA 力 の 下 で ､ 平 成 6 年 に 完 成 し た r-/ ス 汚 ? 招 EZ]｣ 他 言 内 早 稲 討 大 学 苧 環 捷

ニ Ju =入 官 し た は t で あ る が ､ rl古市 聖 の 更 生 畢 3 会 の モ デ ル J ､ r地 域 It且 と の tBl に 成 功 し た モ チ

～_ と し て 今 属 杓 に 注 目 を 浴 び た .

- if 血 也 jt か 市 足 立 区 ▲ 木 2 T Ell 5 伝 18 弓
p 臼 ...̂!=虫 け る ｢由 rnn jtの 7 ° グ ラ ム J の 内 brは 本 市 後 38声 蛸 を 暮 甲

r 稔 人 昭 一 如 r艮 Zt技 官 の 遵 守 き 項 i:屈 す る 伊 東 J 法 汚 辞 官 q bu一書 6 0 泉 的 三 号 4 1日 (昭 和 4 6 年 )
R rJt JA会 rb 巾 空 J と し て た っ r=更 才 会 を 肩 る ｣ 屯 7Fと 井1f10 2 号 1I 6 月 (19 9 4 缶 )
p ik谷 充 r更 生 CiZI会 の 果 た す 投 射 ｣ f三界 と 非 行 9 6 巧 1I 5 月 (19 9 3 年 )
p 甲 招 etq 兄 r更 生 IX菜 全 き Fqの 文 集 ｣ 日 本 の 鶏 正 と 良 書 刊 _亜 2 7 8 F 以 下 (昭 和 5 6年 )

n llq ■ 司 r史 生 保 ■ と 也 埼 社 会 J 妃 穿 f_合 字 研 実 3 号 7 2 El (昭 和 5 3 年 )

d't折 りl晃 だ 界 古 の 社 会 内 風 道 2 5 1白 く正 式 3年 )
r ｢古 曲 会 r杯 市 や J と して た っ た 空 夢 会 を 空 ろ ｣ 屯 P と # r/10 2号 9 9 ZI (1994年)
Jrl aIJlI巣 ･ILl'.縄 注 (7 7 ) 2 6 91i
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I.-

第二辛 保護板♯対象者の人権保障

節一･7-の考察を通じて､項在社会内処遇において展開されている処遇の多併化施策から

実務機関の処遇に対する磁極的姿勢を見取ることができるように思われる｡確かに､処遇

の純 化は､対象者のニーズに合ったサービスを磁極杓に提供し､これが対象都こ利益を

oたらすことが多いだろう｡しかし､一方で､処遇の戯極化臥 処遇の密度を詰めること

から､対象者に不利益をもたらす他面をも潜めていることを見逃してはならない｡

社会内処遇における人権保障の問超は､ ｢これまでの議論ではいわば死角になっており､

あまり論じられないまま今日にいたっている｣ 'L｡しかし､社会内処遇が新たな局面を迎

えようとしている現在､対象者の人権擁超の賀詞から､傑讃観鰍 こいかなる限界があるか

について検.旺することに､特に忠通があるように思われる｡

第一肺 保謙観♯対象者の法的地位

一 日本国内の伝統的法理

従丸 保盛観癖対象者の人権制約をtE当化する法理として用いられてきたのは､受刑者

Dそれと同鼠 特別権力関係理論であった｡すなわち､ 鳩 讃観察の意図するところは､

主人の改善を目的としてその自由を制限することである.だから法律的(:抽象していえば､

納所又は行政官庁の命令に対して宣誓によって合意を示し､これに基づいて設定された､

定の条件と卿 化 によって自由の制限されるところの､新たな特別権力牌係であるとい

しかし･保讃観察対象者の法的地位を説明する法理として､特別権力関係理為を今Elな

L維持できるかは疑問である｡

いわゆる特別権力関係理論においては､人権制約の形式における法相の根拠の要否､入

場柵の限界､司洲 救済のいずれにおいても消極的であることがこの唱!論の冊子となっ

ltいるお｡

LblL,､このような者味合いでの特別権ノコ関係確論は､腐乱 受刑者の人権制約の法理
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としても､もはや適用するものではなくなってきているのである｡ 受刑瀬の法的地位に

園するリ-デイングケースとされる大阪地裁暇'和33年8月20口判決は､在監収容関係

を特別舵力関節としたながらも､そこにおける基本的人権の制約形式においては原則とし

て法経の根拠を璽するとし､従来の特別権力関係論のもっとも屯重な論点の一つであった

紳 根拠不要論を否定した｡また､従来特別鰍ノブ関係を認める立場においても､同関係内

の基本的人権の制約限界については当該関係の設定日的に照らし､当然その限界が認めら

れるとするのが一般的な見解だったと言われている 斤1机 上述判決はさらにその阻肘 こつ

いて ｢明白かつ現在の危害｣の如き救格な益準を示した.司法的救済についても､同判決

臥 施設当局の成東行為もその限度を超える場合は司法救済が及ぶとした｡

,ri高裁も平成3年7月9日の判決 (民班45遜6号1949頁)において､被拘留舟と

十四歳東浦の者との接見を禁止した監獄法施行規則120条が委任の範囲を彪えたものと

判断したことから､接見自由の制限を法相の留保領域に属するものとしたと見られ tiS､前

述大阪地裁判決の法治主義を一層徹底させたものといえる｡また､胤:dT裁昭和45年9月

16口判決 (民畑24巻10号1410劇 は､一般論として ｢制限が必要かつ合理的な

ものであるかどうかは､制限の必要性の程度と制限される基本的人権の内容､これに加え

られる具体的制限の態様との較立のうえに立って淡せられるべきものというべきである｣

と述べ､拘禁者の基本的人権の限界に関する一般的盛蝉を示したのである｡このように､

鼓拘祭名の題本的人権が基本的には保障されることは判例法上確立されていると言ってよ

い｡

学説においても､受刑者の法的地位に関して､現行監獄法の如く､ ｢(受刑者の)自由

が一般に最小限までに制限され､施設側が必要又は適当と認める場合に限り､恩瓜として

毎分的に自由が与えられる｣という姓て脚ま､もはや凍認する余地がなく 払､憲法31条

を収拠に､行刑法紳主義を施設内処遇の指導坪念とすべきである立場が支配的である &T｡

このように､ ｢El本国窟法の採用した法治主崩のもどでは､法緋の根拠なしに､国が少

なくとも権力的に基本的人権を規制しうる上馴ま存在しないと言わなければならない｣ LL8

そして､ ｢人権の制約は､それぞれの部分的執事の性質や目的によって決まってくる｣ 旺与

のである｡
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こうしてみれば､探題挽穀対象の法的地位についても､もはや特別権力開陳というカテ

コリをあてはめる余地がないように思われる｡伴&扱♯対曳Eの嬉JF的人権制約は､当然

法桝こ珠づいて行わなければならず.そして､その制rLJは､銀点較水制妊自身の目的や仕

方を考成して､その限界を画すべきであることは､礼会内払遇の入局nFJであるというべき

である｡

捉-1_K穀対象名の法的地位を考える時､いま一つ､絵架的には特別権力関係理論と似た

ような私設をi#き出す考え方がありうる｡すなわち､促&依頼は､本来受刑者として拘宗

されるべき名に与える思想であると.社会内払jSを刑小皮茶のE要な一男として位畏付け

ている現在の法制の下では､このような考え方を止.diからt蛋する見解旺ないが､仮釈放

の運用等からも推dIできるように､このような考え力が全く存在しないとは言えない ■''

この考え方も現在は鹿沼できないものであることLも 次にみるアメリカ合衆国のプDぺ-

シヨン､パロール対象名の法的地位をめ(･る法甥の鶴Dtlからも明らかである｡

アメリカ合粂川における問題の状況

アメリカ冷泉【1.1にj引ナるプロベーション､パロール対象&の法的地位にとって､とりわ

け･TL歩な意味をもつのは､1972年連邦敏和戚判所のモリッセイ対フルーア判決 牡1暮で

ある｡すなわち､Ir･J判泌ま､従来､プロベーション､パロール対史斤の凍法上の言方権利を
痢綿的解するにあたって用いられてきた様々な確論の小で､もっとも耶輩な一つであった､

｢特権用品｣の放腰を明白に宜冒して､はじめてパロ-ル対象者に対して､パロール取消

にあたって､忍法修正14灸のデュープロセスの保時を受けることを認めたのである｡

それでは､伝統的理論は､いかなるものだっただろうか｡

(-)伝投的理芸

伝統的理&の中には,思想又は特別権力関節 (Graceorprivilegetheory)を中心に､

Ii桝こも､突杓押Ji(contmct也eory)､法的拘･rpr押.Ĵ(COnStru⊂tiveCustcdytheory)､

TB奴LZB(paTeJ)t5patriaCtheory)等があったIL'こ.
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(1)思LEXは特B_理論(GraCeorpnvilegetheory) この増益によれば､プロベー

ション又はバロ-ルは､有罪者に与えられた櫛利ではなく､裁判所又はバロール委員会の

慈悲深い配止によって与えられる特権である.特蝕である以｣_､これには条件を付すこと

ができるし､対投石が条件に逢反した盤台は､いつでも特権を取消･剥奪できる｡そして､

詩経の収満の際には､Ja法上のデュ-プロセス｣条項の冶mはないということになる｡この

法理IこDiIするリーディンケースであるエスコ対サーブスト(Escoev.Zerbsr1935)暮U

の定義した r陣利 ･特牡二分芸｣は､その後､下墳寒戒判例が取消手椀に忍法のT-ユーブ

コセス条項をja用することを拒む隙の､もっともLt本的な用d̂杓根拠となった 814｡

(2)実的坪.副ContraCttheory) この理jiは､対象f;が条件を定めたLl面に署名す

ることを榊拠に､対象E･と州との閏には､ビジネス契約の場合と類似する合意が存在し､

当初条件を拒否できたにもかかわらずそれにJRJ;した以 L二は､経にその果約の内容の不当

を主張できないというのである ■I5 ｡

(3)法的拘f;jt埋蒜(Constracdvecustodytl一eOry) この理論によれば､プロベー

ション又はパロール対象別ま､物狸的には的柴されていなくても､法的には裁判所又はバ

ロール東員会の杓錦のFにある｡同理論は､対奴満を ｢唯受刑 E･｣と位だ付けることによ

って､対象E･の窟法上の権利を,.uE,めないか､又は受刑者のそれと近いものと捉えるである

l

(4)M親瑚冶(parentspatriaetheory) この理dqTLLLによれば､プロベーションとバ

I5-)レの目的は､対鮒 の社会紬 を助けるところにあ｡､その桝 で州と他 者との目

軸ま一致している｡プロベーションとパロール下院に対末的要義を持ち込むことは､同一

Em を目指す州と対象&･との閑操を掛する l'｡

以t･の讃法理をもっとも典型的な型で適用し､かつ､他の下級未達判例にもよく引用さ

れているのは､後の最Iも戚長官で､当時コロンビア地LJ_の連邦控訴蕃判一歩であったパーガ

ト flJgの粗茶による1963年のハイサー対リード(Hyserv.Reed)u 判決であった｡
I
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鞘決は､バロール取消丁抗にデュ-プEjセス条項が活用されない埋由を次のように述べて

:1る｡

｢バロールを取り消す陀Jlロ-ル委E]会は､････.･罰としてではなく､その乱用の故に過

ちを犯した+供から特坪を取り上げる親の役割を果たす｣41'｡

r国は.受刑名を-････できるだけ速やかに社会後付させて布益な生活に戻さなければな

らないという基A的前提が｣あり､ ｢できるだけ早くRBkされたいという受刑者の恩望と､

できるだけ早く釈放を えゝるという委員会の政策との間には完全な利益の一致が存在す

｢Jlロールに付された受刑者を F自由人1とみなすことはできない｡故はすでに法の義

正71-牝によって自己の自由を失っf.=ものであり--かかる状態における権利を､その昔が

Lt当にイ1-罪のipc.定を受ける前に仔していた佐剤と比較することは無塩である｣ 血

■(二)伝統的法理の鶴城

ところが､これら伝統的理論は､60年代後1'･から動托し始めた｡

特価判!.RにIAJしては､プロベーション､バロール以外の多くの行政柳城では既に放亜さ

れつつあったW｡例えば､描祉行政に関する判例でありながら､他の行政潮域にも大き

な彰管をうえたゴールドバーグ対ケリー NES判決 (1970年)において､連邦最高裁は､

州の細川金粉(寸の仇ヒ決定にデュープロセスが連用されるかFiかは､公的扶助が ｢権利｣

か｢朽撒｣かによって決まるのではなく､ ｢qT1人な不利益｣を被るか否かにかかるとしたt■
実的耳釜に関しては､ ｢そもそも条件に関する双方の交渉が存在しないこと､及び､パ

･コールを希望する対象別ことって自由制取を拒否する適訳肢をもっていないことが､この

l考釦 )超人な欠陥である｣と批判されたりtB､下級斜二か ても､rB実､プロベーシ

ョンは､契約ではない｡対象者は州と平等な立JBで合意にもんだわけではないJTJ:とと指

ヰされたJL}.

法的拘,..ミ嘩Ji,に珊しても､下級審判決において批判され q､ r対象者が T拘禁中Jと
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l

されながら､取掛こよって再収車される場合､F拘謙中JIの期間をi3iL収されるのは矛盾で

.iないか｣と指摘された｡

また､Eil税理笛は,少年裁判のあり方が問類となったゴールド糾決 iZiに釦 ､て､全面

杓に批判された巾 ｡

このような背貝の下で､連邦最高裁は､1972年に､モリヅセイ対ブルーア d にお

いて､バロール対象石へのT-ユ-プロセス保持にとって船人な押三であった ｢特権理釜｣

の故実を令 .したのであるC

先制席では､モリッセイ判決において､パロール苧I,I(こデュープロセスが責用されるか

否かは､まず､パt7-ルの矯正制度としての日的､織能の検討から始まるべきとしたうえ､

]10-ルの目的は､rI斗せられた刑の満期まで拘誌することなく､個人ができるだけ早く

廷詮的な個人として再び社会に復掃できるように抜助することである｣とし､ ｢情け深い

l榊は扱いではない｣ことを強訴した む｡

そして､パロールの目的を達成するために､遵'IJ'竹Jfiが定められ､保諾観察官が指導､

任助を行い､この点呼711項の遵刊まパロールの牧刑という親制力によって担採されるが､

｢&':J'弔Lll'を実質町に避r:JZしている限り､糾hを伽枯する櫛利がある｣という対象者の詑

戒は絶対n(Jなものになっている､と述べたJIJZ｡

裁判所は､このようなバロールの日的､他質に対する凡人戊mを′Jミしたうえ､まず､パ

tトル取打仔紋と刑'JI手械とを区別し､後者では､｢市比の41-する絶対的自由の劇奪｣が

苛確となっているのに対し､前者では ｢粂作付き山由の剥奪｣が悶哩となっているとして､

中一yT-･続に保障されている憲法上の諸権利をパロール手紙に及ぼすことはできないとした

そして､この ｢射Y-付き自由｣が修正14真の ｢削tl｣の利益に含まれるかについて､

相 即ま次のように述べた､ ｢バロール対象者の自由は､有罪BS定を受けていない人達が

Tることができる広範な行為を彼に可能ならしめる｡彼は遵守･Jl項を守る限り､･･･鑑環す

ることができ､自由に食族や友人と一緒に過ごし､その他免荷の生活に伴う諸々な事を自



iij
l

う暗黙の約東を信頼している｡そして､多くの勘合､もし､′{ロールが取｡消されると､

#は長期の拘禁に直面する｡

それ臥 われわれは､対象者の自由は､不確定なものではあるが､制限が加えられない

紬 の右する核心吋な価値の多くを含んでおり､その取消は､対象者及びそれ以外の人達

に粗 大な不利益』をもたらすものと解する｡もはやこの問題を､パロール対象省の白山

がF権利』か 咽 依』かという観点から取り扱うことは殆ど無益である｡いかなる名称を

肘 ようと､その自由は高価なものであり､修正14条の保護中に含まれると解きなけれ

肋 らない｡その般掛よ･非公式的な (info- al)ものであっても､何らかの舶 枯 れた

手続(orderlyprocess)を必要とする｣と相 ｡

モリッセイ判決の翌年､連射 bi拓射 棚 くま･ギャグノン対スカぺリ判決 W にか て､

モr)ヅセイを引用しながら､プロベーション収消f雛にもデュープロセスの保僻が同掛 こ

負ぶことを認めた｡

このように､プロベ-シヨン､パロール磯城 こおいて､特権確論は､対象&･の窟法上の

-保題観察対象者の法杓地伯

l以上の考如 ら明らかなように､今日の日本国- の下では､保讃観鮒 象者の法的地

二について､特別権ノ欄 係確論をもって説明することは､もはや許されない｡また､保題

廟 を､本来鵬 されるべき対象者に与える恩,rhであるという考え方も許されない｡伽讃

こ賂対象者に基本的人権の保剛 及̀ぶのは当然であって､これを制限する時は､法子的 根

Iが必要であり､そして､権利の制限は､探題続察制度の目的､性質に応じた必要馴 ＼限

L袷耶 】な範囲内に限定されるべきである.

次節においては､社会内処遇において､ft体杓に生じうる人権採取 Lの問題に規点を

■きわせて検討することにしたい.
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